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● 趣 旨

海外の沖縄県系人子弟を本県に招待し、県内の児童生徒とともに、沖縄の歴史・文化・自然
などの体験学習を適して、母県・沖縄との絆を深めることにより、海外の沖縄県系人社会の
発展とウチナ ー ネットワ ー クを担う次世代の人材育成を図る。

● 事業内容
(1)実施時期 平成24年7月24日（火）～7月30日（月）

・来沖日：7月19日（木）、7月22日（巳）
・離沖日：7月31日（火）、8月1日（水）、8月3日（金）

(2)参加者 30名
〇海外参加者 13~19歳までの海外県系人 14名
〇国内参加者 沖縄県内の中学・高校生 13名

兵庫県からの高校生 1名
0青年リ ーダ ー 海外 1名

県内 1名
①海外•国別内訳

・ ブラジル連邦共和国
・アルゼンチン共和国
・ ペル ー共和国
・ ボリビア多民族国
・ドイツ

②海外•世代別内訳

3名
1名
1名
1名
1名

・アメリカ合衆国
・メキシコ合衆国
・カナダ

海外参加者 2世＝6名 3世＝4名 4世＝4名
(3)スタッフ

〇沖縄県職員 ・国際交流員 ・スタッフ ・ ボランティア等 約40名

(4)学習プログラム
①自然学習

沖縄の自然や動植物等に触れ合いながらその大切さを学ぶ。
②歴史学習

6名
1名
1名

沖縄の歴史的な史跡等を巡り、沖縄が琉球王国だった頃の歴史とロマンに触れる。
③芸能、工芸体験学習

沖縄の芸能、工芸体験学習を行う。
④平和学習

沖縄の戦跡等を巡りながら、平和の意昧を考える。
⑤社会学習

沖縄県庁表敬訪問、沖縄県立博物館・美術館見学等をとおして沖縄の現状を学ぶ。
⑥移民学習

沖縄の移民の歴史を学び、世界に広がるウチナー ネットワ ー クを理解する。
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n女 UJS2012全行程｀ 時間
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22 00 

宿泊地

卜

7/23（月）

9 00スタッフ集合
6~11期生10名含む

9 30受付開始

10 00参加者集合

Rオ
（

内
リ
か

参
エ
ん

加
ン
ぼ
登ナ
レ

ーション
（ クセンター）

↓ 
PA完傭

布飲物配

12 00昼食

13 30 ワ ー クショッオ用始
沖縄NPOセンター による

出前謂座↓ PA完億
飲物配布

15 30終了
15 45スタッフ打合

7/24（火）
1日目

7 30主催者・スタッフ集合

8 00参加者受付開始

8 50参加者受付終了
9 00開謂式

～オリエンテーション
・概要説明・確認
・学習ツール配布

・事業アンケートの配布、鋭明
①霜参加者自己紹介

分け、班長紹介
語学習

④海外参加者による移民の経緯

12 00昼食1Fレストラン

13 00～引き紐き自国の概璽紹介～

16 30会場準備～途中休11!l~

17 00 交
荷

流
物

ブ
部

ロ屋
グ

移ラ動
ム

※進行・演出卒業生ポランティア

18 10会場転換
18 30ウェルカムバーティー

夕食 かんぼレクセンター

※参加人数80名程度

20 00パーティー終了

・ネ稟ア．ンケー トの段夏は9月 ・ 配布

～ 日程終了 ～

スタッフミーティング
22 00就寝

かんぽレクセンター

7/25（水） 7/26（木）
2日目 3日目

6 30起床 6 30起床

7 00朝食 7 00朝食

8 00レクセンター出発 8 00レクセンター出発
注意事項の確認 車内にて'9日の賓純アンケーいの回収

8 30 知県事庁
表

到
敏

着
式典8.45 県

（歓迎セレモニー、記念撮影）
9 30 県庁出発 9 30 01ST到芳

車内にてn日の実絶アンケートの回収 ·OIST概要説明
·OIST!萬内見学

10:00 

歴史学習
●首里城
●金城町 の 石畳

11 30 01ST出発
※バス車内にて昼食

12 00昼食

文化・歴史学習
自然学習（海）

12 45美ら海水族館見学
13 00沖縄県公文書館見学
復帰40庸年柑別展「復帰への道」見学

14 30イルカショ一見学
15 00公文書館出発

文化学習 1515●エメラルドビーチ至,1賽
15 30那覇市伝統工芸館 海水浴

※紅伝型統・首
工

里
芸

織
体

・験琉球漆器
ピーチレクレーション

19 45蜀覇市伝統工芸館館出発
17 00かんぽレクセンター至ll舟 17 00エメラルドピーチ出発

移民の歴史・社会学習

17 15特別講演会
沖縄ヒューマンキャピタル 金械氏 ホテル到芳20分前
床庄にその事ま塵るのでスカ ートはNG 部屋割りの発表
18 30夕食 18 30 つつじエコバーク到汽

文化学習
19 00 夕食

19·30エイサ ー講習
(1日目）

20 00 エイサ ー講習
(2日目）

・事業アンケートの配布 ・事業アンケートの配布
21 00 ～ 日程終了 ～ 21 00 ～ 日程終了 ～

スタッフミーティング スタッフミーティング

22 00就寝 22 00就寝

かんぽレクセンタ ー つつじエコパーク

7/27（金） 7/28（土）
4日目 5日目

6 30起床

7 00起床 7 00朝食

7 30朝食

8 00 出発

•前日の事集アンケー トの回収 車内にてm日の事婁アンケートの四収
9:00 

自然学習（山・川）
●東 の 沢

・トレッキング 10 00 

平和学習
10 00記餞フィルム上映
10 15●平和祈念資料館覺学

r 11 15 平祈和念の公礎園見出
学
発11 45平和

12 00トレッキング終了 12 00昼食

12 30昼食

（エイサー棟田まで休憩・洗；II)
13 30 

社会学習（街・人々）

●マチグヮ ー散策
※ガイド卒業生ボランティア

16:00エイサ ー講習 16 00散策終了
(3日目） 文化 ・ 歴史学習

16 30県立博物註「常設展示J見学

17 30 夕食
（バ ーベキュー）

18 00県立博物館出発
18 15かんぽレクセンター至IJ賽

18 45夕食
19 00交流ブログラム

～キャンブファイヤー

※進行演出卒業生ボランティア
19 45エイサー講習

(4日目）

・事業アンケートの配布 ・事業アンケートの配布
21 00 ～ 日程終了～ 21 00 ～ 日程終了 ～

スタッフミーティング スタッフミーティング

22 00就寝 22 00就寝

つつじエコパーク かんぽレクセンタ ー

7/29（日）
6日目

7 00起床

7 30朝食

8 30出発
車内にて青1日の亭寡アンケートの回れ

9:00テンフス館◄Fレッスンルーム

移民の歴史·社会学習

ワ ー クショッブ

12 00昼食

13 00 ワ ークショップ再開

15 00学否終7•エイサー講詈
(5日目）

16 ()()講習終了・透替え開始
・フェイスペインティング

（出身国の国旗シール）

97 00滋球國祭り太鼓演舞
テンブス前ボケットパーク
17.30参加看エイサー演舞
テンブス前ポケットパー ク

18 00終了
・事業アンケー トの配布

18 30解散

ホームステイ

ホームステイ

7/30（月）
7日目

＂双0会場設営開始（テンブス館）
スタッフ ・ボランティア集合

12 30参加者受付
•前日の事集アンケー トの回収

13 00-14 30 
リハーサル

14 30来賓•一般参加者受付

1500-16 15 
学習成果発表会

16 20-16 40 
修了式
16 40さよならバーティー準傭
17:00さよならパーティー

※進行・演出卒纂生ポランティア
※参加人数200名程度

18 30 
終了 ～解散

·JI;日空業アンケ:=
・1負ト日の野送配も布可工 屯にて回収

↓ 
写真撮影会

19 30-
ホストファミリ ーお迎え

ホームステイ

ホームステイ



総括 ・成果 1 
平成13年度から過去11回実施してきた 「 ジュニアスタディーツアー」は、昨年度まで、541名のウ

チナーンチュの若者が参加する沖縄県の主要な国際交流事業であり、今年度より 「ウチナージュ
ニアスタディー」と名称を変更し、新たなスタートを切った。

今年度の参加者は、海外参加者14人、県内参加者13人、今回特別枠として沖縄県と友愛交流

を締結している兵庫県から1人、そして新たに海外、県内から1人ずつ選出した 「青年リ ーダー」
を含めた合計30人でのツアーとなった。

今年度より新たに取り入れた 「青年リ ーダー」は、過去の参加者であり、今回の参加者をフォ
ロ ーし過去の経験をフィードバックするとともにツアースタッフの役割を担うことを期待して導入し
たものである。彼らが、実際にツアーにおいてどのような役割を果たし、参加者にどのような影響
を与えるのか未知数であったが、参加者からは 「アドバイスをしてもらった」、 「 みんなのまとめ役
になっていた」などの感想があり、一 定の成果を上げることが出来た。課題としては、 「青年リ ー

ダー」の役割をより明確にし、参加者はもちろん青年リ ーダー 自身も迷わないような立場作りをし
ていく必要がある。

ツアー期間中は、天候にも恵まれ、病気やけが人が出ることもなく、滞りなく実施することができ
た。

参加者は言葉の壁を難なく乗り越え、ツアーを楽しむとともに、ツアーを通じて一人一人がウチ
ナーンチュのアイデンテイティーについて考え、また、大きな経験を得ることができた。なにより、
参加者同士の強い絆と繋がりが得られたことが収穫である。

毎年、ツアー運営に大きな力となっている本事業の卒業生ボランティアスタッフらは、期間中延
べ49名超が応援に駆けつけ、積極的にセレモニーやイベントの企画 ・ 運営に携わり、ツアーを大
いに盛り上げてくれた。

卒業生と参加者が交流する場を設けることで互いの繋がりを感じ、深い友情が芽生え、継続的
なウチナーネットワ ークを構築できるはずである。さらに、ウチナージュニアスタディーの趣旨であ
る 「ウチナーネットワ ークを担う次世代の育成」、 「海外の沖縄県系人社会の発展」へと導かれる
ことが大いに期待できる。

上原良幸副知事を囲んでの記念撮影（沖縄県庁舎中庭）
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I 

Tシャツ•ロゴマ ー ク 作成
1 

ウチナ ージュニアスタディ ー オリジナルTシャツを参加者・ ボランティア・スタッフの全員に配布し、
県庁表敬•さよならパ ーティ ーの際に着用。全体の一体感を醸造し、規律ある団体行動を促した。

また、最後にはみんなで寄せ書きし合うことにより、思い出の品として持ち帰った。

参加者 スタッフ ・ ボランティア用

•f 
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•し
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心
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r
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‘・•
T
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噌

---... 
旧?·uu〇嶋·直口uo『一 -

- - 一 - - 一
配布するTシャツは、参加者(B)とスタッフ ・ ボランティア（黒）の2種類を作成。

UCHINA JUNIOR ST\JPY 2012 

ウチナー ジュニアスタティ2012

••9TTq五貸•J臼oぷtv9
゜
9

ロコマ ー ク制作意図
合回のロコマ ークも、毎年、さまざまな出会いと感動を築き上げてきた本事業の、各年のイメ

ージを踏まえ、統一したイメ ージを持たせながらも、まず、上方に、「ウチナ ー 」ということが一

目で認識できるよう、沖縄の島を年号と組み合せで配置した。その島形には、目がついており、
沖縄をくまなく学ぼうという主旨を込めた。

また、海外の沖縄県人子弟と、県内の児童生徒が沖縄の歴史や文化•自然を、絆を深めながら
共に学んでいくという、当事業の特徴を、「Ucina Junior Study」の頭文字をキャラクター化する
ことで表現。方々を観察する目で好奇心旺盛な心を、カラフルな色使いでたくさんの国々から
来県されていることを表現し、また、動きのある手描きの書体で、子供たちの行動刀とプログラ
ムの楽しさ充実した内容をそれぞれ表現した。

- 4 -



1 

組織運営図
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0組織運営図

主催者：沖縄県
文化観光スポーツ部交流推進課

協同組合 沖縄産業計画 (OIP)

企画運営 総合プロデューサー 勝連雅晴

海

外各県人会

県内各学校
沖縄県人会兵庫県本部

企画運営 プロデューサー

ディレクター

太田卓也(OIP)

企画運営 新垣敦(OIP)
企画運営 スタッフ 新垣麻莉亜 (JST卒業生）
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海外参加者
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10 

11 

12 

13 

14 

15 

氏

..., ．．．．． ・・ 内間． 真．． 理
名

UCHIMA MARI 
フォルタ ナオミマリカ

,．...．,．．．,．．．,.,..．,..．,..... 

NAOMI MARIKA FOLTA 
フォルタネスターコーイ チ

NESTOR KOICHI FOLTA 
ロ バート時男上原

ROBERT UEHARA 
ジーンジェ ロームチ ェンバレン9 9 9 9 -｀鳳•・9---9 9 9 -9 • 9 ---- 鵬鳳•し贔•鳳·~··- �.....巴�．

GENE JEROME CHAMBERLAIN 
坂本ケーレンたつお

KELLEN TATSUO SAKAMOTO 
シャプランド杏香マーガレット

KYOKA MARGARET SHAPLAND 
ルイスペレスジセルアマイラニ

MAT A YOSHI KIAN CRISTINA 
仲宗根カロリ ーナデ ニース

CARALINA DENISE NAKASONE 
知念ガブリ エル悠司

GABRIEL YUDI CHINEN 
宮里松堂みえ子マリ ナ

MARINA MIEKO MATSUDOU MIYASATC 
新垣レ チシア スエミ

LETICIA SUEMI ARAKAKI 
井上洋樹

HIROKI INOUE 
宮城仲本ア ドリアナクリ スティナ

ADORIANA CRISTINA MIYAGUSUKU NAKAMOTO 

ボロウスジェシ ー けんた
JESSEY BURROUGHS 

性別 世代 国名 県 人 会名

女 2世 ドイツ ド イ ツ沖縄県人会

女 2世
ワシ ントンD C沖縄会

男 2世

男 4世 アメリカ シ カゴ沖縄県人会

男 2世 ア トランタ沖縄県人会

男 4世 ハワイ沖縄県人会

女 2世 カナダ バンク ー バー沖縄県友愛会

女 4世 メキシコ メ キ シ コ沖縄県人会

女 3世 アルゼンチン 在亜沖縄県人連合会

男 3世
ブ ラ ジル沖縄県人会

女 3世 ブラジル

女 4世 カ ンポグラ ンデ沖縄県人会

男 3世 ボリビア ボ リ ビア沖縄県人会

女 4世 ペルー ペル ー沖縄県人会

青年リ ダ
アメリカ i 

ペンサコ ーラ沖縄会男 2世 （平成22年度） i I 

-6-
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県 内 参加者

氏 名 学年 性別 子←ュ， 校 名

1 吉原 玖美子 KUMIKO YOSHIHARA 3 女 琉大付属 中 学校

2 吉野 楓 YOSHINO KAEDE 3 女 知 念 中 学校

3 稲嶺 幸乃 YUKINO INAMINE 3 女 コ ザ高校

4 岸本 月 乃 TSUKINO KISHIMOTO 1 女 沖縄尚 学高校

5 亀川 あきな AKINA KAMEKAWA 2 女 糸満高校

6 宮里 翔和 TOWA MIYAZATO 2 男 沖縄尚 学高校

7 大木 佳奈 KANA OOKI 2 女 沖縄尚 学高校

8 長崎 優里菜 YU RINA NAGASAKI 3 女 首里東高校

9 比嘉 夏子 NATSUKO HIGA 2 女 那覇 国 際高校

1 0  名 嘉真 英 亮 HIDEAKI NAKAMA 2 男 首里東高校

1 1 友寄 恵人 KEITO TOMOYOSE 3 女 中部商 業高校

1 2 輿那嶺 加奈絵 KANAE YONAMINE 1 女 向 陽高校

1 3 饒平 名 涼香 YOHENA RYOUKA 3 女 名 護高校

兵庫県参加者

1 4 大 田 美沙希 MISAKI OOTA 3 女 尼崎高校

青年 リ ーダー

1 5 与坂 勇 姫 ( 1 9 ) YUU KI YOSAKA 国 際電子ビジネス専門 学校
JS示参加年痔 · 平 点 1 R 住庶参加

ー
( 6期 牛 ） 在齢 ・ 1 9 オ

- 7 -
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運営スタッフ
氏 名 所属

1 勝連 雅晴 MASAHARU KATSU RE N  協 同組合 沖縄産業計画 （ サン ・ エージ土ノシー）

2 太 田 卓 也 TAKUYA OTA 協 同組合 沖縄産業計画 （ サン ・ エージ土ノシー）

3 新垣 敦 ATSUSHI  ARAKAKI 協 同組合 沖縄産業計画 （ サン ・ エージェノシー）

4 国吉 俊宏 TOSHIH IRO KU MIYOSI 協 同組合 沖縄産業計画 （ 琉球國祭り太鼓）

5 新垣 麻利亜 MARIA SH IN GAKI 協 同組合 沖縄産業計画 (J ST2006卒業生）

6 金城 由 美子 YU MIKO KINJO 協 同組合 沖縄産業計画 （ 派遣看護師）

7 豊見山 佐紀 SAKI TOMIY AMA 協 同組合 沖縄産業計画 （チューター）

8 上原 エリ カ 里美 SA TOMI ERIKA U EHARA 協 同組合 沖縄産業計画 （チューター）

沖 縄 県

氏 名 所属

1 照喜名 一 H AJIME TERU KINA 沖縄県文化観光スポーツ部交流推進課 課長

2 嘉数 晃 AKIRA KAKAZU 沖縄県文化観光スポーツ部交流推進課 主幹

3 大石根 佳奈子 KANAKO OOISHINE 沖縄県文化観光スポーツ部交流推進課 主事

4 ロイター エリザベス ELIZAB ETH REUTER 沖縄県文化観光スポーツ部交流推進課 国際交流員

5 当 山 樋 ロ アル トゥーロ ARTU RO TOYAMA HIGUCHI 沖縄県文化観光スポーツ部交流推進課 国際交流員

- 8 -



ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー 20 1 2 参加者名 簿 （海外参加 者）

ワ シン トンDC沖縄会 （アメ リカ） ペルー沖縄県人会 （ペルー）

フォルタ ナオミ マ リカ(1 6)
NAO MI MARIKA FOLTA 

1 995/8/8 

女 2世
高校3年生

体操、 空手、 ダンス、 ピアノ、 チア
フォルタ ネスター コ ーイチ(1 6)
N ESTO R KOICHI  FO LTA 

1 995/8/8 

男 2世
高校3年生

ストリ ートダンス、 空手、 陸上競技

' . .. ̀  宮城 仲本 ア ドリアナ クリスティナ(1 7)
ADRIANA CRISTINA MIYAGUSUKU NAKAMOTO 

§
↓
 

J
 

-‘i ,
ト

r

 

3

 

•
 ー
、’
土
r
」

1 995/3/ 1 6 
女 4世
5年生中高

絵をかく こ と 、 踊 り

ドイツ沖縄県人会 （ ドイツ）

シカゴ沖縄県人会 （アメリカ）

内 間 真理(1 8)
U CHIMA MARI 

1 993/ 1 0/2 1 

女 2世
1 3年生

弓 道 、 バレーボール 、 ヨガ
ロ バー ト 時男 上原(1 7)
RO BERT U EHARA 

1 994/9/30 

男 4世
1 1 年生

空手、 野球 、 ボー リング

バンクーバー沖縄県友愛会 （カナダ）

ア トランタ沖縄県人会 （アメ リ カ）

5

ふ
.』

一n-、
il

シャプラン ド 杏香 マーガレット( 1 3)

KYOKA MARGARET SHAPLAND 

1 998/1 1 /27 

女 2世
中学2年生

空手、 古武道、 歌
ジーン ジェロ ーム チェンバレン( 1 8)

GENE JEROME CHAM BERLAIN 

1 994/ 1 /1 1 .. ． 、． ．． "

男 2世
1 1 年生

バイオ リン

メキシコ沖縄県人会 （メキシコ）

ハ ワ イ沖縄県人会 （アメリカ）

ルイス ペレス ジセル アマイラニ(1 7)
GISELLE AMAIRANI RUIZ PEREZ 

1994/8/28 .... ． ．． ． 

女 4世....．. 

高校3年生
水泳 、 エイサー

KELLEN TATSU O SAKAMOTO 

199§/1 2/30 

男 4世. ． '” 

高校2年生
バスーン

- 9 -



ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー 20 1 2 参加 者名 簿 （海外参加 者）

ブラジル沖縄県人会（ブラジル）
青年 リ ーダー

ペンサコーラ沖縄県人 会（アメ リカ）

知念 ガブ リエル ユウ芝�1 6)
CHINENN GABRIEL YUJI 

1 996/ 1 /26 

男 3世
高校2年生

空手、 古武道、 武の舞、 三線
宮里 松堂 みえ子 マ リナ(1 5)
MARINA MIEKO MATSUDOU MIYASATO 

ボ ロ ウス ジェシー けんた(1 8)
-- ' JESSEY BU RRO U GHS 

1 993/8/4 

男 2世

青年 リ ーダー

空 手 、 フッ トボール

1 996/5/29 

女 3世
高校2年生

ピ ンポン 、 たいこ

カンポグランデ沖縄県人会（ブラジル）

新垣 レチシア スエミ(1 7)
LETICIA SU EMI ARAKAKI 

1 994/ 1 0/23 . 

女 2世
高校3年生

インターネ ッ ト 、 三 味線

在亜沖縄県人連合会（アルゼンチン）

i和

！

一

躍
l-｀

仲 宗根 カ ロ リ ーナ デニース(1 7)
CAROLINA DENISE NAKASONE 

1 994/7/27 

女 3世
高校3年生

太鼓エイサー 、 タンゴ

ボ リ ビ ア沖縄県人会（ボ リ ビア）

u
!
E
U
.

i
5
ECi
 

-

い
r、

、

•

#
 

{

·
l
 

.

9

 

.
.
 a,·1

 

井上 洋樹(1 6)
HIRO KI IN O U E  

1 996/1/1 5 -
男 3世

高校3年生

野球 、 エイサー

- 1 0  -



ウ チナ ー ジ ュ ニア スタ デ ィ 20 1 2 参加 者名 簿 （ 県 内 参加 者）

中学生

吉原 玖美子 ( 1 4)
KU MIKO YOSHIHARA 

1 997/ 1 1 / 1 6 
琉大付墨土一学校3年

至宝圭
口Jし 戸

吉野 楓 ( 1 5 )

KAEDE YOSHIN O 

1 997/5/5 
知念中学校3年

琉球舞踊 ・ ピアノ
英検準2級

高校生

稲嶺 幸乃 ( 1 7 )

YUKIN O INAMIN E 
1 994/1 2/ 1 0 

コザ高校3年
三味線 ・ カラオケ

英検準2級
岸本 月 乃 ( 1 6 )

YU KINOKISHIMOTO 
1 996/5/1 6 

沖縄尚 学高校 1 年

フラダンス ・音楽 ・ 空手� � �ヽ嘗 " � � -

英検準2級

AKINA KAMEKAWA 
1 996/5/29 

· •→ · • 9 9 ,． � � � ＾ • 

糸満高校2年
バトミン トン．．� �．．� � � �・�� � � � � � � � � � � • � � • � · •ヽ

漢字検定準2級
宮里 翔和 ( 1 6 )

TOWA MIY AZATO 

1 997/3/1 1 -- -- -- ---- --- ----- ---- ---- ------ -- - -- - --- - ---- ---------- ---- - --- - --

沖縄尚 学高校2

.................... .. バレー ・ 三味線 ・なわとび.......... -.................. .... . ....... 

英検準2級

- 1 1 -

高校生

大木 佳奈 ( 1 7 )
KANA OOKI 

1 995/5/2 
沖縄尚 学高校2年

バイオ リン ・ 三味線 ・ 空手
英検準 1 級 ・ 空手初段

長崎 優里菜 ( 1 8 )

YU RINA NAGASAKI 

1 994/5/3 
首里東高校3年

ダンス

比嘉 夏子 ( 1 6 )

NATSU KO HIGA 
1 995/8/23 

那覇国際高校2年
バスケ ・ 三線

英検2級
名 嘉真 英亮 ( 1 7 )
HID EAKI NAKAMA 

1 997/5/29 

首里東高校2年

友寄 恵人 ( 1 8 )

KEITO TOMOYOSE 

1 994/4/28 .． ．� � · • �..．．�．� � �．．.．� � � � �．� ．� � � ��．．�．．. �．� � ·� • � � � • � • � � � � · • � �· � · �� • 

中部商業高校3年
料理 · 三味線

漠検準2級 ・ 英検準2級
臭那甑 加奈絵 ( 1 6)
KANAE YONAMIN E 

1 996/6/7 " � � � � � ‘‘" ＂ � � � � 

向 陽高校 1 年

ダンス ・ デッサン ・ カラオケ
0 9 � � � � `^  � � � � � 

英検3級



ウ チナ ー ジ ュ ニ ア スタ デ ィ 20 1 2 参加者名 簿 （県内参加者）

高校生

饒平名 涼香 ( 1 8)
RYO UKA YOH ENA 

1 994/5/30 � � � � 
名 護高校3年

バレーボール ・ 音楽鑑賞
英検準2級

大 田 美沙希 ( 1 7 )
MISAKI OOTA 

1 994/1 0/1 9 
尼崎高校3年

山 登 り

- l 2 -

青年 リ ーダー

与坂 勇 姫 ( 1 9)
YUUKI YOSAKA 

1 993/6/4 
国 際電子 ビジネス専 門 学校

J ST6期生
歌、 ソフ トテニス
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●県内参加者オリエンテ ー ション・ワ ー クショップ

E3 時 7月 23 日 （月 ） 9:30�15:30

場所 かんぽの宿 那覇レクセンター （那覇市）

目 的
・ホスト国の参加者として海外参加者をリ ー ドする心構えを持たせ、 海外参加者との距離を酒づける

きっかけにする。

・ワ ークショップを適して移民についての事前学習を行い、 ホスト 国としての自寛を持たせる。

実施内容

①オリエンテ ーション
ウチナ ージコニアスタディ ー の趣旨・スケジュ ー ル・ル ールの説明

②交流プログラムのレク練習
ツア ー初日 に行う交流プログラムの レクチャ ー を、 事前にジコニアスタディ ー卒業生ボランティ
アより受ける。

1、 ゲーム：人間知恵の輪、 椅子取りゲー ム、 じゃんけん列車
2、 ダンス：5•6·7·8、 マカレナ

③ワ ークショップ

結果

沖縄の子ど も達、 海外に住む 日 （沖縄県） 系人子弟が共に沖縄から海外に移民として輩出され
るようになった歴史を学ぶ

1、 アイスブレイク
2、 移民を学ぶワ ー クショップ

オリエンテ ーション開始直後は参加すること自体もまだ実感を持てていない参加者が多薮見られたが、 レク練
習及びワ ークショップが進行していく につれ、 ウチナ ー ジュニアスタディ ー 参加への実惣と共にホスト国としての
意識も芽生えたようだった。

＊ジュニアスタディー卒業生ボランティア参加人数：7人

- 1 3 -
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■ [1 日 目］ 7月 24巳 （火）

主なプログラム： ●開講式 ・ オリエンテ ー ション ●交流プログラム① ●ウェルカムパ ー ティ ー

0 8 : 00 参加者受付開始

09 :00  ●開講式・オリエンテ ー ション

12 :00  昼食

13 :00  引 き続き、 オリエンテ ー ション

17 :00  ●交流プログラム① （進行J ST卒業生ボランティア）

1 8 : 3 0  ●ウェルカムパ ー ティ ー

日程終了

20 :00  スタッフミ ー ティング

- 1 5 -

井上洋樹 による 自 国 紹介

三 線チャンプルーズ音合わせ中



●開講式・オリエンテ ー ション

日 時 了月 24 日 （火） 9:00"J15:00

場所 かんぽの宿 那覇レクセンタ ー （那覇市）

目 的
ワチナ ー ジュニアスタディ ー の趣旨 や概要を理解する。 また、 お互いの置かれている環境や状況を把握、 理解し、

より深い交流の場になるようにする。

実施内容
①ウチナ ー ジュニアスタディ ー の趣旨 ・スケジュ ー ル ・ル ー ルの説明
②全参加者 自 己紹介
③班分け・班長発表
④言語学習 （国際交流員進行）

・基本フレ ー ズ学習 （各国言語）
・ 言語ゲ ー ム

⑤海外参加者による 自国紹介、 移民の経緯発表

結果
緊張や不安、 楽しみなどのさまざまな感情を抱きながら、 初顔合わせを行った海外参加者と県内参加者だが、 プ

ログラムが進行していくにつれ、 馴染んでいく様子がみられた。

参加者感想
●UJS に参加する前、 ｛可を期待すればいいのか分からなかった。 友達からは色々 聞いていた けれど、 聞くこととイ本

験することは全然違うと思った。 初めて会ったばかりなのにも関らず、 幼馴染みたい 「イチャリバチョ ー デ」 という言
葉は本当 だ。 これから楽しみにしている。

海外参加者：女子

●このような交流が行われていることは素晴らしいことだと思う。 このプログラムが長年に続いていって欲しいと
思った。

海外参加者：女子

●正直に言うと、 親戚と4 日過ごした後では、 このUJSに参加したくなかった。 でも、 不安は無くなりました。 友達もで
きて、 プレゼソテ ー ションの後で、 みんなに受け入れられだ 。

海外参加者：男子

●もう少しみんなに馴染むのに時間がかかると思っていたが、 すぐに仲良くなれた。
国 内 参加者：女子

●楽しみながら交流できるし、 自 然と仲良くなれてて不安がまったくなくなったし、 含までたくさんの国の人と交流し
てきたけど同 じウチナ ー ンチコの心を持って県系人は共感出来ることが多くて、 本当 にうれしい。

国 内 参加者：女子

●輪に入れなかったらどうしようなどと思っていましたが、 その不安はすぐに吹っ飛びました。
国 内 参加者：女子

- 16 -
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●交流プログラム

日 時 7月 24日 （火） 17 :00,-...J18: 10 

場所 かん ぽの宿 レクセンタ ー （那覇市）

目 的
ダンスやゲ ー ムを適して全参加者が一体感を持ち

コミュニケ ー ションがとれるよう、 また、 プログラム進行
がスム ー ズに行えるよう手助けする。

実施内容
ジュニアスタディ ー卒業生ボランティア進行による

ダンスやゲ ー ム。

ゲ ー ム：人間知恵の輪 椅子取りゲ ー ム じゃんけん列車
ダンス：5•6•7·8 マカレナ

結果

- -..;. 

馴 ： ． • K·か 、9 .... . . 

. ¢ 'I“
}

〗 ’

参加者一人一人が積極的な交流を行い、 一緒になってプログラムを盛り上げていた。 事前オリエンテ ーションを
受けた県内参加者は、 JST卒業生ボランティアと共 に海外参加者にダンスを教えたりする など一生懸命に盛り上げ
る様子が見られ、 ホスト国の役割を十分に果たした。

＊ジュニアスタディ ー卒業生ボランティア参加人数：8人

参加者感想
●みんなで楽しく参加した。 言葉の壁を越えて協力出来るのは良かった。

海外参加者：男子

●違う国の人がいて、 色々 な言語でしゃべっていた。 一つの目 的で集まって、 情報を交換したり、 理解し合ったりし
てすごかった。 どうやって違う国の人が分かりあうのか考えてみた“気持ち” があるからかな。

海外参加者：女子

●グル ー プのみんなと仲良くできたし、 絆も深まってとても楽しかった。 また一 巳 でこんなに伸良くなれるとは思
わなかったので、 明 日からが楽しみ。

国 内 参加者：女子

●ボランティアの人たちの協力 により、 ゲー ムも楽しめたし、 グル ー プ内でも仲が良くなれたと思います。
国 内 参加者：女子
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●ウェルカムバ ー ティ ー

日 時 7月 24日 （火） 18 :30�20:00

場所 かん ぽの宿 那覇レクセンタ ー （那覇市）

目 的
一週間のツア ー の始まりを 懇親会や参加者が行う余興などを適し、 スタッフや関係者みんなで楽しみながら 同 じ

時間を過ごし、 参加者にツア ー に対する心構えを持ってもらうようにする。

実施内容
司会：ジュニアスタディ ー 卒業生 伸村 デ ー ニ ー (9期生）

①沖縄 県文化観光スポ ー ツ部長 平田 大ーによる歓迎の挨拶

②沖縄パンアメリカン連合会 大山 盛稔会長による乾杯

⑤懇親会 （立食形式）

④参加者による余興
1、 空手 ロバ ー ト 時男 上原 （アメリカ）

2、 ダンス ＆ ジャグリング 名嘉真 秀亮

3、 ダイナミック琉球 輿那嶺 加奈絵

4、 ウクレレ 坂本 ケ ー レン たつお （アメリカ）

5、 三線 友寄 恵人・大木 佳奈•宮里 翔和・比嘉 夏子・稲嶺 幸乃•吉野 楓
知念 ガブリエル ユウジ （ブラジル）

結果
ウェルカムパ ー ティ ー における余興も、 県内参加者と海外参加者が即席の三線チ ー ムを作るなど、 積極的に交

流していた。
＊ジュニアスタディー卒業生ボランティア参加人数：8人

参加者感想
●全てがおもしろかった。 みんなのパフオ ー マンスも良かったし、 みんなすごくがんばっているから私も頑張らないと

いけない。
海外参加者：女子

●パ ー ティ ー は最高だった。 違う国から来てるけど、 皆と共涌点があることが分かって、 すごいと思う。
海外参加者：女子

●私はチャンプル ー ズとして演奏しました。 本当 にみんな盛り上げてくれて嬉しかった。 他の演奏、 演技もとっても感動
しました。 演奏、 演技が終わった後にハイタッチとかしてうまくいえないけど）らが 「ぽがまか」 しました。

国 内 参加者：女子

●ボランティアの進行でスム ーズに余興の三線もできたし、 余興の相 談にものってくれたのてありがたかった。 この
パ ー ティ ー で中を深めることが出来たので、 さよならパ ー ティ ー を思うと泣きそうになりました。

国内参加者：女子
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ロ ビ ー上原による 空手の披露 ケー レンによる ウ ク レ レの披露

全員でカ チャーシー 三 線チャンプルーズによる三線の披露
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■ [2日 目 ］ 7月 25日 （水）

主なプログラム：●沖縄県庁表敬訪問 ●歴史学習 ●伝統工芸体験学習 ●社会学習
●伝統芸能体験学習

01 :00  朝食

08 :4 5  ●沖縄県庁表敬訪問・記念撮影

10 :00  ●歴史学習 ー首里城、 金城町の石畳見 学

12 :00  昼食

13 :00  ●歴史学習 —沖縄県公文書館見 学

15 : 30  ●伝統工芸体験学習 —那覇市伝統工芸館

17 :30  ●社会学習 —特別講演会

18 : 30  夕食
ネスターインタビュー 中

1 9 : 30  ●伝統芸能体験学習—エイサ ー 練習 (1 ) ※ 42ペ ー ジ参照

日 程終了

21 :00  スタッフミ ー ティング
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●沖縄県庁表敬訪問

日 時 7月 25 日 （水） 8:30"-,J9:30

場所 沖縄県庁舎県民ホ ー ル （那覇市）

目 的
本事業の主催者である沖縄県、 その沖縄県の行政の中枢を担う沖縄県庁を表敬訪問することによりウチナ ー

ジュニアスタディに参加するという事の自覚と貴任、 そして海外参加者 には自 国の代表としての誇りとを持って
もらうようにする。

また、 本事業を 多くの県民へ周知する。

実施内容
①歓迎の挨拶 （沖縄県副知事 上原 良幸）

②参加者代表挨拶

海外参加者代表：ジー ン ジェロ ー ム チェンバレン
（アトランタ沖縄県人会／アメリカ合衆国）

アメリカから見る沖縄はとても小さな島だが、 人と人とのつながりは世界で一番大きい。 このツア ー でたくさんの
人と出会い、 沖縄を適じて人と人との 「きずな」 を拡大できると信じている。

•県内参加者代表：稲嶺 幸乃
（沖縄県立コザ高等学校）

未来を担う私達が、 次に伝えることができるようなツア ー にしたい。 ツア ー での交流を適して、 大好きな 「沖縄」 の
ことや 「海外」 のことを学び、 合後、 様々 な場面でリ ー ダ ー シップをとれるよう努めたい。

ジーン ・ ジェ ロ ム ・ チェンバレンによる
海外参加者代表挨拶

③記念撮影

結果

稲嶺 幸乃 による
県 内 参加者代表挨拶

例年適り多くのマスコミが取材に訪れ、 賑やかな県庁表敬となった。 上原副知事の挨拶が行われた際には、 参加
者全員が真剣に耳を傾け、 粛々 とした様子が見られた。

参加者代表として、 海外代表ジ｀ ー ン・ ジェロム ・チェンバレンさん県内から稲嶺幸乃さんの二人が挨拶を行い、 堂々
とした姿に多くの喝采を浴びていだ。

セレモニ ー 終了後の写真撮影も、 終始和やかな雰囲気で行われ、 参加者にとって有意義な時間となった。
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●歴史学習 一 首里城公園見学・金城町の石畳散策

日 時 7月 2 5 日 （水） 10 :00r,,J11 :45

場所 首里城公園、 金城町の石畳 （那覇市）

目 的
450年にわたる琉球王国の歴史、 琉球処分による王朝崩壊、 太平洋戦争による首里城全焼など、 琉球の歴史と文

化、 沖縄の近・現代史を知ることで万国津梁の民・ウチナ ー ンチュのル ー ツを学ぶ。

実施内容 首里城公園の見学・金城町のち畳の散策

守礼門 ／ 園比屋武御嶽石門 ／ 歓会門 ／ 龍樋 ／ 冊封七碑 ／ 喘泉門 ／ 漏刻 門 ／ 日影台
万国津梁の鐘 ／ 広福 門 ／ 下之御庭 ／ 御庭 ／ 南殿 ／ 正殿 ／ 北殿 ／ 系図座・用吻座
奉神 門 ／木曳門

結果
琉球王朝 時代を感じることの出来る守礼 門や正殿の放つ1密まいに、 参加者は皆一様に感動していた。 琉球王朝

時代の文献や復元された資料から、 参加者はウチナ ー ンチュとしてのル ー ツを惣じとった様子だった。

参加者感想
●沖縄と考えたらいつも首里城が出た。 だから、 感動した。

金城町を歩きながら、 だいぶ前から保存さ れている石畳を知るようになった。
海外参加者：男子

●初めて行った場所だったのでよかった。 以前どんな生活を送っていたのかを知ることが出来て、 楽しかった。 金城
町の石畳も楽しかった。

海外参加者：女子

●沖縄の歴史を少しだけ知 ることができました。 だいぶ時間が経っているにもかかわらず、 歴史的建造物 がよく1呆
存されている。 全部、 キレイ。

海外参加者：女子

●初めて訪れたので感動しました。 沖縄ではなく琉球の姿を見る事ができだ気がします。
国 内 参加者：女子

●景色がきれいでこれからも大切にしたいと思った。
国 内 参加者：女子
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●歴史学習 ー 沖縄県公文書館見 学

日 時 7月 25 日 （水） 13 :00r-.J15 :00

場所 沖縄県公文書館 （南風原町）

目 的
移民に関する当 時の資料を閲覧し、 移民の歴史を学ぶとともに、 県内参加者と慄外参加者互いの置かれている

状況や移民そのものを考えるきっかけにする。 戦後から沖縄の本土復帰までの歴史を学び、 沖縄のことを深く者え
る機会にする。

実施内容
①映像フィルム上映 「ブラジル県人会主催の本土復帰記念式典」 、 「沖縄の声」

②復帰40周年特別展見学 「 日本復帰への道」 ：琉球処分から第二次世界大戦終了後の 日本復
帰までの歴史を展示

結果
特別展及び映像フィルムの内容は、 参加者には難しい内容になっていたが、 皆真剣に映像を見たり、 特別展を見学

していた。
また資料を直接手に取って閲覧する際は、 海外参加者が 自 国 に関する資料を手に取り感慨深そうに観察する場面

も見られた。

参加者感想
●祖父と曾祖父を分かるためには大事なことだった。 公文書館に行って良かった。

海外参加者：女子

●この訪問で、 沖縄の歴史と復帰について、 ちょっと知ることが出来たと思う。
海外参加者：男子

●興昧のある分野で、 たくさん疑問に思ったことを聞けたから本当に良かった。 資料もいっぱいありビデオ も見れたし、
話もきけたのでうれしかった。

国内参加者：女子

●復帰40周年の勉強は一番興昧のあったことだし、 公文書館は密約の話で聞いたことがあったので気になっていだ。
機会があれば、 また来たい。

国 内 参加者：女子

●復帰運動など興昧深いことが詳しく書いていて、 もっとじっくり見たかったです。 資料も直接触れたりして歴史を深
く感じました。

国内参加者：女子
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●伝統工芸体験

日 時 了月 25 日 （水） 15 :30r-.J16 :45

場所 那覇市伝統工芸館 （那覇市）

目 的
沖縄の自然と文化から生まれ、 海外との交流を涌して磨き上げられた伝統工芸を体験する事により、 沖縄の伝統工

芸を肌で感じ取り琉球王朝文化に触れる。

実施内 容
下記の①～③のコ ー スから、 1コ ー スを選択し体験。

①琉球紅型体験…11人
②琉球ガラス体験…15人
③首里織体験…4人

結果
参加者はどのような伝統工芸が沖縄にはあるのか興昧深々 で、 とても楽しそうに体験を行う様子が見られた。 各

コ ー スの参加者が積極的に感想を言い合ったりするなどの交流の様子も同えた。

参加者感想
●伝統工芸について見るだけでなく、 体験できてよかった。 私の国ではこういう体験はできない。

海外参加者：男子

●現在でも沖縄の工芸品が続いていて、 実際に自分で作ることができて、 楽しかったです。
海外参加者：女子

●琉球ガラスを作るのを何度も見たことあるけど、 自 分で作るのは初めて ！ 楽しかった ！
海外参加者；女子

●もともと芸術が好きで、 楽しみにしていたのですが、 やっぱり楽しくて黙々 とやってしまいました。
国 内 参加者：女子

●沖縄に住んでいても、 なかなか伝統工芸は体験することが出来ないので、 貴重な体験になりました。
国 内 参加者：女子

ひろき 紅型体験 ゆ う じ 首里織体験 杏香 琉球ガラス体験
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●社会学習 ー 特別講演会 「世界へ羽ばた＜グロ ー バル人財」

日 時 7月 25 日 （水） 17: 15r--..J18 : 15

場所 かん ぽの宿 那覇レクセンタ ー （那覇市）

目 的
ウチナ ー ジュニアスタディ参加者が大きく成長し

将来、 沖縄や世界の将来を担っていく人材に育つよ
う、 講演会を適してこれからの生き万を考えるきっか
けとする。

講師
金城 和光氏 （株式会社ヒュ ー マンキャピタル代表取締役社長）

金城 和光氏

※ S 59沖縄 県振興開発金融公庫入庫後、 H14.株式会社沖縄教育出版社を経て、 H18 ．株式会社ヒュ ー マンキャピタル
を設立。 沖縄県唯一 のベンチャ ー キャピタルとして、 ベンチャ ー 企業や企業家をはじめ、 海外へ羽ばた＜学生への
支援を行っている。 まだ、 アジアにおえける 日本人経営者ネットワ ー ク沖縄和僑会会長としても活躍中。

実施内容
自 らを成長させ、 夢への実現へと歩みを進める秘訣及び世界へ羽ばた＜グロ ー バルな人財になる秘訣御教

授くださると共に、 グロ ー バルな人財が日本と世界を結ぶ大きな役割を担うことをご講演いただいた。

結果
参加者からは、 「勉強になった」 や 「考え方が変わった」 などの意見が聞かれ、 一人ひとりが刺激をうけ考えるきっ

かけになった。

参加者感想
● 自分の夢を実現するために戦うことや、 お金が大切だけどお金で買えないものもあると教えてもらった。

海外参加者：女子

●講演会はすごくよかった。 自分のやる気を起こさせる講演会だった。 もうそろそろ専攻を決めないといけないから、
いい勉強になった。

海外参加者：女子

●金城さんの講演を聞いて自省した。 僕は、 やりたいことをやってる ？ と聞いた。 僕にも、 社会にも、 良いことをやって
る ？ と。

海外参加者：男子

●大切 なことを 人生で実践したいことを教えてもらった。
海外参加者：男子

●金城氏の話はとても分かりやすく、 また 自分の意識を変えてくれるような革新的なものだった。
国 内参加者：女子

●ためになることばっかりで 「実行しよう」 ってめっちゃ思った。 とりあえず本当 に素敵な講演会でした。
国 内 参加者：女子

●人が成功 へ導かれる秘訣が分かった。
国 内参加者：男子
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■ [3日 目 ］ 7月 26 日 （木）

主なプログラム：●社会学習 ●自然学習 ●伝統芸能体験学習

07:00 朝食

09:30 ●社会学習—沖縄科学技術大学院大学 (0 1ST)見学

バス車内 にて昼食

12:30 ●自然学習美ら海水族館見学、イルカショ 一見学

15 : 15  ●自然学習 ー海水浴（ビ ーチレクレ ー ション）

18 :30 つつじエコパ ー ク到着

19:00 夕食

20:00 ●伝統芸能体験学習ーエイサ ー 練習（2) ※42ペ ージ参照

日程終了

21:00 スタッフミ ー ティング
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●社会学習—01ST （沖縄科学技術大学院大学） 見 学

日 時 7月 26 日 （木） 9:00""-J11 :30

場所 沖縄科学技術大学院大学 （恩納村）

目 的
科学技術に関する研究や、 敦育に対しての 関心を持たせるとともに、 世界でも屈指の最先端設備が集まる施設

が、 沖縄にあるという誇りを持だせる。

実施内容
①0 1 STの概要説明

副学長 ニ ー ル・コ ー ルダー 氏の挨拶のあと、 広報担当 西銘紗綾氏 による概要説明、 質疑応答を行った。

②0 1 ST施設の見学
英語と 日 本語の2つのグル ー プに分かれ見学 を行った。

結果
副学長ニ ー ル・コ ー ルダー 氏の挨拶の際や、 西銘氏の質疑応答の際にはどうやったら入学 出来るのか、 どんな人

がいるのか などの具体的な質問が飛び出し真剣さが伺えた。 施設見学 時も、 真剣な様子で、 積極的に質問 したり、
意見交換していた。

参加者感想
●すごい大学を知ることができた。 最高な沖縄の最高の場所にある。 将来、 できれば0 1STで勉強したいと思う。

海外参加者：男子

●沖縄に世界に誇れるような学校があると、 改めて知れてよかった。
海外参加者：男子

●最初は、 ちょっと還屈していた。 しかし、 少しずつ面 白くなってきた。 短期 間だった けど、 あそこにいて、 ラッキ ー だと
思った。 面 白 かった。

海外参加者：女子

●印象的で良い勉強になった。 昨日 の講演会の続きのような気がした。 0 1 STでどんな夢も実現できると教えてもらっ
た。 例えば、 自然科学部。

国 内 参加者：女子

●とってもキレイな校舎で、 もし機会があればここで勉強してみたいと思いました。
国 内 参加者：女子

●私は 「大学院」 というものに対しての具体的なイメ ー ジを全く持っていなかったのですが、 合回の見学で少しイメ ー

ジを浮かばせることができ とてもいい刺激になりました。
国 内 参加者：女子

●まったく新しい大学である。 入学できるために頑張ることは、 将来のためにのいい刺激であると思う。
海外参加者：女子
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01ST副学長
ニー ル ・ コ ールダー 氏

01ST広報担 当
金城 紗綾氏
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●自然学習美ら海水族館・イルカショ ー •海水浴

日 時 7月 26日 （木） 12 :45�17:00

場所 美ら海水族館、 オキちゃん劇場
エメラルドビ ー チ （沖縄海洋博記念公園 内 •本部IBJ)

目 的
海に住む生物の 多様性や海そのものが持つ雄大さ偉大さを感じ、 自然の大切さを学ぶとともに、 「沖縄と海」 と

いう切っても切れない繋がりを学ぶ。

実施内容
①美ら海水族館見学
②イルカショ ー 見 学
⑤海水浴、 レクレ ー ション

結果
美ら海水族館では各自 が思い思いに見学 し、 沖縄の海の生物 を肌で感じている様子が見られ、 水族館の 目玉で

もある世界最大級のアクリルパネルで出来た水槽 「黒潮の海」 では、 その大きさや迫力 にみな一様に圧倒されてい
た。 イルカショ ー ではかわいいイルカ達の繰り広げる演技の一つ一つに歓声を上げ楽しんでいた。 エメラルドビー チ
での海水浴では、 沖縄の海のすばらしさを感じるとともに、 レクレ ー ションを適して参加者同土の絆をさらに深めて
いた。

参加者感想
●すごかった。 全てキレイだった。 すごく楽しくてあっという問に時間が過ぎたのでもっと時間があればいいのになと

思った。
海外参加者：女子

●いろいろな魚がいて、 すべての水槽がすごかったし、 イルカのショ ー も面白 かった。 エメラルビー チではあまり時間
は無かったけど、 楽しむことができた。

海外参加者：女子

●含まで水族館に行ったことがなかったから、 僕にとって、 最高の経験だった。 水族館は大きくて色々 な魚がいて、 感
動した。 エメラルドビー チではあんまり時間は無かったけど、 みんなで楽しんだ。 沖縄のビー チと僕の 国のビー チは
全然違った。

海外参加者：男子

●様々 な魚がいてとてもきれいだった。 ビー チではバレ ー やサッカ ー をやって、 みんなともっと仲が深まった。
国 内参加者：男子

●沖縄の友達とまわるのと、 海外の友達とまわるのでは全然違う。 やっぱり、 ゆっくりと回 って色々 な発見や見万、 そ
して言葉を教えながらの見学だったから素敵でした。

国 内 参加者：女子
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● [4 日 目 ］ 7月 27日 （金）

主な学習プログラム： ●自然学習 ●交流プログラム② ●伝統芸能体験学習

01:30 朝食

09:00 ●自然学習凍の沢トレッキング

12:30 昼食

13:30 自由時間

16:00 ●伝統芸能学習ーエイサ ー 講習（3) ※42ペ ージ参照

1了：30 5J食（バ ー ベキュ ー）

19:00 交流プログラム②—キャンプファイヤ ー

日 程終了

21:00 スタッフミ ーティング
BBQを楽 しむネスター ＆ ロ ビー
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●自然学習—トレッキング

日 時 7月 27日 （金） 9:00�12 :00

場所 つつじエコパ ー ク内 東の沢トレッキングコ ー ス （東村）

目 的 ゃん ばるの森の沖縄の大自然を体感するとともに、 チ ー ム行動を行うことにより、 チ ー ムワ ー クを高める。

実施内容
専門ガイドと共に 「束の沢トレッキングコ ー ス」 を観察しながらトレッキング。

結果
参加者の中には、 自然の中を散策することに不慣れな参加者とそうでない参加者がおり、 トレッキング開始時は

ペ ー スに差がでると思われたが、 ペ ー スの速い人が遅い人を 自然にサポ ー トし、 リタイヤする人もなく全員がコ ー ス
を 回 りきることができだ。 参加者全員が協力 し合うことでゴー ルまで辿りつけたことにより、 一層強い絆ができた。

参加者感想
●すばらしい思い出となりました。 自 然がすごくきれいで、 少し危険な感じもあり、 とても楽しかった。

海外参加者：女子

●沖縄の一員として、 共適点のあるみんなと、 トレッキングするのは何よりも良かった。
海外参加者：男子

●道を歩きながら、 色々見て楽しかった。 チャレンジだった。 自 然に近づいたと感じていい経験だった。
海外参加者：女子

●初めてトレッキングをしたので、 川の中とか溺れるかなと思ってたけど、 BOY達が助けてく れたから楽しく過ごせま
した。

国 内 参加者：女子

●少し怖かったけれど年上のお姉ちゃんたちや男の子たちがサポ ー ト してくれたので怪我もなく楽しく過ごすことが
できました。

国 内 参加者：女子

●川 の中 はとても涼しくて気持ち良かった。 山原の自然は美しくて、 壮大で素晴らしかった。 男子・女子関係なく助 け
合って楽しめたので良かった。

国 内 参加者：女子
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●交流プログラム②—キャンプファイヤ ー

日 時 7月 27日 （金） 19:00r'-..J21 :00

場所 つつじエコパ ー ク （東村）

目 的
キャンプファイヤ ー を通し、 参加者同土の更なる友情を生むと共に、 ジュニアスタディ ー卒業生との交流の中でみ

んな繋がっているということを感じ、 この繋がりがウチナ ー ネットワ ー ク構築のきっかけになるようにする。

実施内容
企画・運営 ジュニアスタディ ー 卒業生ボランティアが企画し、 ゲ ー ム及びキャンプファイヤ ー

を実施した。

内容 ①ゲ ー ム (Pーム以リジグ 、 あめ玉探し、 リアクションゲ ー ム、 ものまねあてゲ ー ム）
②友情の火
③キャンプファイヤ ー

結果
交流プログラムを適し、 参加者同土の友情を深めていた。 参加者、 ジュニアスタディ ー卒業生が協力してプログ

ラムを進行する場面もあり、 将来のウチナ ー ネットワ ー ク構築に大きな期待が持てる結果となった。

＊ジュニアスタディ ー卒業生ボランティア参加人数：10人
参加者感想 、
●すばらしい。 ゲ ー ムも最高だった。 キャンプファイヤ ー では、 特にみんなで火をまわして真ん中に集まる所では、 皆

が団結したようだった。
海外参加者：女子

●皆楽 し んだ し 。 私 も 楽 し か っ た 。 ボラ ン テ ィ アのみん なも 参加 し てダン ス し た 。 私 も 、 も う 一度 U J S のボラ
ン テ ィ アや青年 リ ーダー に な り 、 ツ ア ー に参加 し たい 。

海外参加者 ： 男子

●ゲ ー ムは楽しくて、 キャンプファイヤ ー の周りではダンスをした。 団結力が高まった。
海外参加者：男子

●すぱらしい ！ ゲ ー ムが最高 ！ キャンプファイア ー も良かった。 特に、 皆 は火を 回して、 みんなが真ん中に集まった行
くところは、 皆 が団結したようだ‘。

海外参加者：女子

●最初はみんなノリノリ じゃなかった けど、 あとからノリノリになったので 「ほっと」 した。
国 内参加者：男子

●ゲ ー ム内容が簡単だけど、 楽しめるノリがとても好きです。 簡単だからこそ言葉の壁を越えて、 みんなが楽しめた
のだと思うので、 ボランティアの方々 に、 感謝と尊敬の気持ちでいっぱいです。

国 内 参加者：男子

●もっと踊りたいくらい盛り上がって、 やばいくらい楽 しかった。 BBQもおいしかった。 スタッフやボランティアさん、 あ
りがとうございます。

国 内 参加者：女子
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■ [5 日 目 ］ 7月 2 8 日 （土）

主な学習プログラム： ●平和 学習 ●社会学習 ●伝統芸能体験学習

07 :00  朝食

10 :00  ●平和学習 ー沖縄県平和祈念資料館・平和の礎・ひめゆりの塔

12 : 00  昼食

13 : 30  ●社会学習ーマチグワ ー 散策

16 : 30  ●歴史学習 ー 県立博物館 「常設展示」 見 学

1 8 :4 5  夕 食

平和の願いを込めるスエミ

1 9 :45  ●伝統芸能体験学習 —エイサ ー 講習 （4) ※42ペ ー ジ参照

日程終了

2 1 : 00  スタッフミ ー ティング
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●平和 学習—沖縄県平和祈念資料館•平和の礎見 学

日 時 7月 28 日 （土） 10 :00�11 :45

場所 沖縄県平和祈念資料館•平和の礎 （糸満市）

目 的
沖縄戦の実態や戦争の悲惨さを学ぶとともに、 平和を希求する沖縄の心を育む。

実施内容
①沖縄戦記録フィルムの視聴 ②平和祈念資料館見学
③平和の礎見 学 ④ひめゆりの塔

結果
資料を見ながら涙を流す参加者や、 戦争の悲滲さに耐え切 れず、 思わず目を背けてしまう参加者など、 皆が平和

への思いを巡らせていた。
平和の礎では、 沖縄戦で犠牲になり、 礎に刻まれた親族の名前を一生懸命に紙に写し取る参加者もおり、 一人一

人が自分なりの弔いをしていた。

参加者感想
●戦争の戦場、 それぞれの戦いの名前と、 亡くなった人々 のデ ー タを勉強したことがあるけど、 ここで戦争の恐怖が

自分の 目 で見 えた。
海外参加者：男子

●UJSにこのプログラムがあって良かった。 なぜなら、 戦争の結果はわかる、 反省して祖先の努力を大切に思い、 称え
る。 そして、 いろんな国 はお互いを許したことが分かった。 犯した間違いを繰り返してはいけないことも分かった。 許
してもいいけど、 間違いを忘れてはいけない。

海外参加者：女子

●平和の礎で、 亡 く な っ た大勢の名前を見 る の は怖か っ た。 でも、 怖 く て も いいのだと思う 。 平和への 「｛吏命」
が激 し い不安を 引 き 起こすことだと思う 。

海外参加者 ： 男子

●私たちが平和な時代に生かさ れていることに 改めて気づかされました。 写真や体験記を読んで悲しい気持ちにも
なりましたが、 この世界から戦争をなくしたいという強い想いでいっぱいになりました。

国 内 参加者：女子

●資料館は見学 していてしんどくなってしまった。 平和の礎では仲間 の祖先の名前を探せてよかった。
国 内 参加者：女子

●刺激が強かったけど、 合の自分には必要な刺激だと思う。 平和の礎の中には、 自分の先祖の名前があると思うと、
とても心が苦しいです。 でも、 だからこそ戦争は絶対にしてはいけないものだと改めてわかりました。

国 内 参加者：男 子
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●社会学習 ー マチグワ ー 散策

日 時 7月 28 日 （土） 13 :45,-...J16:00

場所 平和通り （那覇市）

目 的
現在も 「市民の台所」 として親しまれている平和通りを歩きながら、 市民の生活に密看した街並みに触れ、 市民の生

活を学ぶ

実施内容
ジュニアスタディ ー 卒業生が、 ガイド役となり 「マチグワ ー 市場」 を散策した。
コ ー スはAコ ー スとBコ ー スの2つ用意し、 2チ ー ムに分かれ下記の6ヵ所を順次まわりながら、 平和通りで合流する

流れとなる。

①国 際通り （テンブスポケッ トパーク） ②平和通り ③斎胸 園

｀ 、、.... r 

ニ ー贔 」 ； し 寝包

④壷屋やち むん通り （東ヌカ ー ） ⑤牧志公設市場 ⑥南ヌ窯

結果
参加者、 ジュニアスタディ ー 卒業生ともに楽しみながら、 マチグワ ー 散策した。

海外参加者、 兵庫県参加者はもちろん、 県内参加者も普段は通ることのないル ー トを新鮮な様子で散策していた。
参加者と卒業生の一 ｛本感もあり、 将来のウチナ ー ネットワ ーク構築の一歩になるきっかけになったように感じた。

＊ジュニアスタディ ー 卒業生ボランティア参加人数：12人

参加者感想
●沖縄の文化と伝統工芸について、 もっと学ぶことができた。

海外参加者：女子

●普段では絶対に行かないような裏道を散策できて良かったです。
国 内参加者：男子
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●歴史学習—沖縄県立博物館•美術館見 学

日 時 7月 28 日 （土） 14 : 15"J15: 10

場所 沖縄県立博物館•美術館 （那覇市）

目 的
縄文時代から琉球王朝時代、 戦争、 戦後を歩んだ沖縄の成り立ちや歴史、 文化などを学ぶ。

実施内容
博物館の常設展示の見 学

常設展 （総合展示）

ニライカナイの彼方から
海で結ばれた人々
古我地原貝塚模型
貝塚のムラから琉球王国へ
王国の繁栄
薩摩の琉球支配と王国
王国の衰亡
沖縄の近代
戦後の沖縄
沖縄の合、 そして末来へ

結果

常設展 （部門展示）

考古部門展示 「沖縄考古学の世界」
歴史部門展示 「モノから読む歴史」
美術工芸部門展示 「琉球の美」
民俗部門展示 「沖縄の伝統とくらし」

参加者は、 沖縄の自然・歴史・文化とそれぞれのコ ー スを自 由 に巡った。
これまでに体験したプログラムで学んだ沖縄を、 思いおこしながら学んでいた。

参加者感想
●沖縄に関することが沢山あった、 ウチナ ー ンチュの始まりと進化が分かった。 勉強になった。

海外参加者：男子

●沖縄の人がどんな生活を送っていたのか、 i可を着ていたのか、 どんな三線があるのか知れて良かった。
海外参加者：女子

●含までの博物館のイメ ー ジとは違って、 とても楽しくまわる事ができました。
国 内 参加者：女子

●少し難しかっだが、 学ぶことが多かったので良かった。
国 内 参加者：女子
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■ [6 日 目 ］ 7月 29日 （ 日 ）

主なプログラム： ●移民学習 ●伝統芸能体験学習

07:30 朝食

09:00 ●移民学習—移民の歴史を学ぶワ ー クショップ

12:00 昼食

13:00 引 き続きワ ー クショップ

15:00 ●伝統芸能体験学習—エイサ ー 講習 (5)

16:00 エイサ ー 演舞準備

●伝統芸能体験学習

17:00 琉球國祭り太鼓演舞

17:30 参加者エイサ ー 演舞

18 :30 解散（各自ホ ームステイ先及び自宅へ）

～ ホ ー ムステイ～

- 39 -
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●移民学習ー移民の歴史を学ぶワ ー クショップ

日 時 7月 29日 （日 ） 9:00r,J15:00

場所 那覇市ぶんかテンプス館 4Fレッスンル ーム （那覇市）

目 的
海外参加者 （沖縄県系人） の）レ ー ツである沖縄県の移民の歴史を学 ぶとともに、 お互いのアイデンティティ ー に

ついて考え、 ウチナ ー ンチュのアイデンテイティ ー を再認識する。

講師
玉城直美氏、 金城さつき氏 （沖縄NGOセンタ ー ）

※沖縄NGOセンタ ー ： 1 999年7月 から沖縄県内 に拠点を置く国際協カ・交流NGOのネットワ ー

ク組織として発足。 NGO間の組織強化と個人を対象とした市民活動を行っている。

実施内容
下記の 内容をワ ー クショップ形式で実施し、 各内容ごとにグル ー プで意見をまとめて発表した。

①アイスブレイク （移民カルタ、 クイズ等）
喜怒哀楽を伝えるゲー ム ・移民カルタ ・身の回りの 「沖縄らしさ」 を発表する

②アイデンティティ ー の確認
6 日 間のプログラムを通して、 ツア ー に参加前後で自分のアイデンテイティ ー に変化あっ

たのかを振り返る。

③歌から学 ぼう～移民の気持ち～
「移民l」 \0貝」 （民謡） と 「Gambateando」 （ディアマンテス） を聞き、 移民当 時 （昔） の移民の

状況と現在の移民出身者の状況と現在の移民出 身者の状況を考える。

結果
ワ ー クショップの 中では、 一週間のツア ー の中で起こったアイデンティティ ー の変化について考え、 また、 県内参

加者、 海外参加者共に様々 な国における移民の歴史を知ることにより、 沖縄と母国との関係を考える機会となった。
また、 県内参加者は、 海外参加者の身近に 「沖縄」 を感じるものが沢山あることを知り驚いていた。

参加者感想
●移民の歴史ワ ー クショップは考えさせられた。 自分のひぃおばあさんは、 写真花嫁でアメリカに連れてって行かれた

ことを考えた。
海外参加者：男子

●よくまとまったアクテビティ ー だった。 含まで学んだテ ー マとゲー ムで連携して良かった。 例えば、 日 本移民。 そして、
プロジェクトの発表も面白 かった。 全て楽しかった。

海外参加者：女子

●海外でも 「エイサ ー 」 などを行っていることにビックリした。 そ れぞれの国の沖縄に対するIらを知ることができてよ
かったです。

国 内 参加者：女子

●この一週間で、 自 分が移民に対してや、 県人会に対して思っていたことや考えが変わった。
国 内 参加者：女子
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●芸能体験学習 ー エイサ ー 講習•エイサ ー 演舞披露

巳 時・場所

エイサ ー 講習
(1 ) 7月 25日 （水） 19:30,-...,20:30
(2) 7月 26日 （木） 20:00,-...,21:00
(3) 7月 27日 （金） 16:00,-...,17:00
(4) 7月 28日 （土） 19:45,-...,21:00
(5) 7月29日 （日） 15:00,-...,16:00

エイサ ー 演舞披露

かんぽレクセンタ ー前広場
つつじエコバーク
つつじエコバー ク
那覇市ぶんかテンプス館
かんぽレクセンタ ー屋内施設

(6) 7月 29日 （日） 17:30,...,17:45 那覇市ぶんかテンプス館前ポケットバ ーク
(7) 了月30日 （月 ） さよならバ ーティー にて披露 那覇市ぶんかテンプス館 （大ホ ール）

目 的
沖縄の伝統芸能であるエイサ ー の習得に向 けて挑戦することにより、 参加者同土の一 1本感の醸成と、 ウチナ ー ソ

チュアイデンテイティ ー の確認を行う。 さらに 習得したエイサ ー を披露することにより、 ウチナ ー ジュニアスタディ ー

を広く県民に知ってもら い また参加者全員が大きな達成感を得る場とする。

実施内容
琉球國祭り太鼓 運営委員長 国吉俊宏の指導により、 課顆曲 「ミルクムナリ」 の習得に取り組んだ。
また、 ツア ー 6 日 目 には、 那覇市ぶんかテンブス館前ポケットパ ー クにて多くの 観客、 歩行者の前でエイサ ー 演

舞を披露、 最終日 のさよならパ ー ティ ー でも保護者や関係者を前に演舞を披露した。

結果
県内参加者を含め、 ほとんどの参加者が初心者からスタ ー トしたエイサ ー 練習であったが、 誰もリタイアすること

なく全員で、 本番の演舞をやり遂げたことは、 大きな成果だった。 練習 中には、 孝ダえあったり、 励ましあったりする姿
が薮多くみられ、 「やりたくない」 、 「やめたい」 などのネガティブな言葉を発する子もおらず、 皆がエイサ ー に挑戦
できる喜びと、 ウチナ ー ンチュとしてのアイデンテイティ ー を 強く感じているようだった。

大成功を収めたエイサ ー 演舞終了後には、 達成感や充実感で笑う子もいれば、 涙を見せる子もおり、 参加者に
とって大きな経験になった。

参加者感想
● 一番最高。 みんなの努力が実を結んだ。 誰が間違ったか、 気にしない。 大切なのは、 みんなが気持ちを込めて踊った

ことだと思う。
海外参加者：女子

●琉球國祭り太鼓のプレゼンテ ー ションが楽しかった。 このようなダ｀ンスを見たら、 鳥肌が立って、 県系人であること
を誇りに思った。

海外参加者：女子

●緊張した。 でも、 みんな心一つにして大きな力 が生ま れた。 感動した。
国内参加者：女子

．也 し ミ ス し て し ま っ た けど 、 本当 に感動 し た 。 た く さ んの人がみて く れていて、 この メ ンバ ー で踊れたこ と は、
つ れ し く 思います。

国内参加者 ： 女子

●う ま く 間違えずにで き た 。 みんなと一つの も の を 一週間でつ く り あ げ ら れたのがすごか っ た 。
国 内参加者 ： 女子
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■ [7 日 目 ］ 7月 30 日 （月 ）

実施内容 ： ●学習成果発表会 ●修了式 ●さよならパ ー ティ ー

1 2 : 30  参加者受付

13 : 00  リハ ー サル

14 :30  来賓・一般客受付

1 5 : 0 0  ●学習成果発表会

16 : 20  ●修了 式

17 : 00  ●さよならパ ー ティ ー

1 8 : 3 0  解散
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●学習成果発表会

日 時 7月 30 日 （月 ） 15:00,-..J16 : 15

場所 那覇市ぶんかテンブス館 （那覇市）

目 的
プログラムを適してのお互いの思いや考えを共有し、 合後の交流につなげる。

実施内容
ウチナ ー ジュニアスタディ ー に参加して、 参加者が学んだことや、 感じた事など、 感想を 日本語で自由に述べる。

結果
ウチナ ー ジュニアスタディ ー が終了 し、 別れが近づいていることを 参加者一人一人が感じながら発表を行って

いた。
別れの辛さを隠すように険しい表情で発表する参加者や、 涙を堪えきれず泣きながら発表を行う参加者など、 合

感じている思いを素直に発表していた。
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●修了式

日 時 7月 30 （月 ） 16 :20r-..J16:40

場所 那覇 lぶんかテンプス館

目 的・内容
参加者全員に修了証書、 海外参加者にはジュニア大使の認証状を授与し、 合後の沖縄と海外の交流の架け橋的存

在になることを期待する。

結果
沖縄県知事に代わり、 文化観光スポ ー ツ部平田大一部長より、 参加者一人一人に証書が授与された。
全員に証書が手渡された後には、 平田部長による 「レキオス」 の歌と太鼓も披露され大きな盛り上がりを見せて

いた。
参加者全員が、 ツア ー 初 日 より成長した様子が見られ、 今後の沖 縄や母国の架け橋になってくれる、 そんな期待

を抱かせた。
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修了証書 （県内参加者）

と 一広 参 を 体加 ナ あ
ゥ 平を 員 が加深験 さ l な

沖 平 証 と る 者 め 学 れ ジ た チ 成
縄 成 し し ウ と る 習 沖 ュ は 修

ナ 二
県 ―

ま て チ の と を 縄二 --,
l +  

知 十 す 成 ナ 交 と 通 の ア 平
‘ ノゞ 四

事 ； 果 1 流 も し 歴 ス 成 了 ュ 年
七 を ネ を に て 史 タ ニ 二 度

仲 月 挙 ッ 通海母 文 デ 十 ア
井具 手＝ げ 卜 し 外 県 化 イ 四 証 ス

日 ら ワ て 及へ 自 1 年 夕
弘 れ 1 世 び の 然L..... 度 デ
多 た ク 界 県理等 に ウ イ

こ の に 内 解 の 参 チ 殿 I 

ジュニア大使認証状 （海外参加者）

珂0心 証 状
殿

あ な た は ウ チ ナ ー ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ

ー を 通 し て 沖 縄 の 歴 史 文 化 自 然 へ の
理 解 を 深 め ら れ ま し た 今 後 次 世 代 の

ウ チ ナ ー ネ ッ ト ワ ー ク を 担 う 人 材 と

し て 沖 縄 の 魅 力 を 発 信 し 国 際 交 流 の

架 け 橋 と な り ま す こ と を 期 待 し 沖 縄
ジ ュ ニ ア 大使 と し て 認 証 い た し ま す

平成 2 4 年 7 月 3 0 日

沖 縄 県 知 事 仲 井 呉 弘 多

Certificate 
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ohl1e n匹 g匹ば皿091;

加 amic四 lhai from lhis p()ini jbr出
y匹 呵l pa紅 o,r tire m区sage qr o紐』a'li--a ·s 如叩 to oth打ふ“'几Stiuting 匹ur mle as br近ge be凡蜘n 叩tions、

To sign砂 Jltfs role, 
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●さよならバ ー ティ ー／那覇市ぶんかテソプス館

巳 時 7月 30 日 （月 ） 17 :OO""-J18 :30 

目 的
一週間という時間を、 共に過ごした仲 間たちとの最後の時間を、 参加者が伝統芸能や特技を披露したりしながら、

楽しい時間を過ごしたり、 スライドショ ー やツア ー 中に思い出の 曲となった歌を、 全員で合唱したりするなど、 ツア ー

を思い出したりしながらツア ー を締めくくる。

実施内容
①沖縄ブラジル協会 西原 篤ー会長による乾杯

②懇親会 （立食形式）
※ おにぎ り ・ ウチナ ー 天ぷら・ぜんざいはジュニアスタディ ー 卒業生ボランティアが調理した。

③参加者全員でエイサ ー 演舞 （ミルクムナリ）

④参加者による余興
1、 空手 フオルタ ナオミ マリカ ・ フォルタ ネスタ ー コ ー イチ （アメリカ）

2、 ペル ー の踊り 宮城 宮本 アドリアナ クリスティナ （ペル ー ）

3、 琉球舞踊 吉野 楓

4、 アルゼンチンタンコ 伸宗根 カロリ ー ナ デニ ー ス （アルゼンチン）

5、 三線 友寄 恵人 ・大木 佳奈•宮里 翔和 ・比嘉 夏子 ・稲嶺 幸乃•吉野 楓
知念 ガブリエル ユウジ （ブラジル）

⑤ウチナ ー ジュニアスタディ思い出のスライドショ ー 上映

⑥JST卒業生ボランティアによる引継式

⑦記念撮影

結果
参加者は、 最後の時間を惜しむようにパ ー ティ ー を楽しんでいた。
エイサ ー 披露では、 参加者全員で行う最後のプログラムということもあり、 大きな一体感を

感じた。 参加者の余興では、 ペル ー の踊りやアルゼンチンタンコ、 琉球舞踊などが披露され、 参加者全員が楽しんで
いた。

ジュニアスタディ ー 卒業生による引継式では、 参加者とJST卒業生ボランティアが向 かい合い、 これからもずっと
交流を続けていこうと宣言。 ウチナ ー ンチュとしての団結・絆 ・再会の約束を交わした。

パ ー ティ ー 終了後には、 Tシャツにメッセ ー ジを書き合う様子が見られ別れを惜しみながらも再会を誓い合ってい
た。

＊ジュニアスタディ卒業生ボランティア参加人数：14人
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インタ ー ネットを利用 した次世代ネットワ ー クの構築 (Facebook)

次世代ネットワ ー クの構築として、 昨年に 引 き続き合年度もFace bookを活用 した交流が進められた。
FaceBook上にUJSのグル ー プを形成し交流を促すことで、 ツア ー 実施前から積極的な交流がみられ、
本番のスム ー ズな交流の手助けとなった。

ツア ー 終了後も盛んな交流が見られ、 さらなるウチナ ー ネットワ ー クの構築と広がりを期待したい。

翫垣 蒙

筍r入り
回 ニュースフィ ー ド

曲 メ ッセージ
閲 イベン ト

暦］ 叩ミ
罰 Facebooけビ

つoを繍戴

＆ 友達を検索
田 蕊量を！謡

Q コネクショ メナーチ

，，，ルーブ

巳' Uch匹 Junior Study 2012 

国 Junlor Study Tour 
四 グループを作成

アブ'J
アプリセンター——― 

4 西
＆ 友を検索

令 グームフィ ー ド
r� 音楽

□ ノー ト

FaceBook/UJSグル ー プ参加人数：42人

Uchina Junior study 2012 @ 臼 イベン ト 写真 ファイル

' 閾 固m•る ⑬ 匹l鰤鼓這績 塁 紐する B ファイルむ血

に

caro Naka 

https://ヽW畑facebook.com/NisetaToun>eru如f=ts
I think al l  of you should gooooo! I  I WANT TO MEET YOU ALL ONCE 
MORE : ') 

園言讐詈打l いし屯 l ・ コメン トする • 閲和フォローする ・ 立月16曰 8:17

£ ぬnae ぬ出 Yonamineさん、 Mari Maは心 闇心血 ，， 2以が衰志斎み
さん k血 T叩叩匹さん 他3心f rいし屯 ！ j と
言っています．

, Kan砥 Katie Yonamine carooooooooo 
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■ツア ー 卒業生ボランティア事前準備

日 時 6月 下旬～7月 22日 （日 ）

実施内容
ボランティアの協力を呼びかけたところ、 合年度も多くのツア ー 卒業生が手をあげてくれた。

ウチナ ー ジュニアスタディ 一 本番1ヶ月 前から、 準備を始めたツア ー卒業生たちは、 毎週のように集まり、
過去行ってきたツア ー を思い出しながら、 プログラムや司会決め、 進行の段取りなど皆が積極的に意
見を出 し合い、 進められた。

ツア ー 卒業生が、 年齢や参加した年に 関係なく集まり、 これからツア ー を行う参加者のために一つ
となり準備を進める様子は、 ウチナ ー ネットワ ー クの繋がりを感じさせると同 時に、 さらなる発展を期
待させる一幕となった。

ボランティア参加プログラム
1、 交流プログラムレク練習 7月 22 日 （月 ）

2、 交流プログラム① 「レクレ ー ション」 ・ウェルカムパ ー ティ ー 7月 2 3 日 （火）

3、 交流プログラム② 「キャンプファイヤ ー 」 7月 27日 （金）

4、 マチグワ ー 散策 7月 2 8 日 （土）

5、 さよならパ ー ティ ー 7月 30 日 （ 日 ）

＊ジュニアスタディ ー卒業生ボランティア参加人数：延べ41人
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3．参加者感想文



海外参加者感想 文

二::

l

:：二戸国） I 
初 め に 、 こんなにす ばら しいウチナージュニアスタ

ディープ ロ グラムの 一 員 になれたことに関 し 、 沖縄の
皆様にお礼を 申 し上 げたいです。 2 0 1 2年の ウチ
ナージュニアスタディの青年 リ ーダー に選 ばれたこ と
にとても感謝してお り ます。 選ばれた 当 初 、 リ ーダー

の 役割 について戸惑いました 。 でも沖縄に着き 目 星
がつきま した。 それは他のみんなと 同 じように楽しむ
こ と 、 それでも リ ーダーと しての 責任は勤めること。
リ ーダーと しての 勤 め に はたくさんのチャ レンジがあ
り 、 又 、 責任があること、 大変な所も あ り ま したがそ
れ 以上 に リ ーダーの 役 目 は価値があることに気付き
ま した 。

ウチナージュニアスタディ は世界各 国 にい る ウ チ
ナーの血を 受 け継いだ人 々 がお互いに結び合う こと
ができるという とてもすばら しいプロ グラムだと思 い
ます 。 私にとって将来ウチナージュニアスタディに又
参加する ことができる としたらこれほど光栄なことは
あ り ません。 そ して沖縄の 血を引 いてる 人 々 に機会
があれ ばぜひ参加する こ とを勧めます。 ウチナー

ジュニアスタディツアーの成功とさらに大きく優れた
もの になる ことを祈っています。 それと沖縄で学んだ
ことをそれぞれの 国 に持ち帰 り 家族や友達 に分かち
合うことを望んでいます 。

ご二：こ:二 | 
も し 、 ジュニアスタディーツアーの事を一 言で説明す
る とすれば、 それはいつまでも記憶 に残る大切な思
い 出 です 。 私 は 、 三年前に家族で一 度沖縄を訪れ
た事があ り ます。 でも今回 の状況は前 回 と違いカル
チャーツアーで、 その上私 一 人での旅でした。

初 め に 、 私 はいつも沖縄に居る 家族に会いたいと
思っていました 。 ですか ら 、 一 週間 の 間 そ の 家族達
と 一 緒に生活できる機会を与えられた事に感謝 し 、
それだけではなく 、 私の 日 本語 に磨きをか けること
ができました。

ツアーの 初 日 はとても緊張してしまいました 。 その
上 、 しばらくして気づいたの は皆の前で 自 己紹介を
しな ければならないということでした ！ ツアーの 初 日
にもかかわらず、 皆とてもフ レンドリ ーでやさしくして
くれま した 。 その 日 から 私たち は仲 良くな り 、 今でも
毎 日 の よう にソーシャルネッ ト ワ ークを通しお互い の
近況を報告しあっ ています。 それから 、 素晴ら しいス
タッフ 、 ボランティアの皆さんの お か げで 1 00％ 以上
の安心感を持って過ごす事が出 来たことを感謝しま
す 。 経て、 それ以上 に大好きな場所にな り ま した。 ッ
アーで学んだこと全てを簡 潔 に述べる こ と は難しい
ですが仲 間達と共有できました。 そして、 メンバー達
の 出 身 国 についても知 り 理解を深める ことができた
ことをク喜 しく思います。 最後に言いたいこと は 、 こ の
ような人生を変える ような体験をさせても ら い あ り が
とう ございました。
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沢 山 の新しい友人ができ 、 遠い沖縄に住む家族と
過ごし、 伝統文化を学び素晴ら しい経験をする こ と
が出 来ました。 沖 縄 は私にとっ てずっと特別の場所
です。
にふぇーで一びる
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ジュニアスタディーの募集があると聞いたとき 、 参加
したいとすぐに思いま した。 私の親戚の 一 人が以前
それ に参加したことがあったか ら です 。 私 は選 ばれ
る のを辛抱強く待ち ま した 。 は じ め は複雑な気持ち
でした。 行ったことのない 国 に行く こ と に期 待と不安
を抱いていました。 でも行ってみたいという気持ち で
胸 はいっ ぱいでした 。 何 よ り もまずコ ーディネータ ー

の 方 々 に感謝しています 。
という のも早い段階から参加者の 名 簿 やメールア ド
レスや旅程などを送ってくださっ たので、 沖縄に着く
前に誰と会 えるかを知 る こ とができたか ら です 。 また
Facebookの特設ページで他の参加者と連絡を取る
こ とができました 。 そ して現在も彼ら と連絡を取っ て
います。 そのようにして私 は事前にペルーからの参
加者と連絡を取 り 、 フランスの空港で彼女に会い、
そ してそこか ら沖縄まで一 緒に行く こ と にな り ま し
た。 旅 の 間 にお互いを少し知 ることができま した 。 成
田 空港ではボランティアの方が私たちを快く出迎え
てくれ、 荷物を預けた りするの を手伝ってくれまし
た 。 そう して私たち は 目 的地の 沖縄へとむかった の
です 。

沖縄行きの飛行機を待っているときに、 シカゴか ら
の参加者と合流 しました。
今 回 の旅で一 番重要だったの は 、 私を喜んで迎えて
くれた親戚や友人たち と時間を過ごせたこ とです 。

沖縄に到着してから数 日 後 に私たち参加者 はある
ホテル に集ま り 、 はじめて全 員 が顔を合わせま し
た。 印 象 に残ったことは、 いろんな言語を話す人たち
が集まったにもかかわらず、 全 員 が努力 してお互い
の 言うことを理解した り 、 同 じ時間をすごした り 、 感
動を伝えよう としていたことです 。

いろんな場所をめぐる ことで、 それぞれの 場所で 日
本文化 について学び、 たくさんの苦労にもかかわら
ず沖 縄の 人 々 が立ち 上がってきたその強さ の わ け
を知 り ました。 一 番 印 象に残った場所はち ゅ ら海水
族館です。 そ の 大きさもさる ことながら 、 それまで私
が見たこともなかったたくさんの種類の 魚介類を見
ることができま した 。 とく にイルカショ ーが私の お 気 に
入 り で した 。

い ろ いろなイベン トやその 間 の お しゃべりをとおし
て 、 私たち参加 者 はお互いを 良く知ることができまし
た。

私が一 番楽 しんだの はエイサーの練習です 。 私の
国 でもエイサーをやっているので、 他の参加者にス
テップを教えるこ とができました。
時がたつ につれて、 私たち は寂しさを感じずに はい
られませんでした。
友達と別れるという よ り 、 家族と別れる ような気持ち
だっ たからです 。



でもインターネットをつう じて今も連絡を取り続けて
います。 彼 ら がメキシコを訪ねに来る 、 ある い は私 が
彼らを訪ねるという計画もでています。

ジュニアスタディーが終わって私の 中 に変化があ り
ま した 。 以前の 私 は 引 っ 込み思案で、 いつも誰かに
頼っていました 。 だ け ど一 人で旅をする こ と は 、 そん
な態度をやめ 、 もっと 自 立するよう に私 に強いたの
です。 もうひとつ私の 中 で変わったこと、 私が学んだ
こ と は 、 曽祖父母の故郷を知ったことで、 私 の ルー

ツを知 り 、 そ の 文 化 について知 り 、 そ の 島 の 美 しさを
知ったことです。 その体験を他の 人たち とわかち あ
い 、 そ の 人たち が沖縄に行ってみたいと思う ことを
願って います。

：ニーi：

ー ーニ-
UJSの こ とを考える時、 いろいろないい思い出 が頭
に浮かんできます 。

この研修のお か げで、 沖縄に住んでいる家族には
じめて会うことがでしました 。 みじかい期間 でした
が 、 かわいがってくれ、 まもってくれ、 自 宅の ような快
適でした。

私の親戚 、 そしてUJSの 方たち といっしょに 、 おき
なわのきれいな風景や楽園をみることができまし
た 。 沖縄の青い空と青い海がとてもすてきでした 。 さ
ら に 、 博物館などを見学し、 沖縄の 文化やれきしを
たくさんまなびました。

UJSで一番よかったこ と は 、 いろいろな国 の 友達が
できたことです 。 会ったその 日 から 、 違いにもかかわ
らず、 なかよくできました。 笑顔で理解し合う ことがで
きました。 まるで兄 弟 のような感じでした。

みなさんときち ょうなじかんをすごすことができ 、 い
い 思 い 出 もたくさんつく り 、 とても喜んでかえってきま
した。 うれしいことに私 はまだ友達と連絡を取 り 合っ
ています。

沖縄に行って、 日 本語がち ょっ とじょうずにな り ま し
た 。 日 本語でしゃべることができ 、 うれしかったです。
でもまだ、 たくさんべんきょうしなければな り ません。
そうすれば 、 し ょう らい沖縄へ勉強し に行けます。 こ
の 研修の お か げで、 私 は 自 分 自 身をよく知る ことが
できました 。 世界の はんたいがわにある国へひとり
でいけたことはわたしにとって大きな成果です。 こ の
機会で私 が 日 本人であることに誇 り を持っているこ
とを実感しました 。 私にこのチャンスをくださったCOA
の 方 々 、 そ して協力 してくれた家族に心からかん
しゃ しています。

こ の たび、 ウ チナージュニアスタディー に参加するこ
ととなり 、 初めての 日 本の沖縄県へいくこととな り ま
した。 空港では、 初 め て会う親せきの お じさん、 そ し
て僕の 受 け入れ先の 比嘉先生、 みんなが那覇の空
港であたたかく迎えてくれました 。

空港でかんたんに親せきの方 々 へ 自 己紹介を終
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え 、 僕 は比嘉先 生 の 家 に 向 かいました。 着いた最初
の 三 日 間 は 、 まず比嘉先生 に伊江島に連れて行っ
てもら いました。 そこで、 海にもぐり ました。 とてもき
れいな海でした 。 最高でした。

買い物 にも連れて行っても ら い 、 おみやげもたくさ
ん 買 う ことができま した。

ウ チナージュニアスタディーが始まり 、 沖縄 県 の 歴
史で学んだこ と 、 それは戦争 の ことでした 。 平和の
塔を訪れ 、 なんともいえない悲しい気持ち になり ま し
た 。 自 分の先祖の 名 前を探すこと はできませんでし
tー が、 こんなにたくさんの人たち の命がう ばわれた
戦争 、 二度と繰り 返してほ しくないと思いました。

他 の 国 の参加者 と は 、 すぐに仲 良くな り 、 研修先へ
の移動途 中 、 バスの 中 で大声でカラオケを歌っ た り
してとても盛 り 上 が りました。 どこの 国 の 人でも「歌
がすきなんだなあ」 と改めて思いました。

一番感動したこと 、 それ は世界の ウチナー子弟全
員 で心を 一つ にしてエイサーを踊ったことでした。 楽
しくて最高 の 気分でした。

ウ チナージュニアスタディーの お か げで、 僕の念願
だった親せきめぐり ができたこと 、 もちろんみんな僕
にとっては、 お じい 、 お ばあでしたが、 会えたとき は
とても嬢しかっ たです。

それか ら 、 ボリ ビアにいら した元派遣教師の比嘉
先生、 与那覇 先 生 、 田 場先生、 名 嘉先生など、 みな
さんがショッピングにもつきあってくれた り 、 良く してく
れました。 お か げで楽 し い ウ チナージュニアスタ
ディー生活でした。

ウ チナージュニアスタディー最後のお別れ会 は 、 と
てもつ らいものでした。 十 日 間 という短い ウ チナー

ジュニアスタディー期 間 でみんなと友達 にな り 、 別れ
る の がつ ら かったです 。

イチャ リ バ ・ チョーデーの 言葉の と お り 、 またいつか
どこかで逢う ことを約束して交流を深めていきたい と
思います。

僕 は こ の ウ チナージュニアスタディー に参加するこ
とにより 、 世界に は 多 くの 日 系 ウ チナーンチュがいる
こと にビック リ しま した 。 僕も 日 系 ウ チナーンチュであ
ることを誇 り に思い 、 ウ チナーンチュとして生まれて
きたことに感謝しています。

この よう に僕 にツアーに参加する機会を与えてくだ
さったボリ ビア沖縄 県 人会 に とても感謝しています。

それか ら 、 沖縄県庁の方々 、 スタッフの方々 、
＊
沖縄

県の皆様には、 僕達をこころよく受 け入れてくたさ
り 、 す ば ら しい体験を可能 にしてくださ いました。 言
葉では言い表せな い ほ ど心 か ら 感謝しています 。
あ り がとう ございま した。

まず、 この経験そしてプ ロ グラムのスタッフとボラン
ティアについて、 沖 縄 県 に心 か ら 感謝します 。 また、
カンポグランデ沖縄県人会、 親戚である金城家 、
ホームステイ 先である崎浜家 、 最後 に曾お祖父さん
の 故郷に行く という夢を応援してくれた私 の 家 族 に
感謝します。



ウチナージュニアスタディを通して、 私が感じたこ
と、 学んだこと、 感謝は言葉では十分に伝えることが
できません。 祖先のいた場所を訪れたことで、 沖縄
の歴史を知る機会になりました。 そして、 その歴史か
らうちな一んち ゅの勇気と団結が生まれているのだ
と思いました。

プログラムの活動で、 美ら海などの観光地から 首
里城やうちな一んちゅ の 歴史を知る博物館まで訪れ
ました。 一番気に入った場所は、 平和の礎です。 沖
縄は戦争でとても苦労をしたが、 その歴史を次の世
代 に伝えていると感じました。 そこには、 沖縄戦の写
真や戦争体験者の作文が展示されていました。 外
の礎には、 国籍に関わらず20万人以上 の戦没者の
名 前が刻まれていました。 それは、 平和を思う本当
の 気持ちであ り 、 これからも沖縄の 人 々 の心にあり
続けると思います。 沖縄の文化と歴史を知ったこと
で、 言葉、 文化も違うプロ グラムの参加者がうちな一

んちゅ の心という共通点を通して絆を作ることができ
ました。 初めて会ったとき、 私たち はすぐに仲 良くな
りました。 私たちブラジル人 はブラジルのダンスを皆
に教えて踊 り ました。 とても楽しかったです。 彼らと
は今でもフェイスブックで連絡を取り合っています。
有名 なブラジルの詩人キンターナマリオは“友情は
決してなくならない”と言っています。

改めて、 沖縄県の 関係者の皆様に、 この ような特
別な経験をさせて頂いたことに感謝の 気持ちを伝え
たいと思います。 この経験を通して、 自 分がうちな一

んちゅであることを強く感じるようになり 、 ブラジルに
帰っても文化や祖先が残した大切なことを大事に
守っていきたいと思うよう になりました。 そして、 それ
を次の世代に伝えたいです。 いつかもう一度沖縄に
行って勉強をしたいです 。 また、 ウチナージュニアス
タディツアーを通して学んだ戦争のことや 自 分の
ルーツのことを忘れずに、 これからも夢や 目 的に 向
かって進んでいきたいと思います。

皆さん、 ち ゅーうがなびら 。
こんにち は 、 皆さん。 私 は最近30人の参加者とと

も に201 2年うちなージュニアスタディツアーに参加
しました。 沖縄から 1 5人 、 あとの 1 5人はドイツ、 アメ
リ カ 、 ブラジル、 アルゼンチン、 ボリビア、 ペルーやメ
キシコから参加していました。 それまでに、 学校のバ
ンドやハワ イ青年シンフォニーの公演で旅行をする
ことはあり ましたが、 一 人で旅行をするの は初めて
でした。 最初 はとてもわくわくしていましたが、 空港に
着くと、 とても緊張しました 。 なぜなら 自 分が注意を
払わなかったり 、 きちんと質問ができなかったりする
と、 外国で迷ってしまう事 になるかもしれないからで
す。 自 分の事は 自 分でやらなければならないので、
一種の責任感も生まれました。 荷物を受け取るよう
にとか、 あれをしなさい 、 これをしなさいと指示してく
れる人はいないので、 心配でしたが、 どうにか乗り切
る事ができました。 飛行機の 中で出会ったモーゼス ・

ギブスさんは私に手荷物を受 け取る手順や帰国の
際に空港で手荷物を預ける手順について教えてくれ
ました。 私がお礼を言うと 、 ギブスさん は「お返しは
「payitforwardで」 とおっしゃいました。
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それは、 誰か他の人が困っている時に助 けることが
自 分が受けた親切へのお返しになるということで
す。 ギブスさんがハワイか ら 日 本へのフライ トの間
私の ことを気にか けて親切 にしてくださったことにと
ても感謝しているので、 絶対にこれか ら 困っている
人を助けようと思いました。 沖縄にでソアーに参加 し
た短い期間で、 私は沖縄の歴史、 異なった視点を学
びましたし、 これから大切 にしていきたい貴重な考え
方も学びました。 私はハワ イと沖縄と他の国 の絆を
強くする糸の一部になりたいです。 このジュニアスタ
ディーツアーで築いた友情を本 当 に大切 にしていき
たいです。 一 生心に留めておきたい経験です。 ッ
アーの初 日 、 参加者全員かん ぽレクセンターに集合
して、 自 分 と 出 身 国 について紹介しました 。 その後
歓迎会があ り 、 プログラムを担 当するヒラタ氏から ご
挨拶があ りました。 ヒラタ氏 は私たち の滞在が楽し
いもの になるよう にと祈っているとおっしゃっていまし
た。 スピーチの後のディナーでは、 参加者それぞれ
に何か特技を披露するよう に依頼があったので、 私
はウクレ レで歌を2曲歌いました。

キンジョ ウ ・ カズミツ氏 は私たち に人生と人として成
功する にはどうしたらよいのかということについてお
話しをしてくださいました。 キンジョ ウ 氏のスピーチを
聴いて、 自 分だけでなく他の人達を助 けるために
もっ とたくさんの ことをしな ければいけないことに気
づきました。

この旅のハイライトは沖縄県庁 に行って仲井真弘
多知事にお会いしたことと、 たくさんの人を魅了する
芸術作 品でもある首里城へ訪問 したことです。 色 が
とても鮮やかで、 なぜこの城が国の宝となっている
かも納得できます。 首里城のあと、 金城町の石畳に
もいきました。 この石畳はとても印象的でした。 なぜ
なら、 石畳はとても長いですし、 昔の沖縄の人達に
は穴の形に合わせて岩を切る機械がなかっただろう
からです。 しかし、 この道では石が完璧 に合わさって
いました。 戦争によって壊される ことがなかったこの
石畳の存在はとても貴重です。 また、 沖縄科学技術
大学院大学にも行きました。 ひと味変わっていてお
も しろかったです 。 例えば、 副学長の先生は 「チャン
プルーの ようなものです。 それぞれの具材は個別 で
もよいのだけれど、 合わさったときに素晴ら しくな
る 。 」 とおっしゃいました。 副学長の方は会社や機関
全体の ことにつ いて言っているのだと思いました 。 な
ぜなら01STでは活動やリサーチの分野を分ける壁
はなく、 大学院大学滝を上るの にお互いを助 け合
い 、 参加者と絆を強める素晴ら しい機会となりまし
た。

糸満の平和祈念資料館にも行きました。 展示 は 目
の 当たり に見ているようでとても恐ろしいものでし
た 。 第2次世界大戦 中 の 沖縄の歴史を見て悲しくな
り ました。 例えば、 幼い男の子が裸で泥の 中 にいる
写真があ りました。 彼は火炎放射器で大きなや けど
をおい 、 それを冷やすために泥の 中 にいたのです。
また、 溝で 自 殺をした家族の写真も数点あ りました 。
写真はぞっとするものでしたが、 第2次世界大戦の
間 には現実だったのです。

資料館を 出た後、 大きな丘があり ます。 その崖か
ら は美しい けれども広大で荒 々 しいターコイズ色の
海が見下ろすことができます。 この鮮やかな緑の草
で覆われた美 しい丘は 「 自 殺丘」 として知 られ、 戦争
によって荒らされることはありませんでした。 この名
前がついたの は、 アメ リカ軍に捕まることを避けるた



め に 多 く の 沖 縄 県 民がこの丘から飛び降 り て 自 殺を
図ったからです 。 この場所に来て、 祖母が沖縄に来
た 時に戦争記念碑で撮った写真を思い 出 しました。
祖母は記念碑の壁に刻まれた 自 分の 兄 の 名 前 の 隣
で写真を撮 り ました。 彼 は戦闘機のパイ ロ ッ トで戦争
を生き延びるこ と あ り ませんでした。

私たち は焼き物の町で「まち ゃぐゎ」 という文化活
動 に参加 しま した 。 その土地には焼き物に必要な材
料がふんだん に あ り ました。 町の 中 心 に窯があった
のが、 非常におもしろかったです 。 そ の 窯 は ハ ワ イ
にある窯にとても似ていました 。 ハ ワ イにあるものも
壊れていますが。

県立歴史博物館にも行きました。 博物館の 中 には
昔役人が着ていた伝統的な衣装の展示があ り ま し
た 。 歴史博物館でも平和祈念資料館でも、 貿 易 が
あったこと によ り 中 国 文化がたくさん沖縄に入って来
たと説明 があ り ました。 その例の 一つ が博物館に
あった 中 国 の 進貢船やフ レーム や裏の部分が銀で
できた三線です。

祈念資料館で は 、 ガイドの方が、 どうして沖縄の 人
達がアメリカの影響を取 り 除くため に 日 本化しなけ
れ ばならなかったかについてお話しくださいました。
日 本人が沖縄 口 を使った沖縄人 に （私の造語です
が） 「恥の首飾り 」 を着用させていたことも教えてくだ
さいました。 また、 日 本がどのように琉球王 国を滅ぽ
したか 、 沖縄人がアメ リ カの影響を嫌ったので、 速や
か に 日 本化するこ とを選んだこと につ いても話してく
ださいました 。 そして、 アメ リ カ 人 が沖縄に来た時
に 、 沖縄の 人達が変わることは強要しませんでした
が、 軍事基地を建て、 そこ に軍関係者を雇用 したこ
と か ら 、 土地を奪い雇用 の 機会 が失われることに
なったことも知 り ま した 。

てんぶすでは、 なぜ移民達が仕事を見つ けるため
に沖縄を離れたの かという授業を 受 けました。 また、
てんぶすでたくさんの ワ ークショップを 受 けました
が、 エイサーの ワ ークショップではミルクムナリ の演
舞をてんぶすの前で披露しました。

この旅は信じられないくら い新しいことを学べる機
会でした。 もう一 度最初 か ら参加 したいくら い です 。
沖 縄で親戚と過ごした時間 は夢の様で、 どれだけ彼
ら が私 の 家族 の 一 員であることに感謝しているか は
一言では言い表せません 。 私 の いと こであるアラカ
キ ・ ユウジ ロ ウ と はたくさんの時間を過ごせました。
玉泉洞やハブ博物館 、 そ して豊見城でたくさん の よ
い思い 出 を 作 り ま した 。 とてもタイミングが良いことに
私が到着した次の 日 が浦添のてだこ祭り の 日 で、 屋
富祖通 り でパ レー ドがあり ました。 そして、 何よ り も素
晴 ら しいの は南風原協会のメンバーと して20 1 2年
のオキナワ ン ・ フェスティバルに来ていた伯 父のアラ
カ キ ・ ヨ シノ リ とも よ り 多 く の時間を過ごすことができ
たことです。 とても素晴らしい人物で、 たくさん の 英
語 、 ハ ワ イの歌やアーティス トを知っていることに驚
きました。

こ の機会を実現させてくださった皆さんにお礼を 申
し上 げます。 沖縄県庁 、 ハ ワ イ沖縄県人会、 母 、 父 、
カイル、 ジュリ ーお ばさん、 ジェイソンコ ーチ 、 ブリ
ル 、 リ ース 、 タカラの お ばあちゃん 、 そ して私を勇 気
づ けて支えてくれたお じさんお ばさん 。 そして特に
バーニー ・ ミヤシ ロ さんとジェーン ・ セ リカクさんにも
お礼を言いたいです 。 ツアーヘの応募から 終 了 まで
こ の 行事を全て通して皆さんがくださった愛情と支援
に感謝します 。 この素晴らしい機会をいただき、
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にあ り がとう ございました 。 これから何年も大切 に し
ていきたい非常 に貴重な体験でした。

＝国こ=”'碑- ---

7 月 の ウ チナージュニアスタディーツアーに参加 し 、
人 生 の 中 で最高の経験 ができた 。 プ ロ グラムは、 僕
がシカゴでの 生活 の 中 で気にもとめず、 見逃 してい
た沖縄の歴史 と文化を教えてくれた 。 シカゴ市の 県
人会の いても大事な沖縄文化の 資源や機会をあま
り 大 切 にしなかったと気付いた 。

沖縄で沢山 の 友達ができた。 DC、 ハ ワ イ州 、 フ ロ リ
ダ州 、 ジョ ージア州 か ら の ウチナーンチュ は沖縄の
祖先がいて、 アメリ カ の 中 でそ ばに友人がいる事に
気付いて、 世界が小さくなってきたと感じる 。 ブラジ
ル、 ア ルゼンチン 、 メキシコ 、 ペル 、 カナダ、 ドイツか
らの ウチナーンチュもいたか ら 、 沖縄にいた一 週間
は本当 に凄いなと思っていた 。 なぜなら 沢 山 の 国 か
ら来ていたが、 どんな国から 来ても共通点があ り 、
そ の 共 通点 の お か げで、 みながまるで幼稚園から
一緒に育った子供みたい に強い絆を作ることができ
た 。

も し 、 僕の沖縄にいる家族と一 緒に、 首里城、 沖 縄
県公文書館、 縄 県平和祈念資料館 、 ち ゅ う ら海水族
館、 つ つ じエコ ーパーク 、 かんぽレックセンター に家
族と一 緒に行っていた ら 、 ジュニアスタディツアー ほ
どはそんなに楽しくなかっただろう 。 僕の 沖 縄 の 家 族
は何回も観光地に行ってい る か ら 、 家族にとっては
つまらなかった はずだったでしょう 。 これらの教育施
設 は 、 ジュニアスタディーツアーの皆と一 緒に初めて
行っ た か ら こそとても 面 白 くて価値があっ た 。 ジュニ
アスタディーツアーの お か げで、 自 由 時間 には 、 沖
縄とその文化を勉強 したくなってきた 。 シカゴ市 の 県
人会のエイサー 団 に参加 しているが、 三線や沖縄
の空手等の沖縄のアクティ ビティーを試したい 。

皆 がジュニアスタディーツアー に参加するべきだと
思ってる 。 人 生が変わる し誰でも参加 できる か ら 。 こ
のツアーの お か げで沖縄の素晴ら しい訪問地の 一

部を見 に行くだけじゃなくて 、 世界 中 から素晴ら しい
仲 間 もできる 。

Paulaさん、 沖 縄の政府に推薦状を書いてくれて、
あ り がとうございます。 Yukie Saucedoさん 、 沖縄と連
絡する のを手伝ってくれて 、 あ り がとうございます 。
お じ いさん 、 お ばあさん 、 ツアー 中 に支えてくれて、
あ り がとうございます 。 シカゴ 県 人 会 、 エイサーを教
えてくれて、 あ り がとうございます。
県 人会 の お か げで、 仲 間 とエイサー上演した 時 に 、
他のメンバー の半分く ら い はうまく踊れた 。

201 2年の ウ チナージュニアスタディツアーの経験は
自 分も 、 自 分 自 身 の 見方も変えた。 最初 はいろいろ
な 国 か ら の 外 国 人 と 出 会 っ た り 、 1 週 間 も一 緒に住



んだり す る こ と は不安だったから 、 あたかも 自 分がい
ないか の よう に して 、 誰も見ないようにした 。 オリエン
テーションでの指定席 はシカゴ 出 身 の ウエハラ ・ ロ
ビ ーの 隣だった。 他の参加者を待つ 間 に 、 ち ょっ と話
し合って、 すぐに友達になった。 沖縄出 身 の 宮 里と言
う 男 性も僕に話してくれて 、 あっという間 に友達になっ
た 。 初 め の 1 時間の 間 に 、 沢 山 の参加者と話して 、 半
分ぐらい友達になっ た ！ 1 日 を終える頃までに4つの
言語の単語ゲームをしたり 、 出 身地のプレゼンテー

ションをしたり したので、 子供の 頃か ら の 友達のよう
に簡単に会話できた。 そんな早くに友達になる の は
初めてだった。 早起きがある と普通 は早く寝た ほうが
いいけど、 参加者 の 多 く がホテルルームに集まっ て 、
深夜まで喋った 。 その 1 日 に作った絆のお か げで、 ス
タディーツアーが楽 しみになってきた。

ジュニアスタディーツアーの 間 に沢 山 の 沖縄の歴史
的な所を見 に行った。 最初 は首里城。 前にも行った
が、 新しい友達と 一 緒に行く ほうが楽しかった。 帰る
時までに写真を沢 山損ったので、 カ メラの容量は半
分ぐらい使った。 首里城に行ったおか げで、 中 国 と 日
本 の 文 化 か らいろいろな部分を得てできた沖縄 の 文
化 の 珍 しさがわかってきた 。 沖縄県公文書館で は 、
沖縄の歴史が勉強になった。 記事や書類を熟読し
て 、 いろいろな外 回 や 外 国 人の 沖縄への影響のこと
を勉強した。 沖縄県平和祈念資料館で は 、 沖縄 に
あった戦争と戦闘についての ビデオを見た。 第二次
世界大戦 中 、 沖 縄 県 民が実際どの ようであったかを
展示された部屋に入った。 その展示のせいで皆落ち
込んでしまったが 、 僕 は沖 縄の 県 民の苦しさが分
かってきた 。 僕 の沖縄についての発想が変わった Q

沖縄を旅行する前 は 、 沖縄は幸せで歴史も変わらな
い 島と思ったが、 平和祈念資料館の後では沖網の
地、 文 化 、 県 民がみんないろいろな影響で変わった
の に気付いた。 ワ シン トンDCの戦没者記念碑と同 じ
く 、 第 二次世界大戦 に亡くなった方 々 の名 前か占い
てある 。 参加者の 1 人は親戚の 名 前を見 つ けて 、 えん
ぴつ で、 紙に書き写 した。 60年も後になっ て 、 彼女が
自 分の 親戚とまたつながる 事ができた後親戚が見つ
ける の は とても感激した。 ジュニアスタディーツ アーの
間 に 、 沖純の歴史や文化の ことをたくさん学び凄く勉
強 になっ て 、 太平洋の小さな島についての見方が変
わった。

ジュニアスタディーツアー は美ら海水族館 、 エメラル
ドベーチ 、 国際通 り 等 の有名 場所にも行っ た 。 美 ら 海
水族館で沢 山 の 沖縄に居る 魚 に魅 了 された 。 とても
面 白 かった。 2つ 目 の展示までに、 魚類の沢 山 の 名
前がもう覚えられなかっ た ！ 世界でも有名 な美ら海
に行ける の は嬉しかった 。 1 番好きな展 示 は 主要な展
示 のジンベイザメ3 匹だっ た 。 そんなに大きい魚 が 1
匹でも水族館で生きられる の が信 じられなかったの
に 、 まして3 匹 と は ！ 水族館の後 は 、 外のいるか
ショ ーを見た 。 最後にはタンクに寄っ て 、 いるか に は
ねられた。 皆 がタンク に飛び上 がった時 の こ とは 、 ま
たよく覚えてる 。 Tシャツの 片側だけがぬれたがら皆

った。 水族館の 後 、 バスに乗ってエメラルドビーチ
に行った。 ビ ーチでサッカ ーをした り 、 バレーを した
り 、 綺麗で透明度が高い海で泳いだり した。 皆 は “ 浮

（ 人 が遊ぶために設置されていた） に乗ってみた
が、 片側 が重くて倒れた。 ’'浮き ’' に乗ったところも 、 海
に遊んだとこ ろも写真を沢 山取った。 国際通 り に行っ
た時に、 面 白 い店 と陶器店を見た 。 アメ リ カ と違って、
那覇の道は とても狭い。

- 5 7  -

その狭い道を見たの は面 白 かっ た 。 車が本 当 にそ の
狭い道に運転できる ？ と思った 。 思い出 は とても強
い 。 目 を閉 じたら 、 記憶は よみがえる ジュニアスタ
ディツアーの 間 に沢 山 の 体験をした 。 例 え ば 、 琉球国
祭 り 太鼓、 ト レッキング、 長距離バスに乗ったこと 、 民
芸 作 り 等 。 参加者の皆はエイサーを習った。 皆がパラ
ンクとエイサーの衣装を貰っ た 。 毎 日 続習 して 、 2 回
観客の 前で踊 った。 1 回 目 は国際通 り にテレビカメラ
の前で踊 っ て 、 2 回 目 は閉会式で。 チーム育成をしな
がら 、 同 時 に沖託の伝統的な文化を勉強できたの
で、 楽しかった。 半 日 間 、 東の沢でト レッキングした 。
難 し い トレックで皆が相 互 に助 け合ったか ら 、 東 の 沢
は一 番役立っ たチーム育成の活動だと思う 。 水が深
く て 、 石が沢 山あったから 、 皆が一緒に助 け合って、
そのおか げで無事に最後まで行けた 。 トレックはとて
もスリ ルがあったか ら 、 もう一度チャ レンジしてみた
い 。 バスに乗っている時間が長かったので、 時間をつ
ぶすた め に 、 カラオケをした。 マイク は2つだけあった
が、 皆が一 緒に歌った。 「 島 んち ゅ の 宝 」 みたいなクラ
シック曲 も 、 「 ベス トフレンド」 みたいなJポップな位 も
歌った。 カ ラオケを一緒に歌ったおか げで、 シャイな
参加者は喋っ た り 、 歌 っ た り しやすくなった 。 最後は
民芸作 り 。 選択肢 は紅型 、 首里織 り 、 琉球グラスだっ
た 。 1 番人気だったの は琉球グラスだったが、 フラジ
ルのユウジと一 緒に首里織り を選んだ。 アルゼンチン
のカ ロ リ ーナ と 、 ブラジルの マ リ ナも首里織 り を試し
た 。 首里織 り 造 り を している間 、 僕達4人が仲良くなっ
た 。 首里織り はコースタ ーだったか ら 、 晩ご飯に使っ
た 。 ジュニアスタディ ーツアーの活勁のおかげで、 皆
が仲 良くなった。

総じて、 20 1 2年 ウ チナージュニアスタディーツアー

は人生の 中 で最高の経験だった。 その よ う な素晴 ら し
いプロ グラムに参加できる機会があってよかった 。 ッ
アーの おか けで沖縄の匠史を学べた上 、 自 分の 中 の
ウチナーンチュを 引 き 出 す ことができた 。 ツアー後 す
ぐに沖縄の音楽をiポッ ドにダウン ロ ー ドして、 毎 日 聞
く 。 ア メ リ カ の 友 達 にエイサーを教えている 。 ツアー は
僕の 中 にある ウ チナー魂に火をつ けただけでなく 、 沢
山 の 国か ら一 生の 友達を見つ ける ことができた 。 素
晴 ら しいスタッフとボランティアの おか げでツアーがう
まく行っ た 。 これか ら のジュニアスタディーツアー に
リ ーダーやボランティアで参加するのを楽しみにして
い る 。 ジュニアアンバサダーとしてウチナー文化を元
気 に し て 、 世界に発信したい。

1 週間 で201 2年 の ウチナージュニアスタディツアー は
沖縄出 身 1 4人の生徒と 外 国 出 身 1 4人の生徒、 28名
の 中 高生を家族にした。 参加者は仲 良くなって、 ツ
アー後 にも 友 達であ る 。 違う言語や文化があっても 、
私たち は怠思疎通を図 り 、 互いに関わ リ 合っ た 。 そ の
時 に 、 ウチナー文化がいか に 力 があ り 、 人 々 を結び
つ ける か に気付いた 。 28人の ウチナーンチュと家族
になっただけではなく 、 沖縄文化 とその文化を守 り 、
世界に広めた祖 先 の こ とを学んだ。 沖 縄 県平和祈念
資料館を見に行っ て 、 第2次世界大戦 中 に亡くなった
方 々 の ことを考えた 。



首里城と沖縄県立博物館で琉球時代から現在まで
の 沖縄を勉強した 。 国際通りで沢山 の 店 と地元 の 人
たち を見た。 美 ら海水族館でたくさんの 沖縄の海生
物を見た 。 那覇市伝統工芸館で皆が伝統的な民芸
品 作 り を した 。 私 は青い琉球グラスのカップを作っ
た 。 私の最高の経験の 1 つ は 、 沖 縄で最近建設され
た大学で、 ハイテク研究と科学的実験を行う01STに
訪 問 した事だ。 現代 的なキャンパス 、 面 白 いハイテ
ク機械、 生徒と先生たち のコラボシステムが気に
入った。 ア ウ ト ドア活動も楽しかった、 特にエメラルド
ビーチと北部の東の沢 の ト レッキング。 短 い 1 週間で
そんな に沢 山 の 所に行けた の は凄いと思う 。 私が知
らなかった素晴ら しい所が沢 山 見 えた 。 毎晩夕飯
後 、 ツアーの参加者皆で国 際通 り の にエイサーパ
フォーマンスのため に練習 した。 ミルクムナ リ のダン
スを学びながら 、 グループで練習 した。 複雑なダンス
の動きを学ぶの は 、 ちょっと時間がかかった 。 でも 、
すぐに皆が上手になって、 心が1 つ になって踊った。
練習 は楽しくて、 パフォーマンスは最高の気分だっ
た 。 元気があふれだして、 皆の心の 中 の ウ チナーの
魂に火がついた。

歓迎式 か ら 閉 会 式 の 間 は夢のようだった。 ウチ
ナージュニアスタディーツアー の参加者、 スタッフ 、
ウチナー文化 と絆を作 る と はとても楽しかったか ら 。
こ の 夏の 一 週 間 は 、 これ以上ない ほど最高だった 。
スタッフ は参加者1 人 1 人 に協 力 的で親切だった。 参
加者1 人 1 人 と の 友情 は私の 宝 になった 。 参加者とス
タッフはもう毎 日 会えないので、 ツアーの最後は辛
かった。 それでも 、 参加者になって 、 ウ チナー文化を
勉強して、 ウ チナーンチュと交流できて 、 世界の ウチ
ナーンチュに会うの は掛 け替えのない経験だった 。
ジュニアスタディツアー は意義に溢れた経験だった
ので、 自 分の地元の 県人会にもっ と参加したいと思
うようになった 。 ウ チナー文化をもっと学び、 広めて、
祖先と 同 じように守りたい。 そうすれ ば、 その文化 は
未来の世代のため に残るのだから。

一 生 に起こること は未来を変える 。 7 月 の沖縄ジュニ
アスタディーツアー は今までの 人生の 中で、 一番影
孵されたことだ。 お母さんのふるさとのことを勉強し
て 、 「 ウ チナーンチュにな り た い ！ 」 と望んだ。 伝統に
つ いて習うジュニアスタディーツアーが僕の 世界観
を大い に変えた。

沖縄から帰ってきた 日 は 、 飛行機の移動で 、 も の
すごく疲れた 。 すぐ に沖縄が恋 しくて 、 もう 一 度飛行
機 に乗って 日 本 に行き 、 住みに行きたかった。 ッ
アーの 後 、 生活が徐 々 に変わり 、 沖縄から去ったこ
とを後悔して しまった 。 何回 も 、 沖縄は本 当 の 家 と考
えていた。 今でも、 ジュニアスタディーツアーの 家族
と友達か ら の 全部 のプレゼン トを持っている 。 時 々 プ
レゼン ト 。 を見て、 7 月 の 冒 険と幸せを思い出さずに
い られないそれに 、 輝か しいジュニアスタディーツ
アーに参加 した時間 は現在 の 生活に強い影響があ
る 。 沖縄の歴史 は教科書やインターネットで読んだ
歴史より 凄いと思う 。 自 分で史跡を歩いた り 、 昔にこ
の世を去った 、 平和の礎のヒー ロ ー の 名 前を読んだ
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り 、 歴史の 一部 になった気がした事で、 とても深い印
象が残った 。 今でも沖縄、 僕の二番 目 のふるさとの
ことを 1 つ も忘れていな い 。

沖縄での経験によって僕 の 人生が変わっ た 。 その
小 さ い 島 について習ったこと はまるでアメ リ カ よ り 大
きいように感じる 。 自 由 時間 に、 インタ ーネットや
ニュースで 日 本の最新の 出 来事を調べている 。 日 本
と 中 国 の 両者が所有権を主張 している 、 尖閣諸島
の紛争 の こ とを読んだとき、 本 当 に残念だと思った。
もう争わなくて解決が出 来るように心か ら 望 んでい
る 。 北朝鮮が沖縄の上 にフィ リ ピンの 方 向 へ の ミサ
イルを発射する のを聞いたとき は 、 僕も怒った。 ジュ
ニアスタディーツアー に参加する前 は 、 日 本を調べ
ょう と 1 回 でも考えたこ とがなかった 。 でも 、 もう 日 本
の ことを知 り た い と感じている 。 そ れ は 、 2 0 1 2年 の
ジュニアスタディーツアー に参加 したおか げ。 招待し
てくれた沖縄 県 にも 、 沖縄で会ったお世話になってく
れた人 々 にも感謝している 。 僕 は沖縄にかな り の 恩
義がある 。 沖縄が僕 に歴史等を教えてくれたよう に 、
僕 は これから他の 人 々 に沖縄の こ とを教える 。

201 2年7月 に開催されたウチナージュニアスディー

は私にとっ て忘れる こ と の 出 来ない体験とな り ま し
た 。

特に、 メモリ アル平和公園 と付随博物館を訪れる
イベン トでは、 第2次世界大戦で犠牲 になっ た方 々
の 名 前が記載された追悼碑、 ドキュメン ト映画、 展示
の写真か ら 戦争がいか に恐ろ しいか、 戦争が人間
にもたらす悲惨さ苦しみを強く感じました 。 同 時に 、
メモ リ アル平和公園 の存在の意義が、 戦争の犠牲
者を 弔 い 人類への警告とするのみではなく 、 沖縄か
ら世界に向 け平和宣言を発信 していることが良く理
解できま した。

また、 環境も言葉も違う 、 い ろ い ろ な 国 から集った
沖 縄 に根を持つ青少年が、 充実 したスケジュール 、
ワ ークショップを と お して 、 首里城、 那覇の 町を探索
して沖縄の歴史 、 文 化 の知 識を得 、 日 々 の練習でエ
イサーを 習 い 、 国 際通 り で芸能披露したこと、 沖縄
の海 川 の 自 然との触合い等 々 、 沖縄の知識を深め
る こ と ができた 。 なによ り も 、 この機会 に 、 友情の絆
を深められた ことをとても婚 しく思う 。
こ こ に、 こ の素晴ら し い 、 201 2年 の ウチナージュニア
スディーに参加できた こ と 、 この企画と実施にご協 力
いただいた皆様に心 よ り 感謝を述べたい 。

これを踏まえ 、 今後、 さ ら に沖縄の知識を深 め 、 将
来 、 沖 縄 に役立つ人材と して貢献したいと思う 。

最後に、 ウ チナージュニアスディーに際し、 私事な
がら 、 従姉妹の結婚式 に参加できたこと 、 さ ら に 1 1
月 に亡くなった癌の祖父を見舞う こ と が 出 来 た こ と に
感謝を述べたい 。



県 内参加者感想文

I;:電:::ネ年ふこ；文 I 
このツアーが始まる前、 私 は不安と緊張でいっ ぱい
でした。

初めて青年リ ーダーという立場に立って参加者全
体をまとめるというのに対し、 自 分にちゃんと 出 来る
のだろうか 、 うまくやってい けるのだろうかとひたすら
思っていました。 また、 学生時代の 年齢差はたった 1
つ違うだけでも関わり 方が大きく変わってくるので、
そういった面でも溶 け込めるのかというのも不安要
素 の 1 つでした。

しかし、 ツアーが始ま り 、 参加者の子たち の雰囲気
をみていると例年より も全体が仲 良くなるスピードが
とても速く 、 初 日 から 「輪」 が出来上がっていてすごく
驚きました。 私のことも「ゆーきち ゃん」 「ゆきねぇ
ねぇ」 「ゆーきさん」などと慕ってくれ、 頼ってくれ、 つ
いてきてくれたので、 私の抱えていた不安も一 気に
なくなり 、 心から楽しむことが出 来ました。

ウェルカムパーティーか ら始まって、 首里城も伝統
工芸体験も01ST訪問も美ら海も海水浴もトレッキン
グもキャンプファイヤーもまち ぐゎ一散策もエイサー

披露もさよならパーティーも、 毎 日 のエイサー練習と
party nightも、 みんなと過ごしたなにもかもが最高の
思 い 出 となり ました。

正直、 自 分が参加者のときのツアーでは後悔した
ことが多 かったので、 今 回 このツアーに参加してみ
んなに出逢い、 新たに素晴しい経験をさせてもらっ
て感動をもう一度味合わせてもらったことに、 とても
感謝しています。 また私 自 身 、 大きく成長させても
らったところもたくさんあって、 今後の課題も見つ け
ることができました。

毎 日 毎 日 が楽 しくて、 時間が過ぎることがこんなに
も惜しく思えたのもみんなのおかげです。 本 当 にあ り
がとう。

UJSのみんなは一 生、 私のかわいい妹、 弟たちで
す ！ これから先、 誰がどこにいても何があっても、 私
はみんなの 味方だから いつでも頼ってください。 もち
ろんそれは私だけではなくて、 UJS familyの誰もが
みんなの味方。 これだけ は絶対に忘れないでね ！
またいつか、 海外組も国内組もみんな集まって遊ぽ
うね ！ みんなみんな大好きだよ ！
UJS family forever ! ! Love you guys ! ! 

二：校 I
私が今 回 の ウチナージュニアスタディーに参加 して
得られたもの は大きく分けて3つあります。

一つ 目 は「色々な視点から の考え方がある」 という
事を知れたことです。 県 内チームも海外チームもス
タッフさん達もとっても優しくて、 たくさんの事を知っ
ていて、 そんな人たち と一週間の濃い時間を過ごせ
た事で考え方や文化の違いなどについて、 とても大
きな影響を受 けました。 日 本では普通と考えられて
いることもアメリ カやカナダではビックリ されること
だったりもしました。
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ですが、 その違いを 「私たちの国ではこうなの にナゼ
あなた達の国ではそうなの ？ おかしいよ ！ 」 ととらえ
るのではなく「そう いう考え方もあるんだね」 と、 お互
いの文化を受 け入れ合い高めていけるような関係を
築くことが大切だということも学ぶことができました。

二つ 目 は大切な「仲 間 」 です。 私は今回のウチ
ナージュニアスタディーの 中 で3人 しかいない 中 学
生のうち の 1 人だったこともあ り 、 最初 は「年上ばっ
か り の 中 でなじめるかな」 と不安を抱いていました。
でも先輩達は皆、 自 分 の 目 標をしっかり持ってがん
ばっている素晴しい方々 で「私もこんなお兄ち ゃん、
お姉ちゃんみたい にな りたいな」 と思える人ばかりで
した。 海外チームも県内チームもみんなフレンドリー

なメンバーだったので年など関係なくてすぐに仲良く
なる事ができて私はとっても女喜 しかったです。 本 当 に
素敵な仲 間達と 出 会えたことに心か ら感謝していま
す。

三つ 目 は「夢」です。 私が海外のメンバーとおしゃ
べり していた時、 言葉の壁に挟まれてコミュニケー

ションがいきづまって しまったことがあ り ました。 そん
な場面で何度も助 けて下さった、 アルトゥー ロ さんや
エリ カさん、 サキねぇね達を見て 「私も人と人とをつ
なぐコ ミュニケーションのか け橋のような人になりた
いな」 という夢を持つことができました。 又 、 アル
トゥーロ さんとお話している 中で「1 0カ 国語しゃべれ
るようになりたい ！ 」 という 目 標を持つ こともできま し
た。 これからその夢や 目 標を叶える為に努力を積み
重ね一 歩一 歩、 歩んでいきたいと思います。 そして
夢を叶えた時にもう一度みんなで集まってダンス
パーティーをしたいです。

二 l
私は、 UJS20 12に参加して、 普段の生活で体験でき
ないことをしました。 それは、 世界の ウチナーンチュ
の 人 々 を国際交流をする ことです。 これまで私 は、
国際交流をしたくても、 英語を話せないといけないの
で、 遠慮していました。 ですが、 今 回 、 UJS201 2に参
加 して、 英語を話せるようになりたいと思いました。
そして、 高校生になったら県費の一 年間留学でアメ
リ カに行きたいと思います。

UJS2012に参加したことで、 新しい 目 標や夢、 やり
たいことが見つかりました。 私の将来の夢 は 、 アナ
ウンサーになりたいので、 それに向かって頑張りた
いです。
最後に、 UJS201 2に参加 した時は、 みんなと仲良く

なれるのか不安でした。 ですが、 その不安も一 日 で
消え、 最終 日 にはか けがえのない思い出 へと変わっ
ていました。

大石根さん、 今 回UJS201 2に参加させていただき
本 当 にあ り がとうございました。



l：二こ学校 i 
「お父さん 、 さっき一緒 に写真を撮った真理 ね、
四ヶ国語も話せるんだよ ！ 」

最終 日 のエイサーの披露が終わ り 、 帰宅途 中 の
車の 中 で 、 私は泣きながら英会話を始めたい ！ と両
親に話しました 。 こ の 一 週間 は毎 日 が楽しいイベン ト
ばかりでしたが、 私の心の奥の隅には海外のウチ
ナーンチュ子弟の仲 間 に対して、 憧れや尊敬だけで
はなく、 何か劣等感みたいなものを感じていました。
なぜなら母国語や英語は 当 たり 前 、 日 本語もとても
上手な同世代の仲間 を 目 の前にして 、 私が唯一使
える言語 は 日 本語だけだったからです。 自 分では英
語が得意なつも り でしたが、 自 分の 英語だけで伝わ
ら ない言語の壁を大きく感じ、 今の 自 分の英語力 に
危機感を覚えました。 初め の うち は両親に何度も断
ら れた り も しましたが、 最後には私の本気の気持ち
を理解して貰うことができました。 今では週に一度 、
マンツーマン レッスンの 英会話を習っています。 Lや
R、 BやV等の発音が難しいですが、 ネイティブとの
英会話を 目 指して毎 日 楽しく頑張っています。

又 、 9 月 にはUJSプロ グラムでの体験を踏まえて、
第59 回 国 際理解 ・ 国際協力 のための主張コンクー

ルにも挑戦 しました。 当 日 はとても緊張してしまいま
したが、 一 生懸命 自 分の意見を言うことができて良
かったです。

そしてもう 一 つ変わったことがあ り ます 。 それは 、
志望校を ワ ンランク上の大学に変えたことです 。 今
までの 自 分 にとって は遠い存在の学校だったのでた
だ憧れの 気持ちを持っているだけだったのですが、
今回のプロ グラム参加したことで海外で頑張ってい
る仲 間 達 や 引 率 してくださった先生方からたくさんの
刺激を貰い 、 全 力 でぶつかっていこう ！ という気持
ち になれました。 今 は 旧帝大の 医学部を 目 指して勉
強 にも励んでいます。

このプロ グラムに参加 したら人生が変わる ！ と聞
いていましたが実際に本 当 だというこ とを実感しまし
た 。 こんなに素敵なプロ グラムに参加することができ
たので、 ただ 「楽しかった」だけではなく、 自 分のス
テップアップの いいきっか け になるよう にこれからも
頑張って いきます ！

：：こ二/ ;| 
私 は 、 去った7 月 24 日 ～ 30 日 に行われた「UJS201 2」
に参加 しました 。 三ヶ 月 以上過ぎた今でもみんなと
過ごした時間がつ い 昨 日 の様に思い出 されます。

私 がUJSTに参加 して強く感じた の は 、 「 いちゃ り ば
ち ょーで一」 と言う言葉は本当だったという事です 。
海外メンバー はもちろん、 日 本メンバーも初めて会う
人 ばか り でみんな緊張していたと思います。
そして海外メンバーと は上手く会話が出来ないなん
てこともあった り しました。
ですが、 最終 日 のパーティーでは全員で泣き、 肩を
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組み、 別れを惜しんでいるときにふと 「いちゃり ば
ち ょーで一」 とはこの事だなと思いました。 Facebook
等で交流したり していると 「 出 会 え ば皆兄弟」まさに
その通りだと思います。

そ して私がUJSTに参加 して変わった事は 、 「何事
にも勇 気を 出 して率先 して挑戦してみよう」 と思う様
になった事です 。 私はとても人見知 り で、 こ のツアー

に参加するのもとても 勇 気が必要でした 。 しかし参
加 して か ら は様 々 な事 にチャレンジしています 。 その
一 つ が学校 内で募集があった県外高校研修にも応
募 し 、 先 日 長崎の高校に行っていました。 また、 以前
か ら興味のあったボランティア活動 にも参加 しようと
考えています。 そして、 新聞記事で、 世界の ウチ
ナーンチュの ことが書かれている記事を読んで、 切
り抜いた り し、 世界 中 の ウチナーンチュの活躍を気
にか ける よう にな り ま した。

最後に 、 私 はUJSTに参加することができ本 当 によ
かったと思います。 UJSTでは、 とても貴重な体験を
する事ができました。 来年は受験でお手伝 い は 出 来
ませんが、 ぜひ機会があればまた違う形で参加させ
ていただきたいです。 素敵な機会をあり がとう ござい
ました。

僕は、 ウチナージュニアスタディーツアーを通して、
とても大切なことを学びました 。 それは、 お互い の 文
化を知 り 、 それを受 け入れて 、 また 自 分の 国 の文化
も伝えていくということです 。 世界のいろいろな 国 か
ら来た友達の文化は全く違っていて、 とても新鮮で、
様 々 な国 の文化について、 もっ と勉強したいなと思
いました。 それだけではなく、 や は り 自 分の 国 の 文
化 についても、 深く勉強し 、 伝えていく事も大切だな
と思いました 。 また、 改めて英語のおもしろさ 、 英語
で会話をする楽 しさを感じました。 それと、 ジュニア
スタディーを通して、 たくさん の 国 の 友達がたくさん
できま した 。 それは、 「 友達」ではなく 「 家族」 というよ
うな存在 にな り ま した。

毎 日 、 1 週間 近くも一緒に過ごし、 ごはんを食べる
とき、 寝るとき、 遊ぶときもいつも一緒でした。 本 当 に
毎 日 が充実していて 、 最後の 日 になる の が、 少なく
とも 自 分 は嫌でした。 僕たち は 、 初 日 か ら とても仲 良
しで、 テンションが上 がりすぎて、 こ のままでも大丈
夫なの か というくらい騒いでいました 。 僕たち は 、 睡
眠時間を削ってでもみんなと一緒に交流したくて、 夜
更か しして翌 日 が大変だった 日 もあ り ました。 だけ
ど、 そんな 日 もみんなで一緒にいると 、 とても楽しく
て 、 眠気なんて気 に しませんでした。 そんな楽しい時
間も終わり に近づく と 、 とても悲しくな り ま した 。 空港
に見送り にいくと 、 朝 はたくさん人がいた の に、 夜 に
なるにつれ、 みんなそれぞれ の 国 へ帰っていき 、 な
んだか心がポッカ リ あ いたような気分にな り ま した 。
そんな 自 分が嫌で、 学校の 友 達よ り も 、 ジュニアスタ
ディーツアーの 「家族」 に会いたくなり ました。



それと 同 時に 自 分の 目 標ができ 、 次 にみんなと会う
とき は 、 英語がもっ と上達していて、 自 国 の文化も身
につ けて、 それが伝え られるようになる と決めまし
た 。 今もみんなに会うため に英語をがん ばっていま-9 。

これか ら も 、 UJSメンバー に会える 日 を 目 標 にし、
「前よ り 英語が上達したね 。 」 と言われるよう にな り た
い です 。

私 はUJSに参加 して 、 県 系人の思いを知った り 、 披
露されたか ら 手 や三線はとても素晴しくて 、 沖織に
住んでいる私より誇 り をもって、 ウチナーンチュらしく
活動していることにとても嬢しく感じた と 同 時 に 、 私も
県民と して沖縄の文化を伝え られる ように三線の練
習 や方言をもっ と頑張って学ぼうと思いま した。

UJSがおわってか ら は 、 1 0月 に行われた商業英語
スピーチコンテス ト に参加し 、 このUJSでの体験と思
いを話し、 二位に入 賞するこ とができました。

今の私 は進路が決ま り 、 来年か ら は内地での新し
い生活がスター トしますが、 そこでは県人会に入 り 、
沖縄の文化や伝統を 内 地でも伝え られる ような活動
を したいと思っています。

帰ってきた ら 、 世界ウチナーンチュ大会の参加や、
UJSツアーのボランティア として参加 できたら い いな
と思っています 。 私 はUJS に参加 して、 こ の よ う に
やってみたい ことや 目 標ができ 、 視野が広 が り ま し
た 。 今 はそ の 目 標に 向 けて 、 言語の勉強やJICAフェ
スティバル に足を運んだ り 、 講演会を聴くなど、 稜極
的 に行動 している の で毎 日 充実した楽しい 日 々 を
送っています。

今でもUJSのTシャツやメンバー との写真を見て毎
日 の ように思い 出 し 、 会いたくなり ますが、 いつか再
会できる ことを信じているので、 日 本の反対側に友
達がいると思うと誇らしく思います。

私がUJSで過ごした 一 週 間 は大切な思 い 出 です 。
本 当 に参加できたこと、 最高のメンバーに 出 会えた
こ と 、 感謝の気持ちでいっ ぱいです 。

私 の よ う に 、 考え や視野が前 向 きに変わる人が、
これか らもっ とこのツアーで増 えたらいいなと思いま
す。

私 は 、 この ウチナージュニアスタディー201 2 に参加
できたことを誇 り に思います。 去年までは 外 国 人 が
どう しても苦手で、 外 国 人 と交流するようなプ ロ グラ
ム に参加するなんて思ってもみませんでした。
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去年 自 分が出 演 したウチナーンチュ大会の 関連事
業ということで知って はいたこのプロ グラムでした
が、 学校で募集があ り 、 これも何かの縁だと思い応
募したのがきっ か けでした。

ツアーが始まるまでは、 や は り 不安で仕方なく 、 沢
山 心配を抱えていましたが、 「参加するなら精一 杯
楽しもう ！ 」 と心 に決め でソアーに臨みました 。 でも
いざ始まってみる と 県 内 参加者の皆はかなり 気さく
で、 明朗快活な 人 ばか り ですぐに打ち と けることがで
き、 県 内 か ら海外へと 、 友達の輪 が広がる の はあっ
というまでした 。 海外のみんな は 、 ニヶ国語を話せる
の はあ た り 前で、 三ヶ国語も話す人もいて 、 英語もま
とも に話せない 自 分 に不 甲 斐なさを感じました。 十
二期 生 の みんな と は 家族以上 の絆を築き 、 またいつ
か 、 みんなでツアーをする約束を しました 。 また個 人
的 に は次会うときには英語で会話しようねとアメ リ カ
の 子 と約束をしました。

帰ってきてか ら 、 英語へ の 関 心 はさ ら に高ま り 、 英
語の授 業が前以上 に 楽 しくな り ま した。 また、 県 内参
加者の皆にも、 とても良い刺激を 受 け て 、 前までは
思いもしなかった留学も 、 考えるようにな り ました。
今まではとてもせまかった 自 分の視野が、 一 気 に広
が り ました。 海外にいる私の大切な家族たち とも 、 今
でもテ レビ電話やフェイスブックで交 流をつづけてい
ます。 ウチナーンチュというつなが り が、 私達を結ん
でくれたんだと思います。 UJSで 出 来た仲 間 と思い
出 は か けがえのない 一 生 の 思い 出 です 。 本 当 に 、
参加させてくれて あ り がとう ございま した。 これか らも
積極的に交流に参加 したいです 。

私 はUJS に参加 して 、 他 の 人 に はなかなか経験する
ことが出 来ない特別 で貴重な一 週間を過ごすことが
できま した 。 こ のUJSのメンバーであること にすごく誇
り を持っています。

一 日 一 日 過ごしていくなかで、 感じること は 沢 山 あ
り ましたが、 今少し時間をお いて考えてみる と 、 や は
り 「 いち ゃ り ばち ょーで一」 を とても実感しました 。 本
当 にたった 一 週間 という短い じかんだっ たにも関わ
らず今でも連絡を取 り 合った り 、 みんな私 にとって家
族の ような存在だということです 。 こ の 家族の仲をい
つ までも大切 に していきたいと思います。

また、 海外のメンバー は 自 国 についての知識が豊
富で、 かつ沖縄についての知識も持ってお り 、 すごく
驚きました 。 次年度 は 、 沖縄の参加者も事前にテー

マなどを決めて、 みんなで発表する取 り 組みを設 け
ることでよ り 良 い 国 際交流 になる と思います 。 まずは
自 分の こ と 、 自 分の 住んでいる地域の こ と か ら 知 っ
ていき、 理解したうえで、 相 手 の ことも理解する 。 そ
してそこから 生まれる 大きなパワ ーが国際交流の意
味だと私 は感じました。 今 回 は 、 相 手 か ら パ ワ ーをも
らうことが多かったので、 これか ら 色 々 な国際交流
に参加 しよう と考えている分、 反省をふまえてこれを
次のステップに繋 げていきたいと思いました。



こ の UJSを終えて 、 以前 よ り 英語や国際問題に関心
を持つ よう にな り ました。 テ レビ番組やニュースなど
で、 交流したメンバーがいる 国 が 出 ていた ら 、 自 然と
耳を傾けて 、 くいついている 自 分がいます。 離れて
いてもいつも私 の 心 の 中 にいてなにか特別な 力 を
持っている存在です 。

UJS に参加 して、 様 々 なことが身につき、 大きな大
きな 自 信にも繋 が り ま した 。 今後とも、 UJSを続けて
言っていつか大 同 窓会をしてみたいです。 あ り がとう
ございました。

私 は 今 回 のUJS20 1 2に参加 したことで、 多 くの ことを
得る ことができま した 。 中 でもこの 交流で得た友達は
本 当 にす ばら しく大切なものです 。 言語や文化の違
いも気にならない ほ ど仲 良くなれま した 。 そしてなに
よ り も彼らか ら学んだこと は 、 彼 ら の 心 の 中 にある沖
縄です。 海外に住んでいながら 、 沖縄の音楽 、 空手
などの 文化を大切 に している彼ら は 、 私に沖縄の人
の郷土愛を改めて感 じさせてくれま した。

移民についての ワ ークショップなどでは 、 私 の 知 ら
ない沖縄の移民の 歴史、 また 県 内 の文化財を巡っ
ていく 中 で流求 の素晴しさを再認識することができま
した。

今 回 のプロ グラムに参加 したことで、 以前よ り も 県
内 のニュース にも興味を持つよ う にな り 、 ブラジルな
どの海外 の ウ チナーンチュの 人 々 の活動 にも注 目
するよう にな り ました 。 そ して何よ り も 、 言語の習得
はもち ろん 、 これからの 自 分の進路選択にも留学を
通して様 々 な沖縄をみてみたいという方 向 に、 まだ
明確ではあり ませんが、 意欲が湧 いてきました。 本
当 にこのプログラムに参加する ことができてよかった
と思います 。 多 く の 人 と 出 会 い 、 そこから繋がり 、 今
でも関わっているということ にとても嬉しく思っていま
す 。 またこれか らも交流を続けていきたいです 。

最後に、 大石根さんを はじめとする今 回のプログラ
ムを支えてくださった方 々 に はとても感謝していま
す 。 充実していて本 当 に有意義で濃い一 週間でし
た 。 プ ロ グラムの 中 以外でも学ぶことがあ り 、 素敵な
夏を過ごすことができました。 ここで経験したことが、
将来の新たな 目 標へのきっかけとなったので、 これ
か ら も 目 標達成へ向 けて頑張っていこうと思いま
す 。 本 当 にあ り がとうございました。

僕 は 、 このツアーに参加 してとても楽しい時間を過ご
すこ とができました。 一 緒に参加 した仲 間 やお世話
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になったサポータ ーの皆さんと は 、 パソコン等を使っ
て今でも、 時 々 集まって遊んだ り しているので、 あま
り寂しいと思うこと は 、 ないです 。 僕が一 番UJSのツ
アー に参加 して良かったと思う事 は 、 様 々 な国 の子
供達と会話ができ、 そ の 国 の特色やなかなか知 る こ
とができな いような事を知ること ができるこ とです。 そ
して、 な によ り 、 とても優しく 、 楽 し い 友達を作ること
が 出 来た事が一 番このツアー に参加 して良かったな
と思うことでした 。 それに、 ツアーの 中 には 、 沖縄の
歴史や昔使われていた井戸等を見学させても ら い 、
沖縄で育ってきた僕でも 知 ら ない様な沖縄を知る事
も 出 来ました。 そ して、 メンタル的な面において は 、
ツアーが終わって家に帰 り 、 両親に体験したことを
話しをすると 、 「退 しくなったな」 と喜んでいました 。 な
ので、 こ の ツアーで僕 は 、 仲 間 、 精神的強さ、 知 識の
三 つ の 分野で学び、 得るものがあったので、 とても
満足できる 一 週 間でした。

最後に、 このツアーで学んだことや得たものを色 々
な所で活かせるように頑張 り たい と思います 。 このツ
アー は 、 今までで一 番楽しい一 週間でした。 ツアー

に参加させてくださ り あ り がとう ございま した。

私 は201 2年度ウチナージュニアスタディー に参加す
る こ とができ、 本 当 に運が良かったと思います 。 も し
参加できていな けれ ば私 は成長せず、 まだ沖縄に
無 関 心なままここにいたでしょう 。 ウチナージュニア
スタディーで一 番感じたこ と は 、 私が今まであま り 自
分のなかでは感じなかったウチナーンチュであるこ
と の 誇 り です 。 このプロ グラムでは世界各 国 か ら 沖
縄の血の混じったウチナーンチュ青年達が来ていた
の ですが、 予想 以上に、 沖縄の現地の青年以上に
沖 縄 の こ と に関心を持ち 、 文化を取 り 入れ 、 私 よ り も
三線が上手だった り 、 空手やエイサーができた り 、
沖縄の曲を私より知っていた り 、 と沖縄現地の人顔
負 け の 沖縄への誇りを海外 か ら来たみんなは持っ
ていました。 私 の 学校では空手の授業が必修なの
ですが 、 私はこのプログラ ム に参加するまで 「なんで
空手受 けないといけない の 。 め ん どくさい ！ 」 など文
句 ばか り 言っ て 、 真面 目 に授業を 受 けていませんで
した。 し か し 、 海外の友達の空手演武を見て 「負けて
られない ！ 」 と 思 い 、 今では改心し空手授業がある
こ と に感謝し、 真面 目 に取 り 組んでいます 。 このプロ
グラムで出 会った仲 間 は血の繋がっ た ウ チナーン
チュ同 士です。 今 は離れているけど家族の ような存
在になり 、 4か 月 経った今でも連絡を取り 合っていま
す 。 本 当 に色 々 なことを共有し 、 学びあい、 一 緒に
喜んだ り 悲 しんだり 踊ったり した大切な仲 間 たち で
す 。 出会 えたことに感謝しています 。



4．参考資料



受 入 実 績
( 1 ) 海 外 参 加 者 ＊ は ウ チ ナーンチュ大 会 開 催 年 度

0 海 外 参 加 者 ・ 引 率者 の 国 別 内 訳 【 （ ） は 弓 l 率 者 の 人 数 】

国：三 日 1 3 日 1 4 1-1 1 5  日 1 6 日 1 7 日 1 8
六 ＊ 

ボ リ ビア 4 2 2 2 2 4 
( J ) ( 1 )  ( 1 ) 

ブラジル 8 3 3 3 3 6 
(2 ) ( 1 )  ( 1 ) 一旦 -m_ 

ニ望一
う ち カ ン ポ グ ラ ン デ 2 1 1 l 1 

( 1 ) ( 1 ) 

アルゼ ン チ ン 4 2 2 2 2 3 
( 1 ) ( 1 )  ( 1 )  ( 1 ) 

ペル ー 4 2 2 2 2 3 
( 1 )  ( 1 )  ( l )  ( 1 ) ( 1 ) ( 1 )  

ベネズエラ 1 
( 1 )  

メ キ シ＝ 2 1 
( 1 ) 

キニ:—ー ノ ゞ 1 1 1 J 
( 1 )  ( 1 )  ( 1 )  ( 1 )  

フ ラ ンス 1 
( 1 ) 

イ ギ リ ス 1 ］ 2 
( 1 ) ( l ) 

ドイ ‘ン 1 
( 1 )  

アメリ カ 1 7  6 6 5 5 1 0  
(4) (2 ) (4) ( 1 )  ( l )  (2 ) 

う ちノ ヽ ワイ 2 2 1 1 
( l )  

う ち グア ム l 1 
( 1 )  

カ ナ タ- 4 1 l l 1 2 
(2 ) ( 1 ) 

フィ リ ヒ°ン 3 2 2 1 1 1 
( 1 ) ( 1 )  ( 1 ) 

シン カ-,J( ーノレ l 
( 1 )  

マ レ ー シア l 

＝ュ ー ブ3 レ ド＝ァ

計
5 0  2 0  1 9  1 7  1 7  3 4  

( 1 7 ) (9 ) (9 )  ( 5 )  (5) (6)  

0 海 外 参 加 者 の 世 代 別 内 訳

国
-

名
-／ 

日 1 3 日 1 4 日 1 5 日 1 6 日 1 7 H l 8  
＊ ＊ 

1 世： 1 2 1 
2世 2 6  5 6 6 3 1 4  
3 世 2 1  8 1 0  8 ， 1 3  
4 世 3 7 3 2 3 5 
5 i辻 1 
計 5 0  2 0  1 9  1 7  1 7  3 4  

0 海 外 参 加 者 の 男 女 別 内 訳
年度 H 1 3  日 1 4 日 1 5 日 1 6 日 1 7 日 1 8-- ＊ ＊ 

男 子 3 0  ， 5 7 6 1 5  

女子 20 1 1  1 4  1 0  1 1 1 9  
脊十 5 0  2 0  1 9  1 7  1 7  3 4  

( 2 ) 県 内 ・ 県 外 参 加 者
〇 県 内 一 県 外 参 加 者 の 学生 別 内 訳

国：／
日 ］ 3 1-1 1 4  日 1 5 日 1 6 日 1 7 日 1 8

六 六
/」 ヽ 笞を 外三 ， 
中 学 生 2 4  1 3  7 5 4 1 1 
苗54交 生 1 7 1 1  1 8  1 5  1 5  2 2  
そ の 他

計 5 0  2 4  2 5  2 0  1 9  3 3  

〇 県 内 ・ 県 外 参 加 者 の 男 女 別 内 訳
年 度 日 1 3 日 ］ 8 

＼ 
日 1 4 ト1 1 5 1-1 1 6  日 1 7

国 名 女 六

児 う'- 1 5  6 4 4 :) 7 
女-二f 3 5  1 8  2 1  1 6  1 4  2 6  
n+ 5 0  2 4  2 5  2 0 I 1 9  3 3  
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日 1 9 日 2 0 日 2 1 1-1 2 2  

2 1 1 1 
( 1 )  ( 1 )  
3 3 3 3 

( 1 ) ( 1 )  ( 1 ) (1 )  
l 1 1 1 

2 2 2 2 
( 1 )  

2 l 2 2 
( 1 ) ( 1 ) 

1 1 

1 1 l 
( 1 ) C l )  ( 1 ) 

1 1 
( 1 )  

5 4 6 7 
( 1 ) ( 1 )  ( 1 ) ( l ) 

1 1 

1 1 ］ 2 

1 

1 

1 l l 

1 7  1 5  1 8  2 1  
(4 ) (4) (4) ( 5 )  

日 1 9 日 2 0 日 2 1 日 2 2

1 

5 2 5 8 
8 5 8 7 

4 7 5 5 
1 

1 7  1 5  1 8  2 1  

日 1 9 H 2 0  日 2 1 日 2 2

6 4 6 ， 
l l  1 1  1 2  1 2 

1 7  1 5 1 8  2 1  

H l 9 日 2 0 日 2 1 日 2 2

4 4 5 6 
1 3  1 1  1 3  1 5 

1 7  1 5  1 8  2 1  

日 1 9 日 2 0 日 2 1 日 2 2

3 3 4� 3 
1 4  1 2  1 4  1 8  
1 7  1 5  1 8  2 1  

!-1 2 3  日 2 4＊ 
3 1 

2 3 
- （ 1 ) 

1 

3 ］ 
( 1 )  
3 l 

1 1 

］ 

1 

7 6 
( 1 ) 

l 

1 1 

1 

1 

2 3  1 5  
(3 ) 

]-1 2 3  日 2 4
＊ 
1 
8 6 
8 4 
6 5 

2 3  1 5  

l-1 2 3  日 2 4
＊ 
1 0  7 
1 3  8 
2 3  1 5  

日 2 3 日 2 4
六

7 2 
1 7  1 2  

l 
2 4  1 5  

日 2 :3 I 日 2 4 I ＊ 
4 | 2 I 

2 0  I 1 3 I 
2 4 I 1 5 I 

許十

2 5  
( 5 )  
4 3  

( 1 2) 
1 3  
( 2 )  
2 7  
(6) 
2 6  
(8) 

( 1 )  
7 

( 1 ) 

( 7 ) 
1 

( 1 )  
5 

(2)  

(2 ) 
8 4  

( 1 9 ) 

( 1 ) 
2 

( 1 ) 
1 7  
(3 ) 
1 J 
(3)  

1 
( 1 )  

3 

4 

2 6 6  
(7 1 )  

甘十

6 
9 4  

1 0 9 
5 5  
2 

2 6 6  

甘十

1 1 4 
1 5 2 

2 6 6  

甘十

， 
9 2  

1 7 9 

1 
2 8 1 

行十

6 0  
2 2 1  
2 8 1  



|［：-る： さ ふぶr-ベ・乎成⑱年度口県内参加者全g麗一二虞二瓢虞 □`二“`靡◇髯麟：
県 内 参 加 者 名 簿

氏 名 学年 性別 学 校 名

1 異那嶺 瑠奈 RU NA YONAMINE 1 女 琉大付属 中 学校

2 松 田 那海 NAMI MATSUDA 1 女 本部 中 学校

3 米須 百 々 絵 M O M O E  KOM ESU 2 女 浦西 中 学校

4 山 川 泰史 TAISHI YAMAKAWA 2 男 安 岡 中 学校

5 屋良 紗 月 SATSUKI YARA 2 女 那覇 中 学校

6 島袋 由 梨奈 YURINA SHIMABU KU RO 3 女 安 岡 中 学校

7 荻野 なつれ NATSU RE OGINO 3 女 知念中 学校

8 上原 秀征 HIDEYUKI U EHARA 1 男 読谷高校

9 渡員利 裕紀 YUKI TOMARI 1 男 那覇商業高校

1 0  津波 愛 乃 AIN O TSUHA 2 女 読谷高校

1 1 玉 元 七海 NANAMI T AMAMOTO 2 女 向 陽高校

1 2 大城 琳果 RINKA OSHIRO 2 女 那覇西高校

1 3  平安名 萌 恵 M O E  HE NNA 2 女 昭和薬科大付属高校

1 4 玉 那覇 真理 MARI TAMANAHA 2 女 那覇西高校

1 5  神 山 美咲 MISAKI KAMIYAMA 2 女 那覇西高校

1 6 上原 友希 YU KI UEHAR/:-.. 2 女 向 陽高校

1 7  呉屋 満理奈 MARINA G OYA 2 女 普天間高校

1 8 名 渡山 杏奈 ANNA NADOYAMA 2 女 那覇西高校

1 9 知花 佳那子 KANAKO CHIBANA 2 女 読谷高校

20 入米蔵 康平 KOHE i  IRIYON E KU RA 3 男 浦添高校

2 1  町 田 未帆 MIHO MACHIDA 3 女 中 部農林高校

22 城間 怜乃 SATONO SHIROMA 3 女 小禄高校

23 照屋 香織 KAORI TERUYA 3 女 中 部農林高校

24 新里 真梨奈 MARINA SHINZA TO 3 女 中 部農林高校
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海外参加者名 簿

氏 名 ： 性別 1 世代 国名 県 人 会 名

1 ， ガブリ エル ユウジ 中
， 男 1 2世

I GABRIEL YUJI NAKASHIMA ”」"�＂””“““! � ＂“�“�”▲ヽ�0・�賣“‘�”””"企“”*““*�”．:●鼻會�“4バ'""”鴫�"." ＂ � ＂ "� �＂ "“� "着"'”"� ＂い着".”""”""．° "‘�如ヽ �”�”‘””."'‘" " ＂*”"‘�·▲� �”‘"‘� �”� " "“ l"..."▲̂ �””"」り1.“•い▲賣�“““會9鴫“'

2 �--、 宮城 カロ リ ーナ 真 由美
： 女 1 2世

MIYAGI CAROLINA MAYUMI 
呉屋 ジェシカ マリエル

： 女 1 3 世
GOYA JESSICA MARIEL 

諸喜 田 ステファニア ひかり

3

 

4

 
女

SHOKITA STEFANIA HIKARI 

5 ！ 伊計 あゆみ l 女 I 1 世
IKE! AYUMI I 

: ! I 

6 I 
I ウエハラ チネン ケン ロベルト l , 

： 男 1 4世
UEHARA CHINEN KEN ROBERTO 
オオシロ ミネイ アレサンドラ ヨシミ

3 世

ブラジル ブ ラ ジ ル 沖 縄 県 人 会

アルゼンチン 県 人連 合 会

7
 

8

 

OSHIRO MIN日 ALESSANDRA TOSHIMI 
マタヨシ キアン クリ スティナ

！ 女
MAT A YOSHI KIAN CRISTINA 

女 l 4世 ペルー

3 世

ペ ル ー 沖 縄 県 人 会

，

 

女 1 2世

1 0  

男

3世 ボリ ビア ボ リ ビ ア 沖 縄 県 人 会

1 1  

OSHIRO JOHJI 
ホカマ 栄治

HOKAMA EIJI 
仲宗根 ナカムラカリ 俊

男

3 世

1 2  
. AKASONE NAKAMURAKARI SHUN MAURICIO 

デリオン ブリ ッタニ—

l 女男1 3  

1 4  

DELEON BRITTANY 
ゲスリ ング マイヤ

4世

3 世

メキシコ
I 
メ キ シ コ 沖 縄 県 人 会

女 3世

ペ ン サ コ ー ラ 沖 縄 県 人 会

MIAYA GESSLING 

1 5 : 
ジュリアス テルジ ギャ レス

; i

男

l- JuLIUS TERUJI GALLEs , 

1 6  �
 

＇ 
ジェシカ ソシド ： 女

I JESSICA SAUCEDO I 9 
1--

， ディーッ ケネス ジェームス
1 7  � DALE ALLEN SCHLEHL日N 皿 ＇

1 8  i ガッラード ビ ビアン カオリ

i GODDARD VIVIAN KAORI 

1 9  i 
i ニコラス マサヨシ アワ
I NICHOLAS MASA YOSHI , .. 

20 
1 夕をシ トミヤマ

2 1  I 業須 リ リー i 

I i 女

: 
LILY KOMESu l 

オング ジャンシェン l 
22 �

男

1 2世 I マレーシア I マ レ ー シ ア 県 人 会
ONG JIANSHEN 
トノン プリ シリア23 i ： 女 I 4世 I ニューカレドニア I ニ ュ ー カ レ ド ニ ア 協 会

THONON PRISCILLIA 

アメリカ

カナダ

沖 縄 県 人 ク ラ ブ

ニ ュ ー メ キ シ コ 州 沖 縄 県 人 会

シ カ ゴ 沖 縄 県 人会

イ ン デ ィ ア ナ 沖 縄 県 人 会

I ア ト ラ ン タ 沖 縄 県 人 会

北 米 沖 縄 県 人会

レ ス ブ リ ッ ジ 沖 縄 文 化 協 会

イギリ ス イ ギ リ ス 沖 縄 県 人 会
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県 内 参加者名 簿
氏 名 年齢 性別 校 名

1 袋 安 生 AKI SHIMABUKURO 1 4  女 兼城 中 学校

2 比 嘉 優 仁 YUU:\TI HIGA 1 3  男 与那原 中 学校

3 前 盛 よ も ぎ YOMOGI :vIAEMORI 1 4  女 伊原間 中 学校

4 赤 嶺 英 美 EIMI AKAMINE 1 3  女 小禄 中 学校

5 知 念 志鶴河 SHIZUKA CHINEN 1 4  女 知 念 中 学校

6 高 里 夢 子 YUMEKO T AKAZA TO 1 4  女 山 中 学校

7 神 谷 美 帆 MIHO KArvIIY A 1 6  女 糸満高校

8 山 城 美 鈴 MISUZU YAMASHIRO 1 7  女 糸満高校

， 上 原 壮 登 MASATO じEHARA 1 7  男 伊良部高校

1 0  新 日 奈 子 HINAKO ARAKAKI 1 7  女 南部農林高校

1 1  冨 名 腰 明 AK.ARI FUNAKOSHI 1 5  女 開 邦高校

1 2  根路銘 真 歩 MAHO NEROME 1 5  女 開邦高校

1 3  浜 ） 1 1 涼 夏 SUZUKA HAMAK!\. WA 1 5  女 那覇西高校

14 酒 井 真 歩 MAHO SAKAI 1 5  女 那覇高校

1 5  城 朱 AK.ARI MIYAGI 1 6  女 那覇西高校

1 6  金 城 海 里 KAIRI KINJYO 1 7  男 浦添高校

1 7  渡 麻 里 江 MARIE WATARI 1 6  女 那 覇 国 際高校

1 8  崎 本 末 来 MIRA! SAIZIMOTO 1 6  女 那覇西高校

1 9  岸 本 麻 衣 MAI KISHIMOTO 1 6  女 那覇西高校

20 名 嘉真 千 咲 CHISA NAKAMA 1 6  女 那覇 国際高校

2 1 楚 南 琴 子 KOTONE SONAN 1 5  女 那覇西高校
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海外参加者名簿
氏 名 年令 性月 lj 世代 国 名 県 人 会 名

1 輝美 タ バ レ ス 玉寄 マ リ ア エ ド ウ ア ルダ
TERUMI TAVARES TAMAYOSE111..L\RIA EDUARDA 1 7  女 4 世

2 与儀 ウ イ リ ア ン 勇貴 ブ ラ ジ）レ沖縄県人会

YOGI WILLIAN YUKI 1 5  2 世 ブ ラ ジル

新里 方 一 イ ル ト ン 鈴木3 SHINZA TO SUZUKI YUZO HILTON 1 6  男 3 世 カ ンポ グ ラ ンデ沖縄県人会

4 大城 エ リ カ ク リ ス 丁 イ ナ
OSHIRO ERIKA CRISTINA 1 6  女 3 世

5 呉屋 パ ウ ラ ダ ー エ フ ア ルゼ ン チ ン 在亜i叩眉県人連合会

GOYA PAULA DANIELA 1 7  女 3 世

6 喜久 山 愛理
AIRI KIKUY AMA 1 7  女 2 世 ボ リ ビア ボ リ ビ ア 沖糧県人会

7 カ ナ シ ロ ナ カ ミ ネ カ ル ロ ス ヤ ス ヒ デ 1 6  男KANASHIRO NAKAMINE CARLOS YASUHIDE 3 世

8 ム フ タ ウ エス ナ ミ エ エ リ カ ペルー ペ ルー 沖縄県人会

MURAT A UEZU MAMIE ERIKA 1 3  女 3 世

， ペ レ ス ギ ュ フ 日 出 美
PEREZ GUERRA HIDEMI 1 3 女 4 世 メ キ ン コ メ キ ン コ 沖罰県人 会

1 0  フ ォ ン テス ゴ ンザ レ ス キ レ イ
FONTES GONZALEZ KIREY 1 6  女 4 世 キ ュ ー バ 青年の 島県人会

1 1  
ケ イ ジ ュ リ ア ア ン
KA YE JULIA ANNE 1 5  女 2 世 ミ シガ ン沖縄県人会

パ ー ス ロ パ ー ト ケ ネ ス1 2 PANIS ROBERT KENNETH 1 6  男 3 世

1 3  山 城 カ イ ル ア レ フ 北米沖縄県人会

YAMASHIRO KYLE ALEPH 1 5  男 4 世

伊佐 ブ ラ ト ッ ク リ ア ナ1 4  ISA LIANA 1 6  女 2 世 ア メ リ カ コ ロ ラ ド 州 沖網県 人 会

当 銘 紀沙1 5  女HISA KRISTINA TOUME 1 7  2 世 サ ン フ ラ ン シ ス コ 沖縄県人会

喜久 山 ユ キ1 6  女YUKI 1-GKUY AMA 1 7  3 世 ニ ュ ー ヨ ー ク 沖唱県人 会

ボ ロ ウ ス ジ ェ シ ー ケ ン タ1 7  BURROUGHS JESSEY KENT A 1 6  男 2 世 フ ［」 リ ダ沖縄県人会 （が じ ゅ ま ：） 

1 8  比嘉 マ ッ ケ ン ジ サチ
HIGA MACKENZIE SA TCHI 1 4 男 4 世

1 9  ハ リ デ 菓 月 ク イ ン カ ナ ダ ト ロ ン ト 球陽会

HALLIDAY HAZUKI QUINN 1 5  男 2 世

20 中 山 ロ ベル ト 拓也
NAKAYAMA ROBERT TAKUYA 14 男 2 世 ド イ ツ ド イ ツ 沖縄県人会

2 1  ボ ナ ヴ ァ ン チ ュ ル オ ロ ル
BONA VENTURE AURORE 1 5  女 5 世 ニ ュ ー カ レ ドニア ニ ュ ー カ レ ド ― 日 系人会

海外引 率者名復蔦
名 年齢 性別 I I I-1し 川 名 県 人会笠名

1 呉屋 新城 脊災
GOY A ARASHIRO IJARUMI 5 7  女 世 ラ ジル ブ ラ ジル沖縄県人会

2 新姐 ま ゆ み
ARAKAKI MA YUMI 3 3  女 2 世 ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖縄県人会 含g 

i 
3 ゴ ンザ レ ス 石川 ロ ベル ト I キ — ー バ沖縄県人会GONZALEZ ISHIKAWA ROBERTO 3 5  男 3 世 キ ュ ー バ

4 喜久 山 イ ヴ ァ ン
KIKUYAMA IV八N 27 男 3 世 ア メ リ カ ジ ョ ー ジ ア 琉球郷友会

り
中 山 聡

l\AKA YAMA SAT(_）SI ll 5 1  男 l | l 1-- ド イ ツ ド イ ツ 沖 '，9’' 1 1 _1) '‘
和1U/lヽ— \ ：r::::.,-
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I 平成21 年度 県内参加者名簿 I 
県 内 参加者名 簿

氏 名 年齢 性別 学 校 名

1 山 城 金 太 郎 KINT ARO YAMASHIRO 1 4  男 伊江 中 学校

2 小 那 覇 祐 希 YUKI ONAHA 1 2  女 古蔵 中 学校

3 神 里 阿 侑 香 AYUKA KAMIZATO 1 4  女 南 西 中 学校

4 仲 村 デー ニ ー DANNY NAKAMURA 1 3 男 名 護 中 学校

5 新 里 陽 菜 子 HINAKO SHINZATO 1 2  女 伊波 中 学校

6 慎 榮 城 駿 SHUN MAESHIRO 1 7  男 真和志高校

7 新 崎 仁 雄 JINYU ARASAKI 1 7  男 沖縄 尚 学高校

8 花 澤 千 裕 CHIHIRO HANAZAWA 1 7  女 伊良部高校

， 玉 城 瑠 璃 RURI TAMASHIRO 1 7  女 糸満高校

1 0  徳 本 り さ RISA TOKUMOTO 1 7  女 那覇商業高校

1 1 玉 城 理 沙 RISA TAMAKI 1 7  女 首里高校

1 2  名 嘉 真 美 咲 MISAKI NAKAMA 1 8  女 浦添高校

1 3 宮 平 優 想 YU MIYAHIRA 1 7  女 那覇商業高校

14  安 里 久美子 KUMIKO ASATO 1 6  女 西原高校

1 5  新 垣 玲 央 菜 REONA ARAKAKI 1 6  女 中部商業高校

1 6  仲 里 な つ き NATSUKI NAK.AZATO 1 5  女 陽明高校

1 7  普 天 間 友 美 TOMOMI FUTENMA 1 6  女 首里東高校

1 8  ブース ク リ 満理奈 MARINA BOUSCKRI 1 5  女 沖縄 尚 学高校
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海外参加 者 名 簿
名

1 仲宗根 グス タ ヴ ォ 学
NAKASONE GUSUTAVO MANABU 

2 翁長 セ ー リ ア 美和
ONAGA CELIA MIWA 

3 安 中 安慶名 レ シチ ア ア ケ ミ
YASUNAKA AGUENA LETICIA AKEMI 

4 小池 エ ド ア ル ド 直征
KOIKE EDUARDO ERNESTO 

5 仲宗根 ＿ コ フ ス 啓
NAKASONE NICOLAS CRISTIAN 

6 中村 利沙
RISA NAKAMURA 

7 宮城 仲本 治至 デ ィ エ ゴ
MIYAGUSUKU NAKAMOTO HARUYUKI DIEGO 

8 安座間 平 良 キ オ ミ ク フ ウ デ ィ ア
AZAMA TAIRA KIOMI CLAUDIA 

， 
エス プ ラ ロ サ ノ 仲程

ESTELA LOZANO NAKAHODO 

1 0  ウ エ ンデ ィ ロ イ ス タ マ キ
WENDY LOYS T AMAKI 

1 1  座喜味 ケ リ ア ン キ ミ コ
ZAKIMI KELLI ANN KIMIKO 

新垣 有紀1 2 
YUKI SHINGAKI 

力 プ イ ア ヒ ミ コ リ ベ フ1 3  RIVERA KA TIY A 
真喜志 直美14 

NAOMI MAKISHI 
ル ク マ イ ケ ル フ イ ル1 5  LUKE MICHAEL RYLE 

ジ ェ シ カ ダ エル ブ フ ッ ク1 6 BLACK JESSICA DANIELLE 

1 7 親川 愛
AI OYAKAWA 

1 8  レ カ イ ユ ユキ ア ン ド レ ア
LECAILLE YUKI Al\TDREA 

海外引 率者名 簿
氏 名

1 与儀 哲揺
YOG□I TETSビ］

2 弘 中 山 城 ）レイ ス フ ェ ルナ ン ド
HIRO又社〈A YA\l:\GCSFKC LCIS FER＼ぶ＼9DO

3 ） カ ソ ネ ソ ア マ リ ア
NAKASONE SO>JLi\ MARIA 

4 米盛 克之
IV\TSじYじKI YO:-JEMORI 

年令 性月l」 世代 国 名 県 人 会 名

1 7 男 2 世
ブ ラ ジル沖縄県人会

1 6  女 3 世 ブ ラ ジル

1 5 女 3 世 カ ン ポ グ ラ ンデ沖縄県人会

1 7  男 3 世
ア ルゼ ン チ ン 在亜沖縄県人連合会

1 8  男 2 世

1 4  女 3 世 ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖縄県人会

1 7 男 4 世
ペルー ペルー 沖縄県人会

14 女 3 世

1 4 女 4 世 メ キ シ コ メ キ シ コ 沖縄県人会

1 8  女 4 世 キ ュ ー バ キ ュ ー バ沖縄県人 会

1 7  女 4 世 ハ ワ イ 沖縄連合会

1 7  男 2 世 北米沖縄県人会

1 5  女 2 世 ジ ョ ー ジ ア 琉球郷友会
ア メ リ カ

1 5  女 2 世 ワ シ ン ト ン DC 沖縄会

1 7  男 3 世 イ ンデ ィ ア ナ沖縄県人会

1 6  女 3 世 フ ロ リ ダ沖縄県人会 （が じ ゅ ま る 会）

1 6 女 3 世 カ ナ ダ ト ロ ン ト 球陽会

1 8  女 4 世 ニ ュ ー カ レ ド ニ ア ニ ュ ー カ レ ド ニ ア 沖縄 日 系 人会

年齢 性別 世代 国 名 県人会等名

69 男 2 世 ブ ラ ジル ブ ラ ジル沖縄県 人 会

2 2  男 3 世 ペル ー ペルー 沖縄県人会

50 女 2 世 キ ュ ー バ キ ュ ー バ沖縄県人会

I 
I 

37 男 1 世 ア メ リ カ ジ ョ ー ジ ア 琉球郷友会
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I 平成20年度 県内参加者名簿

県 内 参加者名 簿
氏 名 年齢 性別 学 校 名

1 宮 里 明 衣 子 MIY AZATO MEIKO 1 4  女 伊江 中 学校

2 下 門 楓 SHIMOJO KAEDE 1 3  女 潮平 中 学校

3 福 里 那 央 FUKUZATO NAO 1 4  男 高江洲 中 学校

4 豊 里 源 TOYOZATO GEN 1 3 男 那覇 中 学校

5 豊 永 優 姫 TOYONAGA YUKI 1 7  女 コ ザ高等学校

6 新 垣 美 樹 ARAKAKI MIKI 1 7  女 開邦高等学校

7 酒 井 知 奈 SAKAI CHINA 1 6  女 那覇高等学校

8 村 田 ゆ う こ MURATA YUKO 1 5  女 那覇西高等学校

， 花 城 亜 紀 子 HANASHIRO AKIKO 1 6  女 那 覇西高等学校

1 0  玉 那 覇 祐 利 香 TAMANAHA YURIKA 1 7  女 西原高等学校

1 1 宜 保 有 樹 GIBO YUKI 1 7  男 中 部農林高等学校

1 2  池 村 愛 美 IKEMURA AIM! 1 6  女 豊見城高等学校

1 3  友 利 麻 羽 TOMORI MAU 1 6  女 首里東高等学校

14  新 城 祥 子 ARASHIRO SHOKO 1 7  女 八重山高等学校

1 5  兼 城 凛 子 KANESHIRO RIKO 1 6  女 首里高等学校

7 2 -



1111 111 111111 

海外参加者名簿
氏 名 年令 性月lj 世代 国 名 県 人 会 名

1 
天久 レー フ 阿弓

AMEKU LENIRA AYUMI 
1 5 女 2 世

2 
与那嶺 モ カ 多美

ブ ラ ジ ル沖縄県人会

YONAMINE MONICA TAMMY 
1 5  女 3 世 ブ ラ ジル

中 馬 渡慶次 カ ー レ ン
3 

TIGUMAN TOKESHI KAREN 
1 8  女 4 世 カ ン ポ グ ラ ンデ沖縄県人 会

4 
名 城 エ ベ リ ン マルセ ラ

NASHIRO EVELYN MARCELA 
1 7  女 3 世

5 
饒平名 さ ゆ り

ア ルゼ ン チ ン 在亜沖縄県人連合会

YOHENA SA YURI 
1 8  女 3 世

6 
安座 間 上地 カ ナ リ ネ 直未

1 6 女
AZAMA UECHI KA THERINE NAOMI 

4 世 ペルー ペルー 沖縄県人会

8 
島袋 里菜

SHIMABUKURO RINA 
1 4  女 3 世 ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖縄県人会

， 
ガル シ ア ウ エ マ ダー エル
GARCIA UYEMA DANIEL 

1 5  男 4 世 キ ュ ー バ キ ュ ー バ沖縄県人会

10 
森部 マ シ 美幸

MORIBE MARCIE MIYUKI 
1 5 女 4 世 ハ ワ イ 沖縄連合会

上運天 ク リ ス プ イ ー ナ ア イ
1 1  

UEUNTEN CHRISTINA AI 
1 7 女 4 世 サ ン フ ラ ン シス コ 沖縄県人会

ウ ィ レ ッ ト ザ ッ ク リ ー ア メ リ カ
1 2 

WILLETT ZACHARY 
1 3 男 2 世 ワ シ ン ト ン州沖縄県人 ク ラ ブ

チ ョ ア レ ク サ ン ダー デ ィ ヂ ン
1 3  

CHO ALEXANDER DAE JIN 
1 6 男 3 世 沖米沖縄県人会

1 5  
山 城 清光昭 ブ レ ッ ト

YAMASHIRO BRETT ALEXANDER 
1 6  男 4 世 カ ナ ダ カ ルガ リ ー オキナ ワ ン ク ラ ブ

1 6  
福里 友理

FUKUZA TO YURI 
1 5 女 2 世 マ レ ー シ ア マ レ ー シ ア 沖縄会

1 7 
ヴォニティ シ ゼ） キ モルガン フ ァ ビエラ テ レーズ

1 9  女
VONITIHSI-ZENOKI MORGANE FABIELLA THERESE 

4 世 ニ ュ ーカ レ ド ニ ア ニ ュ ー カ レ ド 一 ァ 沖縄 日 系 人会

海外引 率者名 簿
氏 名 年齢 性別 世代 国 名 県人会等名

1 
加 花 輝明

KAKINOHANA KIMEI 
6 7  男 2 世 ブ ラ ジル ブ ラ ジル沖縄県人会

2 
大城 デ ィ エ ゴ セ バス 丁 イ ア ン

OSHIRO DIEGO SEBASTIAN 
2 1 男 3 世 ア ルゼ ン チ ン ボ リ ビ ア 沖縄県人会

3 
サ ン チ ェ ス タ マ キ ロ ベル ト

SANCHEZ TAMAKI ROBERTO 
44 男 3 世 キ ュ ー バ ペルー 沖縄県人会

4 
稲福 紀子

INAFUKU NORIKO 
24 女 1 世 ア メ リ カ ワ シ ン ト ン州沖縄県人 ク ラ ブ

5 
小 出 友視

／ ／ KOIDE TOMOMI 
女 ニ ュ ーカ レ ド ニ ア 沖縄ニ ュ ー カ レ ド 一 ァ 友好協会
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| ＿平成 1 9年度 県内参加者名簿

県内参加者名簿
氏 名 年齢 性別 学 校 名

1 粟 國 志 帆 AGUNI SHIHO 14  女 真和志 中 学校

2 金 城 華奈 子 KINJO KANAKO 1 3  女 潮平 中 学校

3 宮 城 玲 奈 MIYAGI RENA 1 3  女 美里 中 学校

4 安 里 巽 ASA TO TATSUMI 14 女 与那原 中 学校

5 玉 城 美 耶 子 TAMAKI MIYAKO 1 6  女 那覇西高等学校

6 上 間 瑞 樹 UEMA MIZUKI 1 7  女 開邦高等学校

7 与 那 覇 智 都 YONAHA CHISATO 1 6  女 開邦高等学校

8 瑞慶 山 美 咲 ZUKEYAMA MISAKI 1 7  女 コ ザ高等学校

， 宮 城 聖 乃 MIYAGI SYONO 1 5  女 コ ザ高等学校

1 0  狩 俣 友 恵 KARIMATA TOMOE 1 7  女 宮古高等学校

1 1 上 原 善 男 UEHARA YOSHIO 2 1  男 南部工業高等学校

1 2  宮 城 和 哉 MIYAGI KAZUYA 1 8  男 西原高等学校

1 3  川 満 大 祐 KAWAMITSU DAISUKE 1 7  男 西原高等学校

14  岸 本 り い ま KISHIMOTO RIIMA 1 6  女 宜野湾高等学校

1 5  許 田 侑 加 KYODA YUK.A 1 8  女 興南 高等学校

1 6  源 河 花 乃 子 GENKA KANOKO 1 7  女 首里高等学校

1 7  宇 座 愛 希 UZA AIKI 1 5  女 浦添高等学校
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海外参加者 名 簿
名 年令 性けlj 世代 国 名 県 人 会 名

1 宮里 賢征
MIYAZATO UETA MAURY MASSAYUKI 

1 7  男 3 世

2 
上江洲 小百合 シル ビ ア

ブ ラ ジル沖縄県人会

UESU SIL VIA SA YURI 
1 5  女 4 世 ブ ラ ジル

ヴ ィ ヴ ィ ア ネ ユ ミ ハ フ サキ
3 

VIVIANA YUMI HARASAKI 
1 7  女 3 世 カ ン ポ グ ラ ンデ沖縄県人会

4 新城 パ ブ ロ ア リ エル
PABLO ARIEL ARAGUSUKU 

1 8  男 4 世

5 仲宗根 ゆ か り
ア ルゼ ン チ ン 在亜沖縄県人連合会

YUKARI NAKASONE 
1 7  女 2 世

6 真栄城 仲宗根 カ リ ナ 初江 1 7  女
I虚INA HATSUE MAESHIRO NAKASONE 

3 世

7 伊佐 与儀 幸子 カ ロ リ ー ナ
ペルー ペルー 沖縄県人会

SACHIKO CAROLINA ISA YOGUI 
1 6  女 3 世

8 大城 広大
KODA! OSHIRO 

1 3 男 3 世

， ク ダカ 美咲
ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖縄県人会

MISAKI KUDAKA 
1 5  女 3 世

1 0  
ジ ャ ス 丁 イ ン ト ヨ サ ト
JUSTIN TOYOSA TO 

1 3 男 4 世 北米沖縄県人会

麗矢 マ ー ロ ウ
1 1  

LAIY A MARLOW 
14 女 2 世 コ ロ ラ ド 州 沖縄県人会

マ ケ フ レ ネ ー コ ー ル
1 2 

MICHAELA RENE COLE 
1 7  女 3 世 ア メ リ カ ア ト ラ ン タ 沖縄県人会

ト モ コ レ ネ ー レ オナ ー ド
1 3 

TOMOKO RENEE LEONARD 
1 7  女 2 世 イ ンデ ィ ア ナ沖縄県人会

ク リ ス ナ イ ー ナ チハル ヘ ン リ ー
1 4 1 7  女

ス ペイ ス コ ー ス ト 沖縄県人会
CHRISTINA CHIHARU HENRY 

2 世 ゆ い ま る 会

1 5  
ジ ョ シ ュ ア マ イ ケ ル キ ャ ン ベル 1 5  男JOSHUA MICHAEL CAMPBELL 

4 世 カ ナ ダ レ ス ブ リ ッ ジ沖縄県人会

1 6  
ク リ ス チ ア ン サ ン 1 8  男
MACALINT AL CHRlSTIAN SANTOS 

3 世 フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン沖縄県人会

1 7  
比嘉 紀乃

KOTONO HIGA 
1 4  女 2 世 ド イ ツ ド イ ツ 沖縄県人会

海外引 率者名 簿

?]
 

4
 

1
�

［口45：：： ：

性

；

I

:ロ
ITSじKO GIM八

3 0 I 女 1 2 世

3 城間 呉屋 カ リ ー ナ ジセ ー レ
| 27 
KARINA GISSELLE SHIROMA GOY八

マ ユ ミ マ ー レ イ ン 、ロ ー ル
MAYUMI MARLENE COLE I 

I 48 

女 1 3 世

女 ］ 世

名"
•
 

【
aヽ
�I"

 
��

 
ブ ラ ジル

ホ リ ビ ア

ペ几 一 ペ ルー 沖縄県 ．八 会

ア メ リ カ

県人会名

プ ラ ジル沖細 県 人 会

ホ リ ビ ア 沖縄県人会

ア ト ラ ン タ 沖詞県 人会
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県 内 参加者名 簿
氏 名 性別 学 校 名

1 明 奈 KUNIYOSHI MEINA 3 女 中 城村立 中 城 中 学校

2 久 手 堅 憲 稀 KCDEKEN NORIKI こり） 西原町立西原東 中 学校

3 比 ヲ一豆ロ 夏 海 HIGA NA TSUMI 3 女 浦添市立浦添 中 学校

4 冨 名 胆 ォで,,”、c;,cノ 乃 Fじ�AKOS日I AYANO 3 女 那覇市立首里 中 学校

5 豊 見 山 佐 妃 TOMIYAMA SAKI 3 女 那覇市立松 島 中 学校

6 月‘ l’j 里 雅 MAESATO MIY ABI 3 女 那覇市立松 島 中 学校

7 中 村 春 葵 NAKAMURA HARUKI 3 女 豊見城市立長嶺 中 学校

8 与 坂 勇 YOSAI<A YUKI 1 女 南城市立玉城 中 学校

， 比 美 HIGA MISAKI 3 女 与那原町立与那原 中 学校

1 0  崎 原 （右 ノ)ヘ1、 SAKIHARA YUSじKE 3 男 与那原町立与那原 中 学校

1 1  袋 正 志 SHIMABUKURO MASASHI 1 男 多 良 間村立多良 間 中 学校

1 2  諸 見 正 太 MOROMI SHOTA 3 男 石川 高等学校

1 3 津 波 弥 TSUHA YOSHIYA 3 男 北谷高等学校

14 山 内 祐 奈 YAMAUCHI YUじNA 3 女 普天間 高等学校

1 5  納 亜 沙 美 KINA ASAMI 3 女 普天間高等学校

1 6  J I  I 節 奈 那 Iv\vVASETSじ NANA 3 女 西原高等学校

1 7  比 久 ま り YABIKU MARI 3 女 浦添工業高等学校

1 8  運 天 美 由 紀 じ�TEN MIYUKI 。り 女 浦添工業高等学校

1 9  池 原 な な え IKEHARA NANAE 3 女 那覇国 際高等学校

20 上 開 も え み じEMA MOEMI こり） 女 那覇国 際高等学校

2 1  狩 俣 木匹；； 乃 KARIMATA AYANO 1 女 首里高等学校

22 久 貝 博 文 kじGAI HIROFUivII 1 男 小禄高等学校

23 大 城 ひ ろ か OSHIRO HIROKA 2 女 那覇西高等学校

24 岩 田 で木；；／ IWATA AYA 1 女 那覇西高等学校

25 稲 福 奈 実 子 INAFUKU NAMIKO 3 女 那覇商業高等学校

26 城 田 麻 莉 亜 SHIROTA MARIA 3 女 那覇商業高等学校

27 謝 敷 ア リ ー ニ JASHIKI ALINI 1 女 沖縄 尚 学高等学校

28 宮 城 若 名 MIYAGI WAI□NA 2 女 沖縄女子短期大学附属高等学校

29 下 地 由 芙 子 SHIMOJI YUFUKO 2 開邦 高等学校

30 ‘昭‘ ‘ ‘ 屋 美 友 貴 TERビYA MIYCKI I ， 2 女 知念高等学校

3 1  糸 数 舞 ITOKAZU MAI 2 女 知念高等学校

32 金 城 将 吾 KI今＼JO SHOGO 3 男 糸満高等学校

33 平 良 優 TAIRA YUKA 3 女 久米 島高等学校
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海外参加者名 簿
名 性月IJ 世代 囚 名 県 人 会 名

1 
ガブ リ エ レ エ リ 比嘉

GABRIELLE ERY HIGA 
女 2 世

2 
カ リ ナ イ ズ ミ 具志堅

KARINA IZUMI GUSHIKEN 女 3 世

3 
カ レ ン ュ ：：：：： 宮城

ブ ラ ジル沖縄県人会

KAREN YUMI MIYASHIRO 女 4 世

レ チ シ ア チ エ ミ 両 良
ブ ラ ジル

4 
LETICIA TIEMI TAKARA 女 3 世

マ リ オ セ ル ジ オ い さ お 小波津
5 

MARIO SERGIO ISSAO KOHATSU 男 3 世

6 
レ ナ タ ち え み 城間

カ ン ポ グ ラ ンデ沖縄県 ）＼ 会

RE:'\A'『A TIEMI SHIROMA 
女 3 世

7 
宮平 レ オナル ド マルア イ ン

LEONARDO MARTIN MIYAHIRA 男 2 世
I 

8 
新垣 あ かね

AKANE ARAKAIくI
女 1 世 ア ルゼ ン チ ン 在亜沖縄県人連合会

， 
喜納 パ ウ フ ミ カ エ フ ミ ユキ

PAULA MICAELA KINA 
女 3 世

1 0  
新垣 位城 ン／ ミ ホルヘ

JIMMY JORGE ARAKAIQ KANASHIRO 男 ］ 世 I 
； 

1 1  具志堅 大城 ガ ブ リ エ フ イ サ ベル
GABRIELA ISABEL GUSHIKEN OSHIRO 

女 3 世 ペルー ペルー沖縄県人会

1 2  
渡嘉敷 国頭 ダ ー ェ ラ

女
DANIELA TOKASHIKI KUNIGAMI 

4 世

1 3 
比嘉 さ ゆ り

SAYじRI HIGA 
女 3 世

1 4  
慎榮城 弥生

YA YOI MAESHIRO 
女 3 世

安里 健
ボ リ ビ ボ リ ビ ア 沖縄県人会

1 5  男 2 世
KEN ASATO 

1 6  
ホカ マ 栄

SAKAE HOKAMA 男 3 世

1 7  
イ ダル ゴ カ ネ ド フ フ ン シス コ エイ シ

男
FRANCISCO EILLY HIDALGO CAN屯DO

4 且 メ キ シ コ メ キ シ コ 沖判11=1_ ) 乙＼
!1 / I 、 \. コ

l g 
キ ヨ ミ ト レ ス ゴ ンザ レ ス

KIYOMI TORRES GO::\"ZALEZ 
女 4 世 ュ ー バ キ ュ ーバ沖縄県 ）＼会

1 9  
高 田 シ ャ ン 丁）レ 真 由 美

女CHANTELLE MAYUMI TAKATA 
5 世 ハ ワ イ 沖縄連合会

ダ＿ ェル マ コ ト バ ンバー ド
20  

DANIEL MAKOTO BOMBARD 男 2 世 ア メ リ カ 北米沖縄県人会 I 
ii 

又吉 ま り L..
2 1  

リ ン
MARIKO LYN MATAYOSI― II 

女 2 世 北 カ リ フ ォ ルニ ア 沖縄県人会
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海外参加 者 名 簿

1 9  蘭 田 シャンテル 真 由 美
CHANTELLE MAYUMI TAKATA 

ダ＿ェル マ コ ト バ ンバー ド
20 DANIEL M疇OTO BOMBARD 

又吉 ま り こ リ ン
2 1 MARIKO LYN MATAYOSHI 

りェッ トt)↓ ミッシェル ケイJ
22  MICHELLE KEIKO WHETSELL 

デ ィ ヨ アレン シュ）しうイン2 3  
DALE ALLEN SCHLEHLEIN ill 

アシュレイ 紀子 シャンJーズ
24 

ASHLEY KIKO SHANKLES 
イーアン トーマズ タ

ャ

ゲうス25 
IA?\' THOMAS DOUGLAS 

フ ェ ング フ ー 美花26 
MIKA LEILANI FENGLER 

アーシリー 7
、

ルック シンク
さ

ルトン27  
ASHLIE BROOKE SHINGLETON 

クリス ト77ー シ' 17 1)- I卜
中

リース →

28 CHRISTOPHER JEFFREY EDWARDS 

29 
｝＼

゜

ターリン アン ド リ ュ一 義輝
ANDREW YOSHIKI PATTERSON 

比嘉 史3 0  
NICHOLAS CHIKASHI HIGA , 

3 1  
7

令

うイアン メヒア ヤキテン
YAQUITEN BRYAN MEJIA 

32 
比嘉 麻耶

MAYA HIGA 

3 3  
石虹 幸夫

SACHIO LじCIAN ISHIGAKI 

34 
石加 優児

Yじ］I ISHIGAKI 

海外引 率者名 簿
氏 名

1 与儀 上原 昭雄
AKEO UEHARA YOGUI 

2 譜久原 アンドオ
FUKUHARA A);TO>JIO 

3 イ ノ ウ エ 悦子
ETSUKO I>JOじE

4 7 1)1夕 7ォンテ 伊波
JULIET A FONTE IHA 

5 ジ ャネッ ト 亜希子 山 内
JANET AKIKO YAMAUCHI 

6 ' 上原 さ やか
SAY AKA UEHARA 

女 5 但 ハ ワ イ 沖縄連合会

男 2 世 北米沖縄県人会

女 2 世 北 カ リ フ ォ ルニ ア 沖縄県人会

女 2 世 ワ シ ン ト ン州沖縄県人 ク ラ ブ

男 3 世 中 西部沖縄県人会
ア メ リ カ

女 2 世 ニ ュ ー メ キ シ コ 沖縄県人会

男 3 世 ニ ュ ー ヨ ー ク 沖縄県人会

女 2 世 ア ト ラ ン タ 沖縄県人会

女 3 世 ジ ャ ク ソ ン ビル沖縄県人会

男 2 世 ミ シガ ン沖縄県人会

男 2 世 バ ン ク ー バー沖縄県友愛会
カ ナタ

男 2 世 ト ロ ン ト 球陽会

男 3 世 フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン沖縄県人会

女 2 世 マ レ ー シ ア マ レ ー シ ア沖縄会

男 2 世
イ ギ リ ス イ ギ リ ス 沖縄県人会

男 2 世

性別 世代 国名 県人会名

男 2 世 ブ ラ ジル ブ ラ ジル沖縄県人会

男 3 世 ペルー ペルー 沖縄県 人会

女 2 世 ボ リ ビ ア ボ リ ビ マ ‘由も田県人ムJ i ， 可屯 ＝ 
女 3 枇 キ ュ ー バ キ ュ ー バ沖縄県人会

女 2 世 ア メ リ カ 北米沖縄県人会

女 1 世 ア メ リ カ ュ ー ヨ ー ク 沖縄県人会
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平成1 7年度 県内参加者名簿

県 内 参加者名簿
氏 名 年齢 性別

1 具 志 堅 靖 知 GUSHIKEN YASUTOMO 1 4  男

2 城 間 ひ か る SHIROMA I--IIKARU 14  女

3 伊 地 侃 海 ICHI TADAMI 1 4  男

4 又 吉 奈 保 子 MATAYOSHI NAOKO 14  女

5 金 城 千 尋 KINJO CHIHIRO 1 6  女

6 幸 地 長 治 KOUCHI CHOUJI 1 6  男

7 金 城 エ リ ナ KINJO ERINA 1 7  女

8 大 城 奈 々 OSHIRO NANA 1 7  女

， 玉 城 美 優 TAMAKI MIYU 1 8  女

1 0  山 城 杏 奈 YAMASHIRO ANNA 1 6  女

1 1  宇 根 あ み 菜 UNE AMINA 1 7  女

1 2  大 城 李 理 子 OSHIRO RIRIKO 1 5  女

1 3  斉 藤 愛 里 SAITO AIRI 1 6  女

1 4  又 吉 扶 MATAYOSHI TASUKU 1 7  男

1 5  上 原 麻 衣 UEHARA MAI 1 5  女

1 6  小 那 覇 祥 子 ONAHA SHOKO 1 6  女

1 7  番 園 吉了 BANZONO TORU 1 6  男

1 8  翁 長 琴-7 乃 ONAGA KOTONO 1 7  女

1 9  伊 良 部 夏 美 IRABU NATSUMI 1 8  女
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邑子 校 名

沖縄市立 コ ザ 中 学校

那覇市立石嶺 中 学校

与那原町立与那原 中 学校

石垣市立伊原間 中 学校

北部工業高等学校

名 護高等学校

読谷高等学校

具志川 高等学校

具志川 高等学校

普天間高等学校

浦添高等学校

那覇高等学校

那 覇 国際高等学校

那覇国際 高等学校

小禄高等学校

豊見城高等学校

糸満高等学校

久米島高等学校

宮古工業高等学校



海外参加者名 簿
氏 名

1 
大城 直美 マ ヤ ラ

MAY ARA NAOMI DE ALCANTARA OSHIRO 

2 
宮城 明子 ベ ア ト リ ス

BEATRIZ AKIKO MIYASHIRO 

3 
川 波 エ ン リ ッ ケ ケ ン ジ

HENRIQUE KENJI KAWANAMI 

4 

5 

6 

7 

8 

， 
1 0  

1 1  

1 2 

1 3  

1 4  

1 5  

1 6  

屋宜 宣広 ア レハ ン ド ロ
ALEJANDRO DANIEL YAGI 

岸本 ユカ リ
YUKARI KISHIMOTO 

仲里 国頭 エ ミ カ ロ リ ナ
EMY CAROLINA NAKASATO KUNIGAMI 

亀 甲 亀 甲 た か し ア レハ ン ド ロ
T AKASHI ALEJANDRO KAMEGO KAMEKO 

親川 千草 カ サ ン ド フ
CHIGUSA CASANDRA OYAKA WA 

ジ ャ ンー ブ フ ジル
JANNY BRASIL TAMASHIRO 

ヤ マ シ ロ ミ ッ シ ェ ル
MICHELLE ALEXANDRA YAMASHIRO 

イ タ リ ア ー ノ チ ャ ンス ケ ンイ チ
CHANCE KENICHI ITALIANO 

イ ズ リ ー マ ケ ー ナ ヴ ィ カ ー シ ャ
MCKENNA VIKASHAA EASLEY 

ラ ッ ク エル 笑美 コ ン ド ン
RAQUEL EMI CONDON 

ク リ ス ト フ ァ ー ジ ョ シ ア ワ ー ル タ ズ
CHRISTOPHER JOSHUA WALTERS 

ジ ョ ダ ン カ ミ オ サ ワ ダ
JORDAN KAMIO SAW ADA 

ジ ャ ス ミ ン マ リ ド フ レ ド デ ヘス ス
JASMINE MARIE DE JESUS 

1 7 ゴ ンザ レ ス 優子 エ リ ザベス
YUKO ELIZABETH GONZALES 

海外引 率者名 簿

1 

2 

3 

4 

5 

氏 名
松堂 忠顕

CHUKEN MA TSUDO 
新里 フ ァ ビ ア ナ カ ル メ ン

F ABIANA CARMEN SHINZATO 

安座間 喜屋武 シ ェ イ ラ パ ト リ シア
SI-IEILLAH PA TRICIA AZAJvIA IUY AN 

牧志 啓和
HIROKAZU MAKISHI 

伊敷 久子
HISAKO IS日IKI

性別 世代 国名 県 人 会 名

女 2 世
ブ ラ ジル沖縄県人会

女 3 世 ブ ラ ジル

男 3 世 カ ンポグ ラ ンデ沖縄県人 会

男 3 世
ア ルゼ ン チ ン 在亜沖縄県人連合会

女 1 世

女 4 世
ペルー ペルー沖縄県人会

男 3 世

女 3 世
ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖縄県人会

女 3 世

女 4 世 北米沖縄県人 会

男 1 世 ュ タ 州沖縄県人会

女 2 世 ア メ リ カ ワ シ ン ト ン D C 沖縄県人会

女 3 世 イ ンデ ィ ア ナ沖縄県人 会

男 3 世 フ ロ リ ダ沖縄県人会

男 4 世 カ ナダ レ ス ブ リ ッ ジ沖縄県人会

女 3 世 フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン沖縄県人会

女 2 世 イ ギ リ ス イ ギ リ ス 沖縄県人会

性別 悦代 国名 県人会名

男 1 世＾ ブ ラ ジ）l／ ヽ ー 、 ｀
レ

‘

中
{，m 匡 ム

フ フ ン） i 芦県）＼＝

廿—‘‘ 2 悦 ア ）レゼ ンテ ン 在亜沖縄県人連合会

女 3 世ム ペ）レ ー ペルー沖縄県人会

男 1 世＾ ア メ リ カ ュ タ 州 沖縄県）＼会

女 1 担 イ ギ リ ス イ ギ リ ス 沖縄県人会
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県 内 参加 者 名 簿

氏 名 年齢 性別 A 子 校 名

1 棚 原 琴 希 TANAHARA KOTOKI 1 4  女 宜野湾市立宜野湾 中 学校

2 糸 数 矛ォ、I l 乃 ITOKAZU RINO 1 3  女 那覇市立小禄 中 学校

3 国 士 尖 樹 KUNIYOSHI MIKI 1 4  女 久米 島町立具志川 中 学佼ロ

4 高 原 茉 奈 TAKAHARA MANA 1 4  女 平 良市立平 良 中 学校

5 月‘ I’j 李 衣 奈 MAEUEZATO LIINA 1 3  女 石垣市立伊原間 中 学校

6 幸 地 美 J／―こ乞
こ
’1、`; KOUCHI IvlIKOTO 1 7  女 名護高等学校

7 平 良 椋 -ーlー ブ- TAIRA MAKIKO 1 7  女 石 川 高等学校

8 小 谷 仁 人 KOT ANI KIMIHITO 1 7  石川 高等学校

， 池 原 春 奈 IKEHARA HARUNA 1 8  女 読谷高等学校

1 0  又 士 毅 MA TA YOSHI T AKESHI 1 7  男 美里高等学校ロ

1 1  上 原 唯 UEHARA YUI 1 8  女 球陽高等学校

1 2  崎 濱 優 希 SAKIHAMA YUUKI 1 8  女 与勝高等学校

1 3  沖 ハ ン ナ OKIYOSHI HANNA 1 6  女 普天間高等学校

1 4  運 天 里 UNTEN MISA TO 1 6  女 首里高等学校

1 5  久 銘 次 奈 江 KUMEJI MINAE 1 6  女 那覇 国 際高等学校

1 6  謝 敷 エ ミ リ ー JASHIKI EMILY 1 6  女 那覇国際高等学校

1 7  金 城 の ぞ み KINJOU NOZOMI 1 7  女 那覇西高等学校

1 8  許 田 卓 史 KYODA TAKAFUMI 1 8  男 興南高等学校

1 9  禎 KIM 日UNJUNG 1 6  男 沖縄尚学高等学校

20 細 [tl 愛 日OSODA MAl'\.JA 1 5  女 豊見城高等学佼
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海外参加者名 簿
名

1 比嘉 理恵 テホ フ
DEBORA LIE HIGA 

2 
知念 ま ゆ み ク リ ス チ ー ナ

CRISTINA MAYじMI CHINEN 
城間 ロ ド リ ー ゴ シゲイ ロ

3 
RODRIGO SHIGUEIRO SIROMA 

4 又吉 ア ン ド レ ス
MATAYOSHI ANDRES PABLO 

5 
米須 ノ ルマ ビル ヒ 一 ァ

KOMESU NORMA VIRGINIA 

6 
エ ス コ バル 伊礼 ジ ョ ア ナ ェ ッ コ

ESCOBAR YREY JOHANNA ETSUKO 
比嘉 シ ン ボ エ リ ッ ク ハ ビエル

7 
HIGA SHIMBO ERIC JAVIER 

8 中 村 稲嶺 ill 美
NAKAivIURA INAMINE MAYUMI 

， 
新珀 サ ト ル

ARAKAKI SATORU 

1 0  
サユ リ ゴ ンザ レ ス ナ カ ソ ネ

GONZALEZ NAKASONE SAYじRI

1 1  ミ ッ シ ェ ル ミ ヨ リ パ ス
PANIS MICHELLE MIYORI 

1 2  
ウ ィ リ f ム ウ ォ ル タ ー ス ト レ リ ー

STRALEY WILLIAM WALTER 
コ フ オ ク リ ス タ ル

1 3  
CORRAO CRYSTAL MARIE 

新城 ア ン ト ー 大陸男1 4  
ARASHIRO ANTHONY MUTSじ0
ジ ェ シー ・ マイ カ イ ア オ ア カ マ ラ ー ・ ホ リ

1 5  
HORI JESSIE 11AI KAIAO A KAMALANI 

1 6  喜久川 可奈
KIKUKAWA KANA 

1 7  
レ ン ド ジ ャ ン ボ フ ァ シ ョ
BONIFACIO RHEND JAN 

海外引 率者名 簿

ミ ユキ イ ト カ ズ モ ラ レ ス
光江 上原 コ ー チ

性け lJ 世代 国 名 ノ廿1I, 人 会 名

女 3 |l」:
ブ ラ ジル沖縄県人会

女 2 世 ブ ラ ジ ル

男 3 世 カ ン ポグ ラ ンデ沖縄県人会

m 3 Ill̂ カ

ア ルゼ ン チ ン 在亜沖縄県人連合会
女 3 Ill: 

女 4 世
ペルー ペルー沖 縄県 人 会

男 3 世

女 2 |1J← 
ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖縄県人会

男 2 世

女 3 世 キ ュ ー バ キ ュ ー ベ沖縄県人会

女 3 世 沖米沖縄県人全

男 2 lfJ: ペ ンサ コ ラ 沖縄県人会

女 2 世 ア メ リ カ シ カ ゴ沖縄県人会

男 2 世 サ ンデ ィ エ ゴ沖縄県人会

女 4 世 ハ ワ イ 沖紳連合会

女 1 世 力 バ ン ク ーバ ー 沖縄県友愛会

男 3 世 フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン沖縄県人会

国名 県人会名
2 世 ブ ラ ジル プ ラ ジル沖縄県人会
2 世 ア ルゼ ン チ ン 在亜沖縄県人連合会

女 2 世 ペルー ペルー 沖縄県人会
女 3 世 キ ュ ー バ キ ュ ー バ沖縄県人会
女 1 世 ア メ リ カ シ カ ゴ沖縄県人会
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県 内 参加 者 名 簿

氏 名 年齢 性別 }
子 校 夕1 I 

1 
9呂― ` 本 詩 織 Miyamoto Shiori 1 2  女 港川 中 学佼

2 島 ィ衣知 希 Shimabukuro Nozomi 1 5  女 首里 中 学校

3 山 城 貴 徳 Yamashiro Takanori 14  男 糸満 中 学校

4 比 屋 根 安 尚 日iyane Yasunao 1 3  男 南 星 l―h 学校

5 長 僻 司 Nagamine Kazushi 1 3  男 附 星 中 学校

6 古 披 蔵 直 子 Kohagura Naoko 14 女 竹］ 星 中 学校

7 比 嘉 淳 子 Higa Junko 1 8  女 八重 山 農林高等学校

8 吉 村
鬼-H→ 幸ザ Yoshimura Sonoka 1 7  女 読谷高等学校

， 高 良 南 Takara Minami 1 8  女 球陽高等学絞

1 0 」: 城 幸 Tamaki Miyuki 1 7  女 油添高等］外交

1 1  」女ピ Jヽf…、' ’畠� い

紗 綾 香 Ashitomi Sayaka 1 6  女 浦添商業 高縛学校

1 2  比 嘉 こ な み Higa Konami 1 7  女 首里高等学校

1 3  安 里 み ち ょ Asato Michiyo 1 7  女 首里東高等学校

14  新 垣 怜 子 Arakaki Reiko 1 7  女 那覇高等学校

1 5  新 綺 奈 央 Arasaki Nao 1 7  女 那覇高等学校

1 6  前 田 那 美 子 :tviaecla Namiko 1 8  女 那覇 国 際 高等学校

1 7  大 本 紗 哉 Ohmoto Saya 1 6  女 那覇国際高等学校

1 8  金 城 羊プこ 采→ Kinjo Mina 1 7  女 那覇商業高等学校

1 9  大 城 桃 香 Oshiro Momoka 1 6  女 沖縄尚学高等学校

20 栄 城 智 恵 美 Maesiro Chiemi 1 6  女 沖縄 尚学高等学校

2 1  稲 福 陽 香 Inafuku Haruka 1 5  女 興南高等学校

22 村 吉 梨 華 子 Murayoshi Rikako 1 5  女 興南高等学校

県外 内 参加者名 簿

氏 名 年齢 性別 心- f_1そ 校 名

1 城 代 Kinjo Sachiyo 1 5  女 兵庫県立宝塚私立高 中 学校

2 上 原 肪 也 Uehara Katsuya 1 7  男 兵庫県立宝塚高等学校

3 小 山 奈 未 Koyama Nami 1 8  女 日 本福祉大学附属高等学校
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海外参加者 名 簿

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

， 

1 0  

1 1  

1 2  

1 3  

1 4  

1 5  

1 6  

1 7  

氏 名
新城 真 由 美

Monica Mayumi Arashiro 
仲村 カ ロ リ ー ナ み ど り

Carolina Midori Nakamura 
新里 チエ ミ ア ン ネ

Anne Thiemy Suzuki Shinzato 
井 口 セ シ リ ア ミ ド リ

Iguchi Cecilia Midori 
諸喜 田 マ リ ネ
Shokida Marine 

仲本 山城 ダ―エ フ
Nakamoto Yamagusuku Daniella 
渡慶次 山 城 マ リ ア ガ ブ リ エ フ

Tokeshi Yamagusuku Maria Gabriela 
神谷 ナ オ ミ

Kamiya Pedraza Naomi 
比嘉 浩
Higa Koji 

ア レマ ン レ オナル ド ホルヘ エルネ ス ト
Aleman Leonard Jorge Ernesto 

キ ャ サ レ ン ア ー ヌ シ ロ マ
Katharine Anne Shiroma 
タ イ ジ ン コ バ シガ ワ
Ty Jin Kobashigawa 

玉城 由美
Tamashiro Yumi 

柳 田 コ リ ン タ ケ シ
Yanagida Colin Takesbi 

ア シ ュ リ ー フ リ ッ ク
Ashley Frick 

仲原 オ リ バ ー 竜 司
Nakahara Oliver Ryoji 

デ ィ ナ マ エ エ ロ イ リ ェ ゴ
Llego Dinahmae Erny 

1 パ ト リ シ ア レ ジ ーナ ノ セ ダ ロ ペ ス8 Lopez Patricia Resyna Noceda 

1 1 9 
レ ド ナ ジ ェ ー フ ァ ー 祐紀

Redona Jennifer Yuki 

海外引 率者名 簿
氏 名

1 屋富祖 止
2 安座間 平敷 フ ァ ン 喜勝
3 比嘉 次雄
4 上間 大兼久 ホルヘ
5 タ ラ ン テ ィ ニ 裕子 伊波
6 曽 野 知雄
7 島袋 カ オル ネ イ デ ィ ー

8 アセルデ ン マ リ ア コ ラ ソ ン エバ ン ヘ リ オ
， 奥濱 レ ド ナ 悦子

性別 世代 国名 県 人 会 名

女 3 批
ブ ラ ジル沖縄県人会

女 2 世 ブ ラ ジル

女 3 世 カ ン ポ グ ラ ンデ沖縄県人会

女 3 世
ア ルゼ ン チ ン 在亜沖縄県人連合会

女 3 世

女 3 世
ペルー ペルー 沖縄県人会

女 3 世

女 2 世
ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖縄県人会

男 2 世

男 4 世 キ ュ ー バ キ ュ ー バ沖縄県人会

女 4 世
］＼ ワ イ 汁縄県人会

4 世

女 2 世 ア メ リ カ 北米沖縄県人会

男 2 世 ワ シ ン ト ン州沖縄県人会

女 3 世 ニ ュ ー ヨ ー ク 沖縄県人会

男 2 世 カ ナダ カ ルガ リ ー沖 縄県人会

女 3 枇
フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン沖縄県人会

女 3 批

女 3 世 ア メ リ カ グ ア ム 沖縄県人会

性別 世代 国名 県人会名
男 1 111: ブ ラ ジル カ ン ボグ ラ ンデ沖縄県人会
男 3 世 ペル ー ペルー 沖縄県人会
男 1 世 ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖縄県人会
男 2 世 キ ュ ー バ キ ュ ー バ沖縄県人会
女 1 世 北米沖縄県人全
男 2 |l _ 1: ア メ リ カ ニ ュ ヨ ー ク 沖縄県人会
女 2 |ll: ハ ワ イ 沖縄県人会
女 2 世 フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン沖縄県人会
女 ア メ リ カ グ ア ム沖縄県人会
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県 内 参加 者 名 簿

氏 名 年齢 性別 学 如I/'尽、 名

1 諒 哉 Ryoya Miyazato 1 5  男 名護市立大宮 中 学校

2 奥 間 友 里 恵 Yurie Okuma 1 4  女 金武町立金武 中 学校

3 輿 那 城 姫 乃 Mikino Yonashiro 1 2 女 沖縄市立安慶 田 中 学校

4 伊 良 波 大羊 Kazumi Iraha 1 4  女 沖縄市立 山 内 中 学校

5 品. 数 真 菜 Mana Kakazu 1 3  女 浦添市立浦四 中 学校

6 比 嘉 麻 臣 Asami 日iga 1 3  女 那覇市立松城 中 学校

7 敷 酸＜パB Aya Heshiki 1 5  女 那覇市立小禄 中 学校

8 山 城 裕 Nobuhiro Yamashiro 1 4  男 与那原町立与那原中

， 杉 山 星 河 Seika Sugiyama 1 2 女 豊見城市立伊良波 中 学校

1 0  ) I I 平 之 Kazuyuki Kawahira 1 4  男 城辺町立福嶺 中 学校

1 1  宮 城 Serika Miyagi 1 7  女 辺土名 高等学校

1 2  大 城 奈 津 紀 Natsuki Ohshiro 1 6  女 石川 高 等学校

1 3  山 城 乃 Yumeno Yamashiro 1 5  女 美里高等学校

1 4  里 あ す か Asuka Miyazato 1 7  女 宜野湾高等学咬

1 5  本 哲 也 Tetsuya Takemoto 1 6 男 四原高等学校

1 6 西 筋 理 奈 Rina Irisuji 1 5  女 那覇高等学校

1 7  玉 城 智 什：� Chika Tamaki 1 8  女 沖縄女子短大附属高等学校

1 8  國 場 雄 作 Yusaku Kokuba 1 6 男 翡見城高等学校

1 9  又 香 穂 利 Kahori Matayoshi 1 5  女 糸満高等学校

2 0  石 井 雄 大 Takehiro Ishii 1 7  男 八重 山 高箱学校

県外内 参加者名 簿

氏 名 年齢 性別 名

1 I J I I  崎 麻 奈 美 Manami Kawasaki 1 3  女 罰見 巾

2 I 金 城 Kana Kinjo 1 3  女 鶴見 中 学校

3 I 輿 那 嶺 Mika Yonamine 1 2 女 大 阪市立天下茶屋 中 学校

4 I 糸 サI}| Kurniko Itosu 1 7  女
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海 外参加者名 簿
氏 名 性別 世代 川 名 県 人 会 名

1 喝 間 嗣栄 マ ウ リ シオ 男 4 世Mauricio Shiei Touma ブ ラ ジル

2 高良 グ ラ ウ シ ャ ネ ン シ ー
女 3 世 ブ ラ ジ ル

沖縄県人会
Glaucia Nency Takara 

3 志 良堂 ジ ャ ケ リ ネ
女 4 世 カ ン ポ グ ラ ンデ

J acQueline Shirado 沖縄県人会

4 米須 ト マス
男 2 世Tomas Komesu 在III？・［沖縄県人

直1臼j底衣 エ リ ア ー ナ ビル ヒ ー ニ ア ア ルゼ ンチ ン 連合会5 Eliana Virginia Shimabukuro 女 3 Ill: 

6 広 中 山 城 ルイ ス フ ェ ルナ ン ド 男 4 Ill: Luis Fernando Hironaka Yamagusuku ペル ー

ゴ ンザ レ ス 平良 ハ イ メ
ペル ー

沖縄県人会7 Jaime Gonzales Taira 男 3 世

8 仲里 秋奈 女 2 世Akina Nakazato ボ リ ビ ア
ロ ニ ー ヴ ェ レ ス 貞栄城 ボ リ ビ ア 汎l 縄県人全

， Rony Velez Maeshiro 男 3 |l[ 

1 0  ナ リ マ ン ピ ー ニ ャ フ ォ ン テ
女 4 世 キ ュ ー バ キ ュ ー バ

Narryman Pina Fonte 沖縄県人会

1 1  消本 ・ 伊舎良 マ ッ シ ュ ー 誡 男 4 世Matthew Makoto Kiyomoto-Isara ハ ワ イ

1 2  伊良波 ク リ ス ト フ ァ ー マ イ ケル
男 4 世 沖縄県人会

Christopher Michael Iraha 

1 3 比嘉 ク リ ス テ ィ ン ミ ヨ シ 女 4 世 北米
Cristan Miyoshi Higa 沖縄県人会

バ ウ チ ャ ー 飛烏 ア メ リ カ
ワ シ ン ト ン D.C.1 4  Asuka Christine Boutcher 女 2 |lt 沖縄会

1 5  ジ ョ ナ サ ン サ ンダー ス 男 3 -jl:/: ア ト ラ ン タ
Johnathan David Saunders 沖縄県人会

1 6  ジ ョ セ フ リ ー バザー ド
男 3 世 北加

Joseph Lee Buzzard 沖縄県人会

1 7  藤 田 エ リ ザベ ス 由 利 子 女 2 世 カ ナ ダ ト ロ ン ト
Elizabeth Yuriko Fujita 球陽会

1 8  ミ シ ェ ル ア ベダニ ア ペベニ ト
女 3 世Michelle Abedania Pebenito フ ィ リ ピ ン

ジ ョ ネ ロ ベス コ メ ロ ス イ グナ シ オ フ ィ リ ピ ン 沖縄県人会1 9  Jonerobeth Comeros Ignacio 女 3 1仕

2 0  照屋 な っ子 女 2 世 シ ンガ ポ ー ルNatsuko Teruya 

海外引 率者名 簿
氏 名 性別 世代 国 名 県人会名

1 具志堅 ジ ー ナ 美千代 女 2 世 ブ フ ジル ブ フ ジル沖 縄県人会
2 新里 ダニ エル エス テバ ン 男 2 世 ア ルゼ ン チ ン 在亜沖縄県人連合会
3 赤嶺 光弘 男 1 世 ペ ルー ペルー 沖 縄県人会
4 エ ス テル タ マ キ ト ー レ ス 女 3 世 キ ュ ー パ キ ュ ー バ沖縄県人会
5 呉屋 君子 女 1 世 ア メ リ カ 北米沖縄県人会
6 大城 順市 男 1 世 北加沖縄県人会
rI ~‘ 

藤 田 み ど り 女 1 世 カ ナ ダ ト ロ ン ト 球陽会
8 エス テ ー ラ ア レ ホ ア ド ル フ ォ 女 2 世 フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン沖縄県人会
， 橋本 真理 女 1 世 シ ンガ ポ ー ル 星琉会
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県 内 参加者名 簿
氏 名 学年 性別

字‘‘ ’ 
校 名

1 知 名 倫 子 Rinko China 小学 4 年 女 宜 野 座 小 学 校
2 仲 田 尚 仁 Naohito Nakada 小学 4 年 男 南 風 原 小 字 咬
3 又 士 椎 A笠、 Shiina Matayoshi 小学 5 年 女 崩 那 小 学 校ロ冑4 平 良 久美f Kulniko Taira 小学 5 年 女 ふ 真 志 小 学 校

江、 -lo
郎 Tatsuro Nakalnoto 小学 5 年 男 城 西 小 学 校

史 織 Shiori Arakaki 小学 5 年 女 知 念 小 学 校
7 目 取真 輔 Tasuku Medoruma 小学 5 年 男 北 玉 小 学 枚
8 城 間 祥 大 Shoudai Shiroma 小学 6 年 男 若 狭 小 学 校， 照 屋 寛 佳 Hiroyoshi Teruya 小学 6 年 男 城 南 小 学 校
1 0 玉 城 匠 Takumi Talnaki 中 学 1 年 男 コ ザ 中 学 校
1 1 知 ノ9-C-1 ヽ 鈴 奈 Suzuna Chinen 中 学 1 年 女 伊 江 中 学 校
1 2 仲 間 良 成 Yoshinari Nakama 中 学 1 年 男 越 来 中 学 校
1 3 牧 山 梨 紗 Risa Makiyama 中 学 1 年 女 計 縄 尚 学 中 学 校
14 仲 程 佑 介 Yusuke Nakahoclo 中 学 1 年 男 古 蔵 中 学 校
1 5 成 底 徹 Toru Narisoko 中 学 1 年 男 沿 川 中 学 校
1 6 仲 里 ＊、でク／ 下冬f Ayaka Nakazato 中 学 1 年 女 灰[l 念 中 学 校
1 7 屋嘉比 梢 Kozue Yakabi 中 学 1 年 女 東 風 平 中 学 校
1 8 玉 城 杉ロ／ 衣 Ai Tarnaki 中 学 1 年 女 那 詞 中 学 校
1 9 松 本 佳 子 Yoshiko Matsulnoto 中 学 1 年 女 那 晶 中 学 校
20 東 江 真理子 Mariko Agarie 中学 2 年 女 伊 江 中 学 校
2 1 与那嶺 イ」 CI父ヽ Haruka Yonamine 中学 2 年 男 伊 良 波 中 学 校
22 古 謝 ち ひ ろ Chihiro Koja 中 学 2 年 女 嘉i 手 納 中 学 校
23 比 章ヲロ 1呵、ノ 苗 Sanae Higa 中 学 2 年 女 鋭 が 丘 養 護 学 校
24 仲 程 若 叶キp<; Wakana Nakahoclo 中 学 2 年 女 古 蔵 中 学 校
25 平 田 “--Iコ1ー』. 郎 Y oshiro Hirata 中学 2 年 男 佐 敷 中 学 校
26 比 嘉 杉で？ノ カ男ロ Ayaka Higa 中 学 2 年 女 松 城 中 学 校
27  比 嘉 亜 樹 Aki Higa 中 学 2 年 女 興 南 中 学 校
28 古 堅 葵 Aoi Furugen 中 学 3 年 女 安 田 中 学 校
29 佐久川 俊 介 Shunsuke Salmgawa 中 学 3 年 男 沖 縄 尚 学 中 学 校
30 謝 ィIヒI 千 夏 Chinatsu Jahana 中 学 3 年 女 宮 里 中 学 校
3 1 普天間 樹· Kazuki Futenrna 中 学 3 男 小 禄 中 学 校
32 玉那覇 優 夭Iヨ Yuka Tamanaha 中 学 3 年 女 両 原 東 中 学 校
3 3  宮 城 鮎 子 Ayuko Mayagi 中 学 3 年 女 西 原 東 中 学 校
34 高 田 六古 万／なJ 羊＂プ Manami Takada 高校 1 年 女 小 禄 高 等 学 校
3 5  翁 長 里 美 Satomi Onaga 高校 1 年 女 小 禄 高 等 学 校
36  上 原 恵理佳 Erika Uehara 高校 1 年 女 昭和薬科大学附属高等学校
3 7  与那覇 恵 梨 Eri Yonaha 高校 1 年 女 石 川 高 等 学 校
38 徳 里 麗 華 Reika Tokuzato 高校 1 年 女 石 川 高 等 学 校
39 中 村 晴 枝 Harue Nakamura 高校 1 年 女 那 罰 国 際 高 等 学 佼
40 伊 計 美 希 Miki lkei 高校 2 年 女 宮 古 高 等 学 校
41 ｛巾宗根 智 世 Tomoyo Nakasone 高校 2 年 女 宮 古 盟 林 高 等 学 校
42 佐久田 智 世 Tomoyo Sakuda 高校 2 年 女 宮 古 農 林 高 簿 学 校
43 J I  I 口 六吉 未 Marni Kawaguchi 高校 2 年 女 首 里 東 高 等 学 校
44 池 原 理 Riichi Ikehara 高校 2 年 男 普 天 間 高 等 学 校 ， 匂さ

45 宝蔵寺 祐 司 Yuji Hozoji 高校 2 年 男 督 天 間 高 等 学 校 I I 46 仲 間 明 奈 Akina Nakama 高校 3 年 女 宮 古 高 等 学 校
47 ザ余 畑 美 加 Mika Chabata 高校 3 年 女 小 禄 高 等 学 佼 -恙[ 

48 新 崎 舞 Mai Arasaki 高校 3 年 女 小 禄 高 等 学 校
49 比屋根 恵 美 Megurni Hiyane I 高校 3 年 女 南 風 原 高 等 学 校
50 プ-I寸� J℃ → 謝 絵 美 Emi Maja 高校 3 年 久 名 誕 高 等 学 校
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海外参加者名簿

氏 名

1 与儀 エ リ カ
ERIKA YOGI 

2 太 田 ヂオゴ
DIOGO TAKAKE OTA 

3 知花 ム リ ロ
MURILLO CHIBANA 

4 諸見里 春美
KARINEHARUMI MOROMIZATO 

崎間 ビ ク ト ル 達由鯉5 
VICTORT A TSUYURI SAKIMA 

6 宮里 昌宏
MARCELO 油仏SAHIRO MIY AZA TO UETA 

7 宮城 ガス ト ン
GASTON MIYASHIRO 

比嘉 フ ェ ルナル ド8 
FERNANDO EZEQUIEL HIGA 

玉那覇 ノ ルベル ト
， NORBERTO TAMANAHA 

大城 ノ エ リ ア1 0 NOELIA OSHIRO 

1 1  
伊芸 ヘ フ ル ド

GERALDO IGEI KOHATSU 
亀 甲 マサル1 2  

MASARU ARTURO KAMEGO 

1 3  山城 イ サベル
ISABEL YAMASHIRO NAKACHI 

1 4  比嘉 盛繁
HECIOR ALEXANDER HIGA SHIROMA 

1 5  比嘉 恵理子
ERIKO CAROLINA HIGA YAMASHIRO 

大城 カ リ1 6  
NIK.ARI OSHIRO MURARA 

1 7  中 田 弘喜
FERNANDO HlROKI NAKATA 

1 8  仲村 美恵子
MIEKO NAKAMURA SOKEI 

1 仲村 ミ ツ ォ
， JOSE MITSUO NAKAMURA OROZCO 

仲村 ヤス ヒ ロ20 YASUHIRO NAKAMURA OROZCO 
島 田 バグネル 和 良2 1  

WAGNER KAZUYOSHI SHIMADA 
具志堅 ノ ブユキ

I 22 I ANDERSON NOBUYUKI GUSHIKEN 

23 古謝 景士

RAUL KEISHI KOJA 

24 宜保 亜 由 美 カ レ ン
A YUMI KAREN GIBO 

25 嶺丼 真実
MELISSA MAMI MINEI 

性別 国 名 県 人 会 名 引 率 者

女

男

男

ブ ラ ジル ブ ラ ジル沖縄県人会 松堂 ひろ み

女

男

男

男

男
アルゼンチン 在亜沖縄県人連合会 安里エステラ ア レハ ン ド ラ

男

女

男

男
ペルー ペルー沖縄県人会 仲宗根 吉修

' 女

男

女

女

ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖縄県人会 安谷屋 敬

男

女

男

メ キ シ コ メ キ シ コ 沖縄県人会 中村 イ ルマ ヌ ネス
男

男

ブ ラ ジル カ ンポグラ ンデ沖縄県人会 具志堅 弘
男

男 ベネズエ ラ ベネズエ ラ 沖縄県人会 古謝 いそえ

女

カ ナ ダ バ ン ク ーバー沖縄友愛会 仲宗根 功
女
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海外参加者名 簿

26 金城 茜
MARGARET AKANE KINJO 女

2 7 日 取真 ジ ャ ネル ミ ホ コ → カ ナダ レ ス ブ リ ッ ジ沖縄県人会 浦崎 ジ ョ ー ジ

JANELLE MIHOKO MEDORUMA 
i又7 

28 玉栄 チ ャ ルズ
CHA紅ES MASATOMO T AMAE n 田 北米沖縄県人会

2 9  ジ ョ セ フ ジ ョ ー ン ズ - `s,. / 

JOSEPH FREDRIC JONES 男 サ ンデ ィ ー 沖縄県）怠 月ヽ IJr 田、 袢 J^ ヘ

3 0  ブ フ イ ア ン デイ ビス
（北米沖縄県人云）

BRYAN KIYOSHI DA VIS 男 ユ タ 州沖縄県人会

3 1  テイ ビ ッ ト レ イ モ ン ド
DAVID RICHARD RAYMOND 男 ワ シ ン ト ン沖縄県人会 ク ラ ブ ト シ コ バ ー ト リ ー

ア リ シ ／ 恵子 ブ レ ン ズ3 2  ALICI八 KEIKO BERENZ 女 シ カ ゴ沖縄県 人ム云

3 3  プイ ル リ チ ャ ー ズ
DALE KAORU RICHARDS 易 ！

イ
I 

34 プ フ ァ ー フ ィ ド フ ー
I 

TIFF ANY FIEDLER 女 4一 ハ 9ノ（ オ 沖縄友のノ云 、 ‘ , -

比嘉 龍児
拝子 サ ン ダ リ ン

35 RYUJI HIGA 男 米囚東海岸沖縄県人会
（ シ カ ゴ沖縄県人会）

36 落合 北斗
HOKt'TO CREIC OCHIAI 男 ア メ リ カ ニ ュ ー ヨ ー ク 沖縄県）＼会

37 
ロ ］＼ ー ト フ ァ ンチ ェ ス

ROBERT JAMES FUNCHES 男 ワ シ ン ト ン D C ;� 

38  ケ イ フ ケ ン プ
KAYLA RENEE CAMP 女 ア ト ラ ン タ 沖縄県人会

3 9  ア ンデ ィ ー フ イ ダー

ANDY KIYOSHI RIDER 男 D FW 沖縄県人会

40 キム ビセ ッ ト
KIM BISSETTE 女 ジャ ク ソ ン ビル沖縄県人会

ぞ イ ケル ハ ー カ ー
ルイ ス 高江洲 佳代子

4 1 
MIC日AEL ALAN HARKA 男 フ ェ イ エ ］ 卜 、ニ人 （ア ト ラ ンタ 沖縄県人会）

42 ク リ ス タ ル ス ワ ン ソ ン
CRYSTAL LYNN SW ANSON 女 ペ ンサ コ ー ラ 沖縄県人会

43 丁 レサ マ リ コ モ ー ト ン
TERESA MARIKO MORTON 女 フ ロ リ ダ沖縄蜀友会 （がじま る会）

44 ク リ ス ト フ ァ ー ポ ー 丁 イ ン
CRISTOPHER PORTIN 男 グ ア ム 沖縄県人会 引 率者無 し

45 マ リ ア ジ ェ イ リ ン デ ィ キ ア ッ コ
MA JAYLYNC. DIQUIATCO 女

46 チ ヨ ミ サ ン タ ロ ー サ フ ンセ ス
CHIYOMI ST A ROSA RANCES 女 フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン沖縄県人会 ト ヨ コ 照屋エ リ セ オ

47 嶋崎 妙恵足 女T AEMI SHIMAZAKI 

48 知念 賢吾
KENGO CHINEN 男 フ フ ン ス フ ラ ン ス 沖縄県人会 知念 睦子

49 
石坦 優児

YUJI JOE ISHIGAKI 男 イ ギ リ ス イ ギ リ ス 沖縄県人合 栄康

50 松川 ル カ
LUCA TOM MUSASHI MATSUKA WA 男 ド イ ッ ト イ ツ 沖縄県 人会 松川 カ

- 89 -



I I 

, 1  


